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案1軍　務　館

l・l　ヒうもうこしのす恒コ貯蔵について

わがl薮の金生動ユ′　第Z乱せ希え戦後1句ti確と

すう方向へ軋きくを化したっ　その瀦乳魯魚乳甘易し

い摩息もヒザ／．軋奄・乳禽周の刺升の硝骨孝も灸・湧丸

に璃叩した∴

し功＼し僻村の主原料ぐ京うと巧もうこしの由衿牽

lま極めて低くノ諸傍孝の77、9再審八lニ仮舟して＼、≦ち卜ご

わか日射L麻八されたヒ勺もろこし1才ノ愚兄の連動二

人境線ノ辛†ご畑二段過／氷ガノ　そよう艶物等t動乱

きれ′密教して、、る∵ヒカもろこしは毅奥で車しろ。発

熱していすい、璃履け′朝敵・棚土子申し吉子乙、、サイロ

、ニユノ～ヲ摘頑所蔵学外う。、こめ磨滅解碑けいこ敷浪が

如（パフ℃一二盈すうニLか・、あう。この七擁ヒうもうこ

しけ腐敗し阜リノ　サ恒つから搬出レ阜彼の粥観′加

工再乏帽で泉・乳折線生すう下狛二ノ風刺Lして岡い

られイよく　作る†

手に入誘碑すぐIt勇ビ粟生や思象解終ヒ写って＼、

ろことでも視る（阜度目　′巨2号狸）。
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写真1・1

（発熱して黒変状態のとうもろこしを集めているところ）

工
∴
M
軒
や
．
岬
、
了

一範lこ怒細密威絹の兼教の旛暦日ニーま′　赦生物の機

種′　乾物射本め呼吸熱ノ　毘畝の嘩軟熱ナ汗、が孝とら

トろが、ノ　このうち所蔵碑酵素＝こくん盈して＼、う場合

甘，艮欧・小呼吸禦ドよ　う礎牽lま割りえない。

潜熱孝杖の■増彼はノ　簸掛上早退風力十弗肇・二女そい

こと′　乾物の璃紋や露見外港エ7日がド月経呈均め為

且がみられる二七　万といて、、あう。

破って田儀時の密教け′級瑚射本の喀吸熱および

敷胸に村為し†ニ檻生桐l二よき甚簡扮解熱て、・あう・仁施

刺で帰。この酎机作　や基基　舟介　入Å宣牒′　高水分
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の敷朋が吸入されたリノ　所蔵守一二九分か高くなう物

理節理乳の腐生によるものと甥え　ら丸ま。

Lがし規在官て、、のヒこうノ　覇備中のヒカもろこし

の密教の磯路は傑絹されて計らす、、′　敢殉璃濱ノ　品簡

嗜緒ノ電路鯛蟄考の課題lて対して大き弓硬膏と持っ

てヽ＼・ろ。

規危祈蔵頭の密教一二対して　とられて＼、う碓嵐は′

潜熱が起き七碑lt外気吹ぞぬみ（エアレーシ／多ン津

別万上サバ　ロへの八小菅と（ウノチー　シ／タ　ン）与といt

朽つい【ノ外為との嫁鰍l弓ち常温低下そ覇碑し▼てい

ろll寸々、’写いや　しか弓十エア　レ　ー　シヰ　γ／ニついて　の、紹

要は′ほとんど、そカ勧鼻汁、軋ら卜針㌣■コーラノン

蔓ンほ搬入弓紘度目ニ碕周ヒ座骨ががか－ソすき・、る・〆、ぞ・、

頻繁lく1ま祈りわ　れて、いガし、力が線状て・・ある。

そこ、て・・ヒ勺も‾ぅ　こしのサうロ牽強且奇の磨烈磯格支

解摘しノ　密教と宕艶に簡止すう例数そ夜容すうげ多

極か、玖そ　そ　kp
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上之　後見の研究

い21　組狗新着碑句敗退上昇

艶物所蔵碑の絶池上射こ及耳、す乾朋＝打本欄亘打及勲ノ

毘畝の頑り膵の射撃．二つ＼、て、盲ノ　絃咽乳竣穐玖平に

昆虫の佃鞠怒lニよ′）線かい埼軒か・生じろと′　亨す書

瑠イで噺勅覇か甥しく与っ　て穀過が上易すう　こと．

ニ醜軋煮棄て剰泉して経物　の頑吸熱t二才象藩甥iこ　と

巨より　水分や堅気浪速か居ろ密が姐り八七二ヒナ頼、＼の

級竃か潜鼓されて亨たか′ご　財務甲の埠頭熱。よ弼温

上昇は′貯蔵憂署宣オ醒素食ノ初師範温上昇直度

紅潮の教的埼極左と、・がわか打で、′　あう碍轟音て、・呵

浄机ことか、・子、・亨も。‘前川う（l？弼Il‡薇後．二よれ

ば′　叡尊の7虹拐鳩め穀物も断熱潜閣憂夢、勾守痺威し

七薦め′絶壇上孝l与′／～ヱ○亡にすぎ、巧い，

しカ＼しサ1□貯蔵碑1ニ発生サち発熱阜杖でけノ　経

過上考か、激しいこLが蠣徴で・玖う。寄倒句碑直で、相

見期の刺路（子ナ摘息づ、腔）においてサバロ櫓郭の姦泡

が免℃手ぐ逢し′　ヒフ）もうこし折鶴紋・恩をし笹刺拍う。

高水介の紘欄も覇威すろ喝lま′　艶物の頑吸仰司が

激しくrよリノ　伺堵lこ徽生物の増殖lニよう酷熱て堵う
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ことかい薇等そ卜い＼う′2）～’ミ　しカ＼しいす孔の更泉

においても噂碩華し酪ま均嫡飽けよう宥璽ヒそ分梅

して　けし＼ない。言た縛ら　れ仁子書埋け　定憎的ヂ一夕

で∴孫－）ノ　微生物プ師宣ヒ産華考の閥條lニついて産孝軸

lこ祈乾し七瑚17写し、。

琶十日瑚聞け′食鎧の触雄う微生物生頂教も

剰えレノ濁蚊芋粥すう甥象乞宿写っ丁ニ＿。こ〆敬老の

ヤて、、1才徽′ト整骨骨乞伺いノ　ざまさ・、雫の根性の濁敗雅

籠・て・、め教t剰えしノ　それそ・、小泉弓うサーモク、、ラムて絹た。

巨Z・Z　酔物の貯蔵時点ヒ　中日二王　発熱

鮫弼解蔵甲に為生す3粥教櫨歯（st。ra，ef。ngi）に

は′　と　うもうこレの九分／4・タメ山・城下7、、も雀萄ていき

i轄東和ⅠのAspergillus－reStricts（最適ユ宅現職30～汀。C）弄J㌦・

び　Aspergillus giaucus（1司30～35cc），（頭下卑SPergi11ustAsp．と略

耽れ〕′組／ito　ぐ等　鶴　Asp・Candidus（桝r～わ。cI

Asp・VerSico10r（覇20リリ　古び　Asp・OChraceus，iLで軋介

／gl頼で、鍋帰Asp・fiavus7Asp・。rYZaeか・よtr Asp・．niger

領一か打でら軋う。ナ摘Asp．flav。SIl溌ガ㌢′性拘壕7

7ラトキシン〔aflatoxins）の生薇萄t，して禰為である。
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WALRER‖紳り′暮／貯蔵甲に十㌔人らかの原咽で、ヤー十

t）、ilt二束かう乏入Y）鋸等の九分か・・高くブiればAsp．gla。C。S

が・姦写し′そ人が急触離し七舶－エゴ∫～劾■〔亨・て・‥云耳

しノ　Asp．flavusとAsp．candid。Sが）q碑に魂柏する／；らlで

炉い二蓬しその追恵一づ教適夜目呆予上ることと寵者▲し

俄伺う。帰り帽）－亨ノ　刊ビ義号両軍うとうもヲこし

革か敵襲半間して喫歴そ婿TJL＼，Asp．fiavus、ノAsp・Candidus

peni。illi。mCY。l。Pi。m　て・、lナ　南朝敗退ユi・L　カ、う　33～ヲdyL

＼つ孟すう　こ　して薇号し‾t∴、、・う。

藤冊描㌧格高温捜し研高温他力どの生類温亮■ニフい

て曳鰻t祈写った。この甲て“Asp・fumigatus′　ケ鴻塩化のThermoasc・

CruStraCeuS　かtか：　Mucor pusillus t　そ　れ　￥、・九二稔れ

つ混合して／危うも′うノ：こして堵確・再考為すう守邸聖書

ぐ系教宜／ちことと象れ乳祭界で、の異義撰遍碑私有義勇

て憩を吊ヒノ略高温化・新高泡他力でが後退工琴も

師恩すう昭利で畏宣下も　め　て…あう　と1線等　し下，

し什レ二木　うの報．号で、橡射し上乗華はノ髄ラ急が亀

Oc上卑し千十ガ、巨っいて　盆べ、tもので、あリノ　醍ラ蚤上早

の柊楓で乾物の水分の　憂ルl二ついて　の毘孝的研曳一才
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軋あ　七　ちTh＼。

と　りもう　こしサイ　レー　ジ、の塵鍛練の妨象頭身敗に

圃する痢常㍗けノ月経生物増魂ヒがズ什翻せ，怒産婆

孝葛との閥権力ヾ・報考さ木ている1ク）～乙竺　これらlこ

よう　k′離東諸題号とこ離化炭素生成孝の　館頑憂舟ン

1ふ′　敗温かや妻崎隻虹lこよく珂気・すう　こと′　サバ　レー

ジか和郎磨華に－亨解せの生宛字舌状竜射熱が入きく　卑

与譲るこヒノ　子羊磨華か塾ヲ舟は主L Lt略革め絡象

鯨代謝條tこあうこ　と　ナJ、と■が鶉碑そ卜て　いうさ

／・之・3　サバ　ロ所蔵臍か敷浪分布

艶物の品習l二九きく影曙すうサイ　ロ　の敗退

を比、ニついての頑蚤1号′・刀ント′リー　エ　し■ィ、・－タやす

りの　摩盈盈　モノ千メリーわ　やかすダlニーおい乞t手乳量さ寸ヽ
生り～呵）

乙1才＼、ろ　がノ　唱好考豆と・、♂影響七草絶して‘い∵るナ言と・■

下ノ惰rT涼、か・勢い。雫阜冬め雅号右締盟は，竜泉祭綿可

果すJうわが句への遜青いは、二とLL＼。　子羊わが嘲lこ

旬＼、では前可ら（門ワ7）がサイ、コ　の　南丸線上lニつい　ての

熱風軒帝かそ訓｛そ締乍リノ肴敵う扁㌍丁目プ呵壁痕

蕗も斬乱して　r～厨。こ　の象軸が、あ　ま　ニ　モノ　まモ田中う
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（，？扁？ます何サーヾ孝之混め季節変動が系う・ニとそ象等レ

て＼、ろ。　しいLr二木う力簸竃で・一三饗客の敢教材の

勧えや祖♀町砲にお、丁ろ乾毯碁帝で考の変動絶軌ニフい

1、で梓亨†与　れてい左　い。

いう　　研究仇　日鋼　と　夷針

本新見の頚飾まノ　とうもう　二・しのサイロ窮窟帝の

藤教橡虜乞解明し′　廃熱筒止対象も寿確立すう　こヒlこ

あうっ

日本に大滝して．色の　直後の液査手、発蟄していな

いと認わ　ら木下王らもろこして∵あっ　てもノ　ラ外線亘

サイ　ロ貯蔵呼に密教する耳か一・あを。　　こ恒才′；是の

硯象が単線亨†仁一孝和思し．て鯉lこ＼、たSと寺格iトうっ

d）丸竹の高し丁　と　十もろこしがサう　ロlこ私人‾ざ小さ

・か′　あういぼサう　口内ぐ水府が高く　与る物産的

楓象が鍵旦寄　与。

〔2）ザ植呼、e宮戸ムヒ石もろこし息碩蕗は断熱雅趣を保

っておl上　井節からの熱l机を人　Lに日、昨罷ヒ

弔っ　て＼＼う。㌧卑小」やえ∴サイ　ロ　や－ヾ野て、’碓生した

熱は絶池上卑そ　什子鹿こす。
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摘文子、序，二木らの孝埠も　奇々の東離し瑠璃妄

り彼竜王レ鑑教職碑にカ＼かわも嘲㌣功解析て朽けいノ

これら号鋸笥午め相互蘭條首鹿討すう。　こめ滞果＼こも

と針竜裔熱に＼、TLう寺ていか　フ・＼つモス　も蟄確しノ　密教

両立常温の絹もモ試みを¶
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第2卑　頂上を大歳時のとうもうこしの級塊ヒ

丸分の維新的斉家

2日　、鞠　青

滅入とうもう　こしは聯て、、藤逢される直中やノ　尭湾

1て到凄絶サいって・新教それ台閣に　tけい甘・磨烈すう

こと　が笑ロ　う　虹てい　も。直が虜の　と巧も　う　こ　レの主∴蓼

万端入札囁　甘　泉嘲′　アルでンキン剋′？小針客で

あるか㌦　アlレでンケン蘭やタノ‖笥サケのと　力　も　うニし　の

発熱孝枝か、埼いと青石れていう。

この礎愁、こ与えう凡そ写賢愚は′　高水分へとうもケン

しの混入や舶倉内のとうもフこしが、高水命に零うこヒlニよる

もれと考えら・れう。躯念、勺の再もろこしの某射言海ワk

の浪人が・巧、いかで牛高水分lこすソえ机、ヒチ射す紅うー

の■ぐ′　斬教養に高水骨ヒうもろこしの混入力甥とらhう。

才仁乃ントリ　ー　工　レベ∵タの環選が嶺乱して乾汲級臍の

緒をして＼＼ろ　呆向け弔レ′　　え匂艶塵l二線フ　て＼、

う射嘲・ア　′レでニケン周　で、l‡ル鮫的高祖かめと　うも　う

こ　し廿、輔奴三人も可能相は希い，

たこ∵で、唱本署兄の牽強に入確した直線の　と　うもう
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こ　しの氷命　ヒ毅過のデータモルヌ具し舵号で約、二紳増し

乙′　解風上考の私感の腐乱七城ガう。

2・2　刺泉および・解新方法

2・Z・l　　う糾え方法

日本ヒ堀入官∵卜乍ヒりもち　こしドニJついては′　巌象

鮎か、白木l二人透した直後′　主に招多額弼液産物患ヒ

1ヨ泉務阜複見物飢二日敷浪′　71（財ノ　与r　う籍物尊

卑の刺風水哲弓わ卜急。木綿免の解町に伺い各デー

タは甲執念か郵政離乳ム11一窄ぐ針リーー′穀適正庫状温

寓新宅乾物穐西日こそう入しノ　水かさケ・ソト式虎外線

水庫町l二より，またきょう放物壕lT‾その尊号魚介牽、

l剰えし辛もの　で、針う、＿。し辛がって本館窟て・・∵う「敗

温Jヒは′　鮫瑚ヒ一考の牒感　の一宮泉・乞食かド′レフ（bulk上

井終・め温濱であう　と温泉しノ　穀物ヒ）可嘲愛泉lニー与温

度句軋が与い　ものと孝■しう二．珠下の卑lニついて∴も・呵

線であう。

こ人らの判定IJ常連躯のひヒ1両＼、舟とっ孝　ナヘム　ヶ

所ぐ抒弓わ　れた。絹り木下敢適と　私有のヂ一　夕の終

敦は73うケ（両紙けタイ断乎ノ丹ク　　泉頃：ユ之フナノ　アル′で
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二才ン薗：之亘　′それ叱‥ククrJ　て、、易　まつ　本研究では′

ノ舛7～77の－ヨ本各地の港湾に萌、丁う測定値t膏ばの珂

協虞の　う解モ緩て　施碩して　も　らいノ　絶朝簡申した。

2・2・2　解析オ主意

（明阜ら山下ヂノウ壬も菟項写り′　入港を静をいこ冷麺

レて　取替一式泉レノ経過ヒ丸みの邦画僚敷け）乞

求かト急。

笹）埼1ニ1射りの常温ヒカし分について＿首席息ヒT濾五

七屑デい、ノ′　思l司喝の布患菱も席j寸　すう。

ロ〕金手ノタ　てユ弦丸正芙軋命布lこ　あ　いまわ乙，毅温

ヒ丸首の磯車窓嘗分布官　尊他線友泰下ろす　2・2・うlこそ

内部孝方土気もネす．

Z・Z。う　等伯絶頂の作蔵払

いま八線喝の　kうもうこ　しの象汲ヒ九番の師歓が

エフに乙正札財布l二組らしする　しそノ　甘夏牟鹿足瑚教は

克かよ小二泉わて虹も3頼）。
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f（丈ノ甘）＝

七七TL

ユ几陀巧了‾下二戸‾

γユニ寺i

欠と

e　之

（叉一！）1へ（仕一つ）は一℃）

（正之

（甘－1）之

巧之

一一一一一（2－1）

、（2－2）

チ∝ノヨ）：1ニえも右喀キ怠患（Xで張漣ノ射水飢わ）

侃ヱ　：えの　奇骨敬

巧之　　午の計か散
β
l
ゝ
ミ
ニ
で
し

：殖閣像敏

：ld　七㌢子吉等

：ヨの卦平均

各項か旭は　利別　総叶叶　㌣す望し辛や書農も　嘲、、．二か　う

そ（ユーl）式日こ凪∵トしたもの　t　粗塊と　軋骨か閣僚モ教わ

イ碓率忠良間数L L′　これも考伯級友禾する乍めに

覇乱され生新等咤っ叩ゲラより拍吸1号即にり対増

し′　X一丁7Jロ・フ勺7㌔姉し辛∴

2・う　絹製および・環濠

図211ニ′絹らト㌍患デー巧　にあ、丁ま乾乱ヒ軋骨の

韓日恵子　示　した。　亨た伺ユ・Z　はク小封最のしわもう

こし、こついてノ　摺2・うけ　風　嘲菟lこ　ついて　れ　蘭

低で、あも。　友乞・1ヒ、ユタ　各データトついての　対日肇



（1q）

10．0　　　　は．6　　　．15．2　　　17．8　　　　20．4　　　　23．8

水　　分　（％，Ⅴ・b・）

図2・1　得られた全データでのとうもろこしの水分・と忍雷の関係

■

l　　　　　▲

（
U
O
）
　
　
射
　
　
程

・
　
“
∴
！
‥

■

l

 

i

～

～

！

．

ト

ト

汀

◆

▲
「
■
一
J
－
■
　
●喜；鋸J．
■・◆●・●　◆

★　●　　　◆　★

●●　　●

●　i‾◆　4■★■hZ　　　◆　◆　　　　●
●　■　　　　　　　　●

★●　　■■●ナ】‡●　●　　　　◆◆

●●＝：．＿●r
■王　★■◆●●

†一手．！：‥．
王　　・　　　　　●

●

…　●　◆●　●●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　■

●　●　　　　●◆　　　　●　　　　　　　●

●　　　●　　　　　　　　●

ー

　

●

　

■

◆

●

．　：（数字は頻度を示す）

10．8　　　12．6　　　15．2　　　17．8　　　　20．4　　　　23、0

水　分　（％，Ⅴ・b・）

図2．2　得られたデータのうちタイ国産とうもろこしの水分と票塩の関係
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図2・3得られたデータのうち米国産とうもろこじの水分と君濫の関係

衰2・1　各データの緒関係数と有意僅

データ

全データ

米雷葦全データ

タイ国産全データ

アルゼンチン
国産全データ

米軍牽冬森封書

タイ国産冬期野著

米雷産秋常習等

タイ国産軟覇封著

データ数　測定値詔囲

上：菜悪○⊂
下：水分％，訂．b．

7】ュ

227

115

21

！】

210

30

20j

，．0　－　50．0
11．0　－　21．‘

9，0　－　32．0

王2．0　－．11．4

10．0　－　50．0
12．1　－　21．5

21．0　－　コ帽．0

12．，．－15．5

11．0　－　28．0

12．5　－11．1

10●0－－19．0

12．4　－　21．‘

27．0　－】0．0

12」．－12．，

2】．0　－　50．0

12．長　一1，．0

相関儒教　　　　有意億

0．1735　　　　　　　　　　●■●

－0．251‘　　　　　　　　　●●●

0．22引　　　　　　　　　　●●●

0．88古1　　　　　　　　　●●●

〇・0822　　　　　　　0．217

0．3‘48　　　　　　　　　　●●●

－0．1553　　　　　　　　0．20‘

0．】157　　　　　　　　　●●●

…・′　0・1％有意水運で悪霊と水分の間に相関関係がある
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棟数ヒその信認柁盲束し七。朝閥條紋の撒け′トさい

か㌦　二　木lま　直線馴尋Z・－求め乍顔見ぐあうこヒ　tニよさ。

L T二が、っ　て敷凰　祖々か欄外相碑剰余は布藩札埠㍗

椎討寸へ、予て、、ある。　汚くの場合′　穀泡と九分の碍

ヒtま可〆の項貴弘準で立の相閣剰泰が弟　うといえう．

仁下し風月巨象」、とう　もろこしについ　てlまノ　象れ柑

確保数ヒつつ下り′　冬鞠入溝　と　丸新人漣のデー

ワ一つ∵ついで、亨′　何食光年zo勇以上て、、鞍過ヒ私有ヒの

欄に　甘粕瀾再軋い七、、て　木与い。　ニ｛∫ま喝Zづと　衷2・！

l二束頂ヒおリノ　卑喝の木骨艶聞か・・止ク～／糾ゾれ占、と非博

に各逢して　いう　ことに∴［うものと絹を‡kも。

享†ニ々判定ヂノ　ワからノ　解泡の上卑lま希い水′かこ

よっ　て　号し、－　ろ　こしサ、、据刺さ人ら。　ここて‾、軒は闇ハ

穀物明敏1賭すよらvt、に後衛シス　テレt殖弱てうヒノ

射狛、、一丁ヒ∵十モ∴うこレーて火力親権埠て、、矩瑠て｛′　象

萌シ久子　んも寛彦である　巧、て賓し∴㌢‖争■∵㌧ままに日払

橡さ　れノ　手下こけし、Tl二よ　う婆荷、7、二　商卒，日永およ

小藩丸の絶海へ　の竣速　め『池椙もあうこ　し　が路用で

木1い　ろ。

モ　こて、、上温した繹遇の　上昇月商丸句に　よろ　し　いう
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蓑2・2　タイ国と米国についてのF検定とT検定の器具

と うもろこし 雷名　　 デ丁 女数 平均偲 標準偏 差 、 F 鑑・ F 検 定老衰　 で 債　 で 故定吉 真

姦 悪 （O q
．タイ　　　　 11 5　　　 3 4 ．12　 7 ．！粥

1 ．15　　　　 0　　　　　　 22 ．31　　　 ■●●

米　　　　　　 22 7　　　 1！．83　 7 ．3，】

永森（％）
タイ　　　　　415

米　　　　　　227

15・051・‘31　15．41　…　　　　25．40　　●…

12．8，　0．41‘

○　暮　20％で有意差なし
MI O．15％で青1蕾毒あり

蓑2　－3　アルゼンチン国と米国のF顔定とT検定悪果

データ故　平均値賃率偏差　　F置　F設定石其　　で笹　で設定志票

雷 雲 r C）
’アルゼ ンチ ン　 21　 27 ・4さ　 7 ・826　　 1 ．11　　 0　　　　 4 ．56　　　 …

米　　　　　 227　　 1，．83　 7 ．3 93

水 分 （％）
アルゼ ンチ ン　 2 1 ■　 13 ．82　 0 ．794　　　　 3 ．糾　　　 ■■●　　　　　 5 ．27　　　　 ■★●

米　　　　　　 227　　　 12 ．89　 0 ．41 6

○　…　20％で青書葦なし
＝★　2　0．1％で有意差あり

・蓑2・4　タイ国とアルゼンチン国のF検定とT検定悪果

とうもろこし 雷名　 データ琴 平東電 凄重商羞　 F偉 ア顔童話集　 一丁－鱒　 ナ衰定吉具

蚕豆 （Oq
タイ　　　 ■■415　　 封・12　 7・939　　 1．28　　 。　　　 】．76　　　 …

．アルゼンナシ　 21 ■　 27．48　 7．02 6

水分（％）
タイ　　　ノ　415

アルゼンチン21

工5．05　1．634　－

13．82　0．794

4．2】　　　★★●　　　　　　6．44　　　　　　●■●

0！　20％で青書葺なし

…；0．1％で有意差あり

施盈t衷竹、丁うTt‘外、二ノ　う与一旬の－銅十比終て絶叶的

再亨ナよっ　た。　その特製t　象2・2　～之・41二束す。

こ　れらの　分析郎凛より　ノ　巷虻付和　髄言泡については

朴馳せ笥しいL言えろがノ　水分射銅Jの命着丈か、嘗し
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（ナよく′　棉準備を伯も比匪司　ると　舛呵竜　の九分かば

らっ亨が、蔽えて、、，ヒ、こ了、）でンキン嘲　ノ　米闇の＝侵

てい久う　こヒ　4ヾわか　る。　才　千　丁兼良の離貴　よ　り　う闇

Pl打て惇乾温ノ　東方　虹もlt肇思鼻があろこ　しか、山木っ

作がノ　戸綬えか楯度乞考え食わす　と終淀の禰肴を、亨

水軍の梨甥．シよりすいh来たもの　て、∵あう・とうち五」十車上㌔

とく、こタづ蘭の場合lま頂2－2　ヒ敷Z・t　に禾号　とノ日工ノ

軋竹の剰え他の艶旬が、卑画も遜じて　ノ24～〟、メガ　ヒ非

尊、＝1、、らっ　子が大きい　こしかわかう。　この舟感に

は′　旺格かう1召本人詫言で、の鶉その工窮〔碑で乾竣

不十分′南東の乱入lこよろ翫管等が－あると∴考え」トトも

半周が恒巧もろこしは？欄l北べ、て斬且一朝珂サ・長く　′　頑丈

考の乱入か危酎机、、、丸さ＼、、二もかかわらす、ノlヨ本号tJ

義時の私有、ま翫ロしていい、。　このこ　いを′　日

動内ぐのしわもうこ　し農務、アに　雨水等が入った軒／

亨　小二1‡紘増強哨永年　恒　もわ　にむ起嘲す　うこと　も

展持、T Zい　ろ。

また南米牒で、歌うことけ′　と　りも　うこ　し　匂錘♪頑破

挿図♪ノ足乳で微温桐の璃砲も引き起こ　しノ　その邦貨解

泡の　上昇一二もっナよ　がうこ　とが－あうの　てt・ノ　狗匡弓日計置
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＜とう　もう　こ　しについてl′ま注食も淋うべきて、㌦あう。

r拍唱本に入殖し辛．L巧もうこしの観象ヒ九分＿ふ

褐檎11虜2・l　に示すしお　りてい及各。この回において

丸舟ヒ璽泡の即奈が－三成瓦正規分布tニ彼膏ヒして猪

い七碓キ療篠等兼絶t図2・41ニ示す。終温ヒ水分や

乎巧楓は　小rれ29、㌻○ぐ′

像チ〆ル、b′　伊分敵はそれぎ、、れ

た∂ノ古㌢ぐ弟ソ′　こ小ち打数

施与（2－1）武Iニイで大したむ

めて・、あう。凰平八数値用紹

牽悪確巨，甘ノ｛泉石しい、

う。この周よ　り大連碑の級

温ヒ姐分か　閣豚の根絶か、中

小！。大淀噂の丸朴が高い

tJ　36

D．0

5．0

；β

し0

．0

．0

『 l

■‾【尤rJ ■1

／誹焔家 ノ／
／朋灯 廟
q
／
！、／／f rJ■9

ハ ／

l l l

●

ヽ＿′■

朋

辟

11．0　13．3　15．6　17．9　　20・2

水　　分　C好，7．も＿）

囲2・4　得られた全データでの水分と

粟悪の確芸事密度等億凝

和す毅泡も高いニLか、∴闇ユ・4おきか・、F後見＿わ離乳

打）為朝‡ト急。

2・牛．摘　尊

称入ヒうもう二しか、日本ハト透し七時の絶泡と水

分のデータ壬　生侵園別・入港尊前別、亡命鞄してノ　解
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過し某局の和恵と維新的仁子釣下。　号か離豊富淀

かと　おリ　て、、あ　う。

（l）日本雪tl為　且粗の　と　うも　う　こ　し　のが緒は′　経過9

～鐸dLノ　戎∴命〝、♂～2“〆ぐれ日の綻屈Itみち。

（2）入孝した食でノタの　照退ヒ為し命の囲、二、才0ノ〆の額

宅永年て、、丘の極圏閣膵が京急。

〔3）入、ヰ　した合デー　タ　か乾過の手招値はユ91㌻クCノ

丸射す　伐㌻須両手で、あう。

射射司馬の　と　うもう　こ　しの丸顔′才　力、∂～作β〆し叫

ヒ客足しているがノ　ウづ嘲鹿の塙合は　ノ2、享～釦占ズ（両）

Lは、ら　っ　亨　が、大き　い，

椚F確定の飾恩より′　ヒ巧　もうこしの密教l二、才水万の

惑いこ　とが超凋し　て　いる　と＼、えう。
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第う孝　穀物囲サイロ内で、の狙字面阻温分布の変動

3日　細　言

本章で、惇′　日本各級の逐碑サ八°　に艶物て密蔵す

ろ碑，そ　この外見温・－ヨ射せ孝の象教条イ≠ノ　断教材

町棉堅ノ　酵素朋瑚考のサ付つ閏の教温分布へ・の影響

縁戚　みよか要録鴨も予測する数甘弟等モデ′レの整備

七倍′よう。　碑に7k二分の毅遥上考への影響が巧い状

取付　巾ち呼吸によう素教頭モ無、祝した式で＼の千刺青†

聾で壇すい、．星亨歯車に前述Lt穀塩上昇があーフうう

かiノ　サイロ　の某平面印－て対し硬骨す　う。教値引鋸

より′†う口外幹の気象射己による教的影響がサイ

ロ由書手の敷浪を勧lニ与える　親風ヒ窄め範嘲そそぐ

√上　昇～孝之や塩代＼る　とうもろこしの頑吸熱かよ、び・イ寸

熟しト轍生地の増殖lニよま基簡分解教が鮫温上馬人

≒、、∧花泉覿響写　る机＼碓碓　すす　作八の有料ヒ才一1＿！＿▼＿「＿

TJお寒照に伐伺三木　tいう久そさ　のサ．恒コ　を権試

して敗う凰モ寛瑚すう　こkは喝鞄で一彦1〉　千二飢ノ　ノト型の

果報周サうてコ支∵愕巨、て　射射しセ追風分布ヒ′　訂雫日韓

シミュ　レーショ　ン、ニよ　う子剰砲七比晩，頼葛正し†二篠
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殉牒‖軋牒いざ木で＼、る大きせかすハローこついて（計肇

て指す上っ　た。したかって化食’の弛簡約仮題′　気象条躇ノ

断熱新構造て、、の韓浪合布も千刺しうう・シミプ　レーシ

ュ：／■ヂ・ロ・7、ラム、め後快も本尊の　笥的の　ひしって、、ある。

・3・ヱ　　サバ口内綽萄経過朗布の針笈方法

う・2弓　碁石監有縁武

本掃覚で一一才′　サイロも署、恨巧柱ヒギガし七時。無

権尊有絹式支碁鹿打としてノ　外壁混在尊の線番条呼

モガ恒コの1雪何食域、こわたっ　て号を温し′軋乎秀句に

お一丁うヱ孜も非敷革の強風命布の直観と求めた。し

羊ン甘ドっ、て　サいつ1月て、、の高さ　秀句へ再も教、まナい、もめ

と施鼓した。

以下浸一番機一宮節さ∴の専一kヒ敢伯解法への巌瑚モ＆

2；足も非息、帯智略専有手書武一7′　巧碑砲座棟奈（れ5）

て・、ほっ更試て、、衷心ざ　れる‾ち即。

賢二机畏十ヰ器

ここて・、鴇三人9ん脅

l

十・・・・一・・・・・・一・・
⑳10

Tl　∂St
中中－一開く3－1）

中一－サ∞（3－2）
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仁長一、L e：ラ良寛（○⊂）

γ：半径を向冨空清皆（ルソ

ー巨阻喪佗尊キ（九％r）

C各：乾坤ヒし懲（kC久％・リ

U　晴間（晶）

S：屑禿（T久d）

祈乾物教場牽（度Lr・弓

裾敵陣細、†の比蟄隻（瑚

上組の鳩配分オ右左はサ小コ外の　甘的壕・外邑過言確署象

壇ヒして＼、うのぞ・、′　解析的Iこけ開けrい、。Ltがって左方有産式

トよう数値甘薯諌言碑呵し辛。

いま　いS極患精子　葡　乞

㌃キ　句lt　△T′　S　方　句l二△S

の間鴨で、考埼射し　ノ　尽き、

勺＼L r　奇縁に　れ伺専一」牢、け

鶉如しノ　う方向にれ埼削

仁守‖拷如し七梯キ書、〔佃△㌧

れ△弓、て　圭一1う過兎と　軋れ）

図34　分割格子点

て　竜＝hヰ（商う・l孝鰭、）。　ニ定に帝与え、巨八十l）drノ仇△弓ぐ＼

ハ温棄　払十l′雪　盲　0（爪′爪）の　手　車リ　Zいテー　ラ　ー　ゑ固い‖

ヒ
ノ

臥佃ノれ）二日恒呵十△r

十

ちr

（△Yf　ざ0いいノ爪）

1　　　■a rt

aうet小ノ川）

∂rj
十一一一一一　　（3－3）

血憶は上武右立のユ　史璃以稗の通庸′トせいめぐ喪楓
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す　うヒノ

ヲ幻う†）

0（帆4．．叫　ニ▼0（凧．ハブ　十dr

aeト′〝ウ

ちr

これモ変形して　′　詑試て絹盲．

；8（仰′′八）　　（6（仇十し爪）一e（仇．爪フ）

ちr　　　　　　　　　△r

一一一一一（3－4）

一一一一一（3－5）

1級二徽少的昭Aた」＝対頂急追薯変化∂0詰り　はノ頭∵式

ぐをわ　そ　れも。

39（仇ノ叫

沌

七三九十q丈　　　仁二丈

（0れ呵　一　缶（仰ノ仇））

△t
一一一一一（3－6）

ここ　て、＼尤三太十止　い寺ノ　靖射tよ　り　dF程隠しもニ　ヒt

貫味し　て　い　を。

各章∴　うー1）式㌧呼　の

甥　とてノ

ダ鋸〝ノ八）　∂

∂TZ二　　∂r

∂te（州ノハブ

∂Tl

うe（叫へノ

∂√

お　よ　ひ、、
∂19れ∧ウ
a Sと

eh＋し爪）一日

∠ゝナ

も　覇線lニ

叫八ク　か仰．爪）－0

dr

また
aiO（州，～

aS～

＝（☆ブ（0（叫ノ爪，十0（叫呵一之・Qr｛ノ呵）

二鳥丁ア（6（…十，，十0叫爪小一2・0れ叫）

一一一一一（3－8ト

こトらの　塊そ　しうーl）式、l二代トして　ノ　碑象り七二七十△丈　Zいの

退席t求めろ　次式〔うーq）t絹う。
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et叫し爪）十8（〝軒1．れ）－ユ8叫仇）

へ）十OI｛＋．．へ）一之・臥九′ヘク

（J・4S）之

t三太

一一一一一（3－9）

0（巾㍉〟ウニ飢叫ノハブ＋鴇・式・

う・2・2　線希菱呼の級軋

り）射場の　rlコ　一　斗ヤ　〆　卜

費を温分布t求めもたかか　78一・チャート吉岡ヨ・2、二

未了ヒもりて“あを。サいつ叶の日新壕ヒ神気温め隻勧

1ニ條わう嘲号の放免ヒ号†肇方うま、支族下に耳べる。

仕上白鉱・臼うを碕妄りの射卑40）

これlす大筒櫨壷の号†協で8射せ当の新港いす阜てヾ

ありノ　九の　ように　し乙ボあう。

亨十′1Rl　打tよこJノ　ノヱβうノβ　と九二ブ〟とL t

tその　平均的射玖鯉与のム鴫東肇r∂つモ淡武より求

めろ。

∂〔正フ＝ク、ラムユニ／jj　－ヱ3、とタ7g3・仁∂5了山十∂、ノ∫3Z3川ノ

一久門占才テク厨・亡が〔上山十ク．ユ∂7ク9才り

－0、／gr2‘2ダかぐOJr抽十♂、‘20／ユタリ　ーP……（3－10）
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●r

「垂つ

図3・2　計算のフローチャート
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千・付　し　　山 ユ花立／紹 一一一一一（3－11）

子牛剰良化の噂薙　七㌢ノ　その両の時句亨　で○ヒ桐とノ

丸暢高角　乳しの絹・二一㌢フ之ヾか、成立す　う。

slnも　＝　sh9・Sln∂　十　CoS9・C∂ヲざ・COSも　　…－く3－12）

こ小よ－）零鴨南東　もニO　の　と　きが日射白う2時糾ぐあ

う　のでノ（ち一12フ・針1∵変斬して　七も求めろ　フえべそ綿雲，

夫　ニ　±〔oS‾lトtQれ？・もれ∂）　　　　一一…－（3－13）

これt　′㌻○＝／痺覇のわり　で、碑妄り乙　に碑頓才さ　し

㍍＝±いPS→（一缶拍・も須ざ日石　　…一一（3－14）

しうーlう）′（ち一件）式中の柏号の　正、す、弓弦ノ　後、＝召臥碑を・j

t五才。　りお　こか　乙は長久領喝で－あ　る　の　で、Ⅵ本　で、

のす釆棲斗碕丁げっ定式より求め、ヨク

丁＝　■クー巨トノ汀ノ／ノ∫j　一色　　…一一（3－15）

ここて、、⊥け潮見伯の　経度ていか）ノ　そば　崎をし　ょ　げ九

二丈六　ぐ与ノL　ら　木　与。

已（よ．フ －ク、∂クか27才Jタ∂ダ

十久／227ワノ∫・…り〔山十／、¢9㌔づリ′／）

－0了／占∫タ㌻ワ∫・r♂ヱ（ヱ〟一ノ、ユ占ノダ掌り

－クーク♂㌻汀う拗・ぐ∂；〔抽一′′∫つソ♂ク）、・－…（3－16）‘
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（ラフ外気過か即与奪虹午l）

外乳温♂毎録は不純亀，い　よう一二斗∴しろがノ　あう裾

や根則′性があ　り′　そ　カ月のヰ甥　と根ヰ鳩ゑヵ＼う毛ン

ラガ　ーレ′lつ詫言こ　よ∵）頁♀巧礼遇と　覆最高邑楓を東新ノ

故　“五泉の　も　とに18分の絃絹督軋　t膏†薯　て小手う。

（抜足〕の1ヨ硫亀気温は　日払埼射れl埠頭前、こ乾鉄

て　れ∴う。

②　日量鳥礼遇、三太暢南中　からユ鴫瑚徳に七乙

蝕とトも。

①諷追奪餌の閣狛言食払、旬鰻と葛　る。

伺う弓　に　奇才よ　プロく量亀泉過か洗練7本も哨鋸か

らそ示巧い∵泉満目紅温イjL簸て」＼う暗み巨打㍗て鶉トむ珂

と　しノ　農高鼠過の絶縁そ｛た噂利から法力｝壬か最強

五㌔旦かれ晩で｛う碑射

手　乙、、｛審乙¢碩ヒ潔しう。

そ　うすぅ　上境1直鱗で、

め　T的　一二　か弓　う　伸軋温

もはフR試て一、を＿わて｛う。

′■べ－

U

L’

叫

由

T附．
時　刻　mr）

0久ミ机－OA・COS匡（T－TR）′丁椚一丁吊　一一一…（3－17）
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‘ト∵仁一－し 0．：食高気温ピ酎良友且の彩り　　　eA：農高和良t最低点混沌

罷二第I己圃ぐ－小長櫓乳渾伊朝泉喝も、J TMT：長島気温4軋臨時左・1

そ　こ）ド頚卜1瑳∴吋て、－の　外丸亀鉱l了淀試て、、泉わ壬ト与。

白久ニel十（臥収－OL）・（OS巨（TTMTy（TだエーTM，）い3－18）

た．t“し 0佃仇に：最高気温

88Ve：草均気温

A T　ニ　eqv色　∠ユキ

Al　　　臥（TMT－TR）

AZ A7　－Al

el　＝Aヱ／rTZ一丁M，）

0≠これ　ミユ01－　も加味

Tpl：食低気温の乳録一噴射（範昭和

臥心：一覧他見ラ鼠

一一一一一（3－19）

一・一叫一一′（3－20）

－…一一（3－21）

一一一一一（3－22）

一一一一一（3－23）
ノ

しろ一呵′（う一柑十和まキ前0絹′l碑′　乙時∴一一　目頭

瑚をか奪化て、一久ろめぐノ　それよ・）中主、一、時線射みの

かLは練絹淀で、炎かモ。

射－ヨ如大乱逢温卑（P）の摘4の頼り

い琴叫土、二おいで　日射方角に華直な1ヨ鋸の弓臥

芝t T叶と　し二　人風神に▲余1丁う　法線向．射的

の強さ　そ］。ノ鼠鴨島良ttノ　人乳の軋温身もアヒす
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うヒノ　＝小弓　の囲い言　7、一が（Bouguer）〆式と　いす一八

ろン之武が銭もすう。

1＝了れ。′　PC05や⊂㈲ 一一一一一く3－24）

本顔見㍗一三過行二組瑚キトtPゎ乎ウ吊乱亨ヒ′　厳

木う＆£リPか碑等虜を参与可増し′　亀一ンラ’や　′しロ法

エー）そ　の帽　の　P t五あ　う　方法t　と　う。

く労協〉　　P　♂「吏刺通モ軋う・1に　弄＼寸。　Pの平均

値〒l十「（射手明く亀⊥　の1キ′方ク、平月」思t伺い　ろ．

緒攣鳩麦倉は′着払色の

1㌧　同好の「（b）最札のキ

巧」し　厄）孝明絶⊥　九条

tユ掩ハし七　うむもノ’■ヤイン了

ルの敏明R L Lノl協

力刺象相蒼f tれ二日　かう

諸手　う豚組右より　躇呼

値‰∧瀬　jL旭F t72武

（a）平　均　値

ヰめ
表3．1タ　の　契　沖　依　（気象聾鷲191か．51年8月）

1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　11　12

0．79　0．78　0．73　0．71　0．70　0．68　0．70　0．65　0．75　0．76　0．78　0．77
0．77　0．75　0．71　0．69　0．67　0．1汀　0．66　0．66　0．71　0．72　0．75　0．75
0．79　0．77　0．72　0．69　0．68　0．68　0．6▲10．66　0．76　0．75　0．76　0．79

0．78　0．76　0．72　0．69　0．63　0．65　0．67　0．54　0．73　0．71　0．76　0．76
0．74一・▲Oj72‾　0ご69‾・0．‾64　0J65ゝ▼0詫6－0二63‾，0．55　0．164、0．66’、0ご74‾0．73　‾

0．78　0．76　0．71　0，64　0．68　0．65　0．64　0．65　0．66（l．73　0．78　0．79

－　ニ　ー　0・68　0・72　0・710・74　0・69　0・γ　0・81′－∴千
一r∵だ‾ヤユーさ‥∴－¶　－0．77　0．6970ニ71（〇二73、0こ73▲0．73－0．81m0．78’－

－　　－　　－　　0．83　0．70　0．71　0．7▲暮　0．65　0．79　・－　　－　　一・

（b）最大の平均
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【血書）札観はl絡2－51年の縞．いずれも上段は　坤　中段ほほ坤．下段は15埠（中央中書疇）の鑓

一一一一一（3－25）
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こ　こ　てい　百lT R　か　平　均　イ亀　て↑　あ　さ

∑＿R

ラ糾え団歌
＝ク、／‘9j ・一一一一（3－26）

また　仇＝占／＝対すろ1〟之の伯は　泰う、Zよりク言う㌻′〆、∴

（う丁2F）武rl）『11

＝　頁／よヱ　＝ク、ク招9

写お「（の）かキ巧勘より　重

打七守㌦言争昨日遇　は

表3・之範附に関する職責叫

盲　ニク、7／掌　て一、もフた。

朗サバロ各面Zやめ房約号労や4分

一郎lt釦連句か　鼻息一召豹′身丁相　はフと式て、・・与えら｛う。

‾Lよ ・F（05eC叫・CO5（揖・ぴS（A－よ）…（3－27）

た一打L J∴疋鳴海艶巨〝‘クか要上．ん）

A：瑠璃．の利を簡

甑：妃疎〆如移（ニ∂・9㌔呵

よ：南存け弓か句象

‰けQ付lT九・二言フ　年少を化耳　ち　か、．ここ　7、・け平均

像　存亡ク、9アブ／t伺い草。　また　よか　絶句け　一丈≦よく凡

てVあ　うが，向か　ら向1司　り　t　五′　そ　〆、逢∴t蔓iヽ「才う。

万お　臣0　7ナよわ　ち鋸を使一房玖前書で、1まノ　考ぞ㌢：LA＝0

7－あ　う一
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（ら）廿′l tコ外憂簡毯えの射卑

放射もヒも与　う壁体叶長句毯寛葺。♂壌軟・亨ノ　木村
4の　り

め　式窄賭敦諸、l÷よワ　京　射ろ。

す　り　右　う商　う・4l二　才、L k

P和髭　よ　り　フ疋式で■象わで　｛う。

笥S十等久十号そこ笥（十号r十号。

一一一一一（3－28）

、　　　　　t－

ヽ－　　　ヽ－

笥S：外殻向で、吸収　率う招射場

竃久：外泉南Z、・鴫咤さ帰路乱潮聖号

音e：外を向て・・鴨耽そ再死物再か緑射繁、孝

‰：外殻旬か　外礼への賓東軍悔む奄

紅：外を向すら翻す七山右（新教を．

翫：外接掬い、ら内嘗今へ句か雪祭恩

領～＝よS（丁叫十手津）

等久＝E。98町有4（綽恥仔）

等eこぞ。Ee9e F‾ピ

図3・4　熱平智関係図4の

で■　あり．設試て、、新二裁ち。

一一一一一（3－29）

一一一一一く3－30）

翫三　。〔0。－¢久）

も†＝告示丁言

等。＝一入a％rレ二に′〔伊0－9こつん

一一一一一（3－31）

一一一一一（3－32）

一一一一一（3－33）

一一一一一（3鶉34）
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七1Tレ　亡。：外壁泉論の射弘幸

㌻：ステアァン斜ゾ7マン童顔

乳：外壁を面の更卓tこ好打摘録紋

も：楓粘れ絶対温泉（・lく）

Q．′at：息敵陣0、引，qlこ8、。07も）

巨蝿壷嘉の長泉風（仙H3）

も：丸明春軋れ絶対温充（Ok）

L′玉言外壁面tニ紳う且達お抑‾
え雪Iヨ射せ（唯心）．

よ。：壁確珂鰍云直幸（略し，，く

臥：外丘温良（Oc）

t：外壁面の薄汚温度（千時

モe：地物友亀の和虫キ

よさ二外憂鼻面の覗収奪．

ま仁　奪い二手lてう・紬，ちrlニついて、十，サいつ‘外壁句し

円壁面の頑も格をししそ†渡しセリ　軋っ　乙

（岩音）
血一一一一（3－35）

千∴に、し　入：夢魔耳の熱私塾卑（k劣ト，正員：庭師恒確でトフ

二木ちか師恕tl打し、て（3－2曾）試よリ　サパlつ外象混乱

i太れるクと式　も絹　う　か、ノ　この　あ姓にも市　か一束三㌢♂・ぞ・、

紘矯鏑級友亡　よ　り　妬　く。

∂〇・芋　卜と∈。打も4†乞。9久㌻ぱぐ久l十恥仔一〕十乞詭e乎ゼ釘だ

十ds（九。十丁ミサつ十J。伊久十に′鋸チ直く′十Jc）

二一一一一（3巾36）

万有（う一うも）武一て　解く　と　芝の　∂。′の　和新旭、ま　攻式、ニよき

粕省外礼追尾t柾倒　し　下。

0。三　9九　十告ぎ存亡 中一中一－（3閣37）
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また長竹ll馨且匂え宣敢尉壕て－＼フ武武1ボあ下さり

玉骨　二　TJ。ミ†n几）
1－P〔0；や⊂〔鼠フ

人士　（3－38）

l　一巨4』0∂e P

L7フサ／l Pl勺壁商塩魚の針壊

ここ乙、・ば前句か枇詔竺絶って泉手篭放覇と弟嫁節句

の纏え、革整、住連も紅絹号丁芽丸て、、解いて亡。

＼＼書サバ　ロ須婁遇も6㌦ノ

1彗蟹過も鋸′　門啓よ－）△てユ

十・7円劇の整う且t　鋸一再し

瑠う・r　か　よう　に　タト像い㍉材

料　いす川鍋挽いて1ノ　即鋸の

材料いうもう・し）に之　の諌早

tっ1千　う。

図3・5　内壁志度の訂算モデル瑚

ラ見魚分布　t z戒蘭一線ヒ秀んて，互い　に施各タいこ延長

しそ　倉。′′β∴！伎隠す八、でノ

古ミ細工二省〔∂∂十∂言昌仙上之頼Jt二一（3－39）

お掴仁P2〔∂∴帰日（眈）一宮白了戎…（3－40）

免考の聖母の弓乳てか、写し＼、とう　牽伴かう

入．持し一弘）　　　礼1（飢＿．一∂ご）

Z＿△Xl
1　4才　ヱ

一一一一一（3－41）
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（う一朗）～昌一ヰリーから∂了ノ　♂；－′　モ痛まし乞ノ

£＝｛わた

∂。

EF‾し

2．
■■■■■　　－　＿　＿　＿＿　一

に 告e〇十
入三

△てヱ 虹十日上告十忠）匝〕
一一一一一（3－42）

匡二　t入l／〔P．。え、つ巨巨ゾ隼△て1）～

Pl＝　D・雪／し。和之

ア1亡　DL　ムt／（ムズユ）ヱ

Dは温泉花茎率（空九r）

一一一一一（3－43）

一一一一一（3－44）

一一一一一一（3－45）

こか・〔ち一42）ぎー伺、1乙ノ　マイロ　の　含巧呵事こわ仁って巧

蟹パ句電工を乍∴友．折半∴

う・3　数」泡雪尊モデ㍉レめ確証

ぅ・3弓　　奥津哺すう　ロお古か、動乱‾不払

史観吸乳か概容tl習う・ら　に示す。　吸泡の剰えは

坪■ヾ、1凛、′　　－ヾ・から　沌0仰ノユロの…五よ伊サイtコ湾・タト

壁面　のそれ￥、＼kの呵｝い雪t　官尊分すう　鳶、（伺う・もの★

缶）1こノク・う之伽夕のcc（錮ノつンつ∴ワンタンノ十人下の鼻で、む

c cヒ吼者乾する）教卑封　モ摘まをし　てノ　　脅、尊、温

風号L侵泉新一（しHlNP WORlくS．㌣裾0ミ一切　7、、膏乙飽し辛0　4乍
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図3・6　美景装置の威要　（単位皿Ⅲ）

絶命箸律と　与う外a過′　地温も刺毘・し辛。

同的牽け口約割（漫ろム禍根Ms－42）t叱上7kチ旬上トニ

取乱して・東予奄乳乳房的考も剰屋＿してこ。

伺す　うlコ　ヒ根城ヒう　も　う　こ　し　め更級蚤拷　tをヨ・51て

希薄。

甘手昌削褒しけ郎極上汀卑官

乳「仁戦や＼う対日　ノ7日間，

b鋸呵頂に窄与っ　手工

表3・3　実験用サイロおよびとうもろこしの条件

ア

禦　　 置　　 場　　 所
屋冥土末吉式教場
（茨城県筑波郡，北臆36●13′）

内　　　　　　　　 容 毎） 0．5

イ 厚　　　　　　　　 さ　 h ） 2、5×10－，

ロ 材■　　　　　　　　　　　 賞 鋼　　 板

熱伝導等　 匝 al／n－br・t） 43．0 で7フ

争料 zk　　　　　 分 （％，甘。b．） 13．3 （実測値）

つ
も
熱伝啓等 （kca l／n ■b r托） 0．13鴎

ろ 比　　 熱 （k a l／軸烏） 0．484

し＿
し み　 か け　密 度 （栂／鳳｝） 748．06
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ち・3・ユ　数値斬草モデ，レの確証

Ll）痩各条仔の　書芸定

和郎鰻過はす　う　口内の　尋等ラ＆頒布が1号甘、で守一lニ写っ

た　㌢啓10　日：ほ1埼ク、24、UL t序巨、乍＿　　招　棺壕＼与を〆＼刀

の東剰他よ　り右折七九乎薇　旦且1弓師号の阜碕乎ナ三日見

て岡＼、t。　外気濱も　q最高邑過し　筍夕用後の官

制旭を　伺い下。　象ち・各　に宝刀ク乳県境拷ヒ村境隼修

そ青、寸。

衰3・午　境界条件と訂算条件

境

界

条

初 野 設 定 宕 濫 8 月 10 日2 2時 で 24 ．5 ℃

日射 量 の 荏 時 変 化

（左 か ら 順 に 0時

0 ．0　　　 0．0　　　 0．0　　　 0．0　　　 29 ．4
件

1 39 ．3　 29 5 ．0■　 血生4 ．8 ・5 68 ．2　 ■6 11 ．7

′－ヽ
～ 24時 の 億 ）‾

6 76 ．1 ㌔　7 0 6 ．0　　 6 3 6 ．5　 ＿　50 9 ．6 ・ 3 98 ．0

一ヒtr天 （k ca l／ ㌔ 壬汀）
18 5 ．3　　 9 6．2　　　 8．9　　　 0．0　　　 0．0

潮

億

＿ヽノ

0．0　　 ．0．0　　 、．0．・0　　　 －0．0 ■

　 日平 均 値

外 胃 日＿畢 高 値
2 2．75

29 ．4 0

訂

サ　 イ　 ロ　 条 件 、 蓑 3 ・．1，．に 同 ＿じ 一．＋．－Y

と うも ろ こ し 条 件 表 3 ・1 に 同 じ

夢 外 壁 面 対・流 熱 伝 達

零 （k c a l ／㌔ br ，C）　短 波 吸 収 率

19 ．5 朋 ）

条

件

0．66 50）

外 壁 面 長 漆 射 出率
0．2 3

半 径 方 向 12
分 割数　 円周 方 向

2 4

計 算 の 時 間 き ざみ　（br） 0．0（石
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ロ）　甑値斬算の　頚桑と　牽劇砲の比後・殖組

数植竹害の解象も娘施すろ仁あlニl亨変剰

楓　かrL巌　行なえげ、よいがノ　本析褒て、、けその対象

ヒして′　再lつ外壁句の通夜変化ノ　仔鍔の経過伶勿

サう、コザ、し、温良の常時を化　も　孝、7、、て絶討し巨。

頑ち巧　に　雷同II　ロlこ奈

＼†うサ　ノ1口　外各面　の　東面

軒九の4方向l二つVで′　外
ど・朝
○

ヽ．＿ノ

蟹勾温良か書噂を化の貿　髄38

利他ヒ弟射且そ末寺。　層2

西方毎の量高温東が、やや　　－8

ノ苫‡し万いのは噴射壕　の旭も　　0

」
7
．
1

＿

、

、

＼
．

●

1

1

●

○烹塁面霊屋案潮僅

△西空面温冨冥瀞僅

□青空面温度冥溜値

●北塁面塩屋冥潤億

i童＼
●＼ゝ

＼
一・・一・●－　真空面温度「計算1直

西壁面雷」買計算値

青空面混j買計算値

ゴb壁面志度「計買値

6　　　　　ほ 用　　　　24

i芳；訊ねr）

l時碑乎巧と粗く　し仁乍　図3●7　サイロ外壁面温度の歳時変化の比薮〆

折、仁彗∵‾し一、七も巧　で頂リノ

喝瑚射串　を′ト　てぐ　し　たq的確も　伺い｛甘、ま　う、二鶉乳

か、上一骨－う守′考弓し　ら心しろ。　二　の句7－、は，lヨ勧卑劣に

ごも　外壁勧温良めれ壌（ち・Z・2（吊）1才乱立で歌う　こ　とが

お　力＼き。

l笥3・㌻l二は　同房　牲暗め追楚分布　の　軋鞄t　示した。

比泳、ニl甘外壁浪ヒ内壁　より　∫帆　内側の点、にお、丁5針
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姿値と牽制低い机、1年がノ　ー司秀の私書lラ摩、・一級して

いろ。　守乍惑　う・雪　ではサイ　ロ　甲・ゞう温存か終碑を化

～÷1いて　ハ　ヒヒ艶t矯万い′　ほぼ〆亨鼓し乍き露乳て絹作。

した∴か、っ　て　一日一句）可‡岡いて′　サイlコ　内申の匪温分

布ヒ互の廃嫡要化！即断いき5　こと　が・品ヵ、フr。一

S

図3・8　－14時の温度分布の比職

…●－＿＿”．円安より5t■円竹での¶雷往く℃）

実相＝t C）

一一一一一一一　外電志の折雷ⅧPCI

葉蘭日暮　CI

48 72

巌適時間（lr）

囲3・9　　■サイロ中心温度の慕五時変化の比較
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以上並べたようlニノ　変動値ヒ乾の碑ヒ｝召じ兎界屠碑

ぐ外号仁者他再　よく一報し　て　かリノ　　泉研免　で　周

いる数値計耳　70－つフいラム（杵晩2号終）に1よリサ1ロ

内外の壁面温恵およ伊　ヒ勺　もろ　こし　の経過麻布ハ匁

勧そ遜絹に裾絶て－そう　こと　が麿鼓された。

う・午　数値宵各モデル　によう　頂孝粁

ぅ・4・　塊脅家作か旦見

本研l乳て・、l亨，耶系ヒ釧路で♂サイロ餌歳tニついて針

宜し作が／乳し卜守、・トか　打範象隼乍姦う・∫lニノ　気象

薇指等患う・‘＿へ′3．7′二元した。

妻3・‡　数値計算モデルの訂軍条件

条　　　　　　　　　 件 郡　　　　　 層 釧　　　　　　　 路，

サ　 イ　 ロ　内 径‾（m） 6．75 6．75

外壁面対流熱■伝達率
（kcal／皿．br化）

19 ．5 19 ．5

断

熱

材

断
熱
材
溝■　　 造 厚さ　　　　 熱伝導率 厚さ　　　 勲伝導率

（皿）　　 ■（k cal／n ・hrJc） ・血）　 （kcal／皿・址イC）

有

外壁鋼；阪 0．4 ×10 －3　　 43．0 0．4 ×10 －，　 43 ．0

断 熱 材 50 ×101　　 0．04※ 50 ×10 ‾J　 o ．0269 ※※

構

造

内壁鋼板 5×10 サ　　 43．0 6×10 －1　 43 ．0

無 内壁鋼板 5×10 ‾▲　 ．43 ．0 6 ×10 －3　　 43 ．0

分・
割 半 径　方　 向 御 72

数 円　周上方　向 72 24

初　 期　 召　 濫 ドC） 26．9 27．4

貯　 蔵　 額一　間 8月1 日・－8月31日 1月1日、1月31 日

※　グラスウール5血皿　′　※※　空気2伽皿とグラスウール3伽皿
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麦3■ら都路の気象条件印）

（北凄26014㌧東蓬1270
；す

義3・7　釧路の気象条件珂

40－）

月
日平笥気温　標準偏差

（OC）

冒責高気温標準偏差

（OC）
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う・4・2　　才告冥お㌃骨、斉賓

〔1）表象条任の梨窄l蔓りてい絶軋

い亨サ何軒貯　碑碑の　うう　乙で、の髄誼を豹が初期酪泡に

為して±㌃勇躍下ぐ預る頭，この、藍千・日〔タト気泡五よか・、

口和孝当か艶教条佃の衆撃て受けて　い万いものとす3．

をち・‘晋　作17断碑野禽平に象教条修の影響｛毎丁十よ

＼、枕乳も恵理私半径化して友わし守±ものて㍉ある㌦

こ　こ　て、、

無次元半径
泉敬崇拝の焉

資Irすぎいえのサ用甲ヾ監・レ刃、らの　雷と濁音

（サイヮ羊月旦）　一一一（3－46）

・三菱3・ぎ′　気象条件の婁：馨を空けない慧次元等当室

位
置

断‾
熱一
打

ノブ　　　　　　　　　　　　 鱒

一真　　　　　　 西　　　　　　 南　　　　　　 北

郷 ■無

‾　0．8 8 3　　　　　 0．モ蛤3　　　　　 0．9 5 0　　　　　 0．9 6 7

覇 ＿JL■層 1 ．00 0　　　　　 1 ．00 0　　　　　 1．00 0　　　　　 1．0 0 0

釧 無 0 ．5 1 4　　　　　　 0．5 14　　　　 ・0 ．5 14　　　　　　 0．5 14

路 ＿■▲．＿．－乍署 0．56 9　　　　　　 0．5 69　　　　　　 0．5 6 9　　　　　　 0．5 69

新帝て・、一子断食拍t為したサバlつて、、惇気象条竹の貰う

智モー‾瓢丁す、′　断熱封・の′よいサ付つで、lま東面ヒ砲面か－



（昭）

向砲よ亘そ．ド乱象条件の翫窄モ　叶うことか㍉hか

る、二木鳥唱和が東面寺乍lす函南に当羊　う承引での丸

領海像が低い矛ド　よう　もめ　て・、蕩i。

舌阜針浄目せ　有権にrう購徽ほ乳ら　上中ノ　痔いじ、再

状に教泡が歓下していく　こ　ヒ　ノ　断熱材の南桑が者チ

軋られち　こと　が巌かう。

乳ノ襟の明りぐの敗退の隠者乳は′　サパ　ロ、打ヾ・断じつ　い

て巧守われ　Zいう。組っでここて、、弔砲上昇が－あう鳴倉、ま′

艶教条序巨宕ももの手、はなくノ　ヒ力もうこしの・頭吸

熱お吉伊とうもろ　こしと持易しや敬呈拘わ璃殉ヒ伴

う身頃分布華lこ　よう　こと　がかかも。

せ）費を温監視う乙の権舌十

サ小コ、ヤ㌦ヾ、和での解凍時｛気象条件の影響卜よう

泡寛上考温兎をS－ノ　痺吸熱tこよる遇え上考速度t

SZ　ノ　徽・呈均璃弛鴫の温良上考温風t刃　ヒすう　と′

牛丸で木頭藩ソ、・衷心ざれる。

Sl＝ムTl／Qt

Sl＝△†1／At

刃　ニa㍍／△尤

一　一一一一一（3－47）

一一一一一一（3－48）

剛一一一一（3－49）
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千」㌻し′　△Tl，ム丁ヱ′△布－ま　△工碑喝閏r＼の上軍法棄

て・、あ　る。

等　Tと．〟／こ珂′すうS暮　書下ll Szの上ヒそ　それモー、小　Rl′Pヱ

ヒすう　と　′　ニ之試て、、表わす丸ま。

2－＝〟／SI

RZ＝〟／Sヱ

一一一一一（3－50）

一一一一一（3－51）

（。の縛寛よりノ　サ付コ　町に＼野Z、、ぱ象教条韓の賓；呼に

ょる敗退上昇け与いの　ぐノ　S，この　てい屍′ノ′　β′ニおと現

しtが、って　私を電視すうニ　ヒにごリノ　ヤ1ロ所蔵

＼γの搭懲綾取と朱書に怖ぐこ　とか・守、そうと思わ　れう。

この／aてVの監視請じっいてはノ　弟も孝子、述べ、る。

臼〕野乗－こおけう乾泡を観

閲う・10～ち・13lニ断熱材t施してい与　いサバ＼つ　てVの

絃急の軽口変化そ禾す。亀甲れつ。ロ、ソい言和一ヨの0碑の

鮭漁で、ある，



（q5）

貯雇宗旨

図3・10　東面での賓濫変化（断熱材なし）

貯蔵刃■日

図3・11十西面での忍温変化（断熱材なし）－、▲ノ

図3．12　南面での壱温変化（断熱材なし）
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貯蔵詔日

図3・13　北面での≡設濫変化（断熱材なし）

サパ　け1彗郡での膏を亀は′1雪壁薇ガーラ　の駆骨董か逢い

汚Yを闇の　匁如け少与いがノ　　切　解の　行　い　づと面

て韓いて，断強靭瑠車線強か、上易う　う通商乍計下か・ノ

その重秀は　ノ～ヲ。こ　て、・あう，　覇、こ、句碑、ておいて、1

解泡の敷豹か激しく　′　綱目か項目ヨ守ン鴻守射撃守りも川ふ

け日射　の又、ぐ、ぅ00⊂出土t Tよる。　二木lう′　いわやう　萄tヨ

打電新奇がヲ邑、、こ　と　｛　育、し　ていろ。

寺平l召ち・t辛将ノ　画旬で－の　宮司う0日へ引口　〆、華う鼠

分布の鰭壇愛k t　ネし　辛。巧壁面泡尭l言外礼砲ヒlヨ

約か寛摺t h一丁て　〟～亨7。こ　激ししく　勧す吊がJ
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0　　　　4　　　　8　　　12　　　18　　　　20　　　　24　　　3　　　8　　　9　　　は

詩　刻　むr）

図3・14　西面での靂時変化（断熱材なし）

明壁向か　2jれ巧嘲7－＼71律　Lt・終喝要／心がrい、こ

とか一心かう。　孝亨呵壁面滝口…貨～1ヨ弘鴫糾等で、

再外気乱獲　L L1号　し　い1引軌か尊如モネ扇がノ　これ

膏．他の　句lニつ　い　て　も　伺しい　7、、－あっ　た。

嘲ち・けlつけ　断牽僻の　謡　う鳴倉で、，葡萄　ぐか弱電直

観　∴斥しト。軒革新の芳い鴫有りレ軋して　乾過食

触イ7ほと∴L豆、十よくノ　巧壁温良も　ユ占～27℃　の線画巧

で、あり′　断熱覇の初見が持っ　きり　㌃それもク

等下旬3吊　し3・－11二l寺．町聖頼め　東泉の　ちが＼、に
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貯蔵期日

一函3・15　西面での黎温変動（断熱材あり）

12 24

時刻（hr）

図3・16　円壁面温度と外気温の荘時変化
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よろ借方住の内壁砲温

度の繹時季化て示し七。

町熱瀦乍髄してい厚い

サ　う、つ　ぐ惇頓句で＼の　奮

励軒量も激しく・ノ　量伺

射弓二　子　てい上卑　耳　ろ　が

火ノ囁け外　乱ラ艶か繹碑毎

化しほヒ　L　と一呵じ　奪豹

で▲ヌ　う。　断牽衝t施し

てt鴻信、十　一ヨ和∴や9ト乱

造か右等tほと　L L、専

17　号＼、こ　と　が、直かう。

12 24

時刻（hr）

図3・17　円空面温度と外気温の違時空化

即妙勝にが、てる乾浄各卸

囲う。l L蘭・門　に171け司間断備後の1伺う＝ヨに

か†う断熱新か病魚のうがいl二よう内壁砲過度の匪

碕糾しt寅した。泉南　や画面て・－の夜勤絆tてげ、しい

野蛮小塙食と畢丁目　′　針路7、・は　布目句か・血の方イ五よ



（50）

外気温

0　　　4　　　　8　　　12　　　鳩　　　20　　　24

時　∋討　匝r）

図3・18　円壁面温度と外気温の違時変化
（断熱材あり）

外気温

0　　　4　　　8　　　没　　16　　迎　　24

■時　刻　払r）

図3・19　円壁面温度と外気温の題時変化
（断熱材なし）

リやや高い傾毎も青、弓カヾ、ノ　佳報鋸、ニ1号　ヒ　Lとー伺後の

温泉をALt　示しノ　砦l二伺う・1号で一、、3断華南か触覚か、吼

小心て　‖ヨか守を扉を　衷情∴け′ト　さ　い　こ　と　が・石　か　を。

伺う・ZO tち・乙t、ニー千徳照炉材のLあう　すむ庵　∂い乞れ膏∵卜庵・

づL和lCお、て　るtl雪印髄追奪虹て許した。　亨てこ嘲ヨ・22

ヒ　ち・∽再㍉　■斬李目許か　ナいいサ1、つ　れ鴇合＼つ　つ＼、そ　布L

t。　新教、財の　ナい＼ヤパ　りて、・－言明壁ラ亀薙惇外壁謁＿痕

と1号甘何じラ品薄て、、隻絢しノ　巧乳よI）／4C仇湾側爪立、千、

、日L旬で、覇者醸101∃唱ノ　句向て、潮「ロ申十、00Llニ逢す

うめ、こ可し．蹄牽舶｛砲し辛サ　十。千、はノ　内壁過渡

、亨縛常覇碑や　00〔以下lつけガちrい、。



（51）

図3・20南面での宗温変化（断熱材あり）

（
U
O
）
　
髄
　
鞘

図3。22　南面での毒設温変化（断熱材なし）

貯蔵宗日

図3・21北面での芸濃変化（断熱材あり）

貯雇訝甘

図3・23　北面でのj設濫変化（断熱材なし）
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斬教材か項案、lこかかわら甘、ノ新教翔稗の経過ヒヒいこ澱温

汀惇津、円状、ニ低下していくが／明後より　202帥－すい射て－、ま

巨H P喝覇覇権Z・・も　その絶泡け　一乳そ、・あうこヒ1い、・わかる。

伺う・241こ高，彗教材の

与いすノいっ千、の　日月簡明歯根

の葡萄にお、7　5一策泡の澄

噂黎仏モ

明後ラ昆豪

か軋撃て

●亡　か範周

明蟹よ　り

示し　丁二・。

け　外気ラ乳ヒ1ヨ射

牽けて′招「〃）〝－2

㍗客／lL　す　る　が

甘如し甘掛目こ弔う

ヒ経離日を化けほし人∴で

軋　ら　れ　rい、こ　と　が　右かろ。
℡　　　　4　　　　8　　　12　　　　一迫　　　2ロ　　　　払

醇・刻一二払r）lJ

図3・・24　南面での至設温の凝時変化ニノけ・－
イ断熱材なし）

ヨ甘　辛常客

すいコ貯蔵やの　とうもろこしの鮫浪費的　t掃う

平め，軋値射場もデーレて作成して那覇ヒ針路の

殉合、つついて据餌し辛祁果ノ　二と♂，よう宇和乳も絹た。
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（l）困窮一二二おいて　日乎増員塩エフ・〆℃．1ヨー最高a一塩

知．ぎ○こ　の他t向いて　キ　ン／チ　カIレロ諸巨より　恩田別lこ

外気温を勧t別線っ　て17国昭節牒轟吊れ卑t窄日昌

セ総見′　蹄項目牙の芳、、スオーールサバ　ロ（牽思尊卑名か

k塙・Lr．。L′）号そ㌻仙）ハ閏壁画過度は′外如鼠とl∃銅の

町管主針†て′画面で2／～4ワOc打を軸が羞るがノ軒

数新宅旅し作喀倉の洒盤面温存ははヒLと、、奏施し万

（2）剣路l二おいてけ唱乎ブヨ気温一招Ocノロ敢為風浪

一再との伯t開いて　椚ヒ河鹿lこ1円司瑚窮森か斬阜

Ⅰ婿雪っ下鶉凰′断熱新の魂してい写いえ才一－レサ

恒（怒仏尊卑裾∂桓‰ト。。ノ序そられづ両軍壁面温凍

れ日毎化は外気温ヒほぼ、固線の変豹七本すか、′　加五

l二よ与気一象牽甘め穿ち響ほ乳′ら打力いト．寺下線窟如称

呼乾過万和ぐ巧状に櫓下　していく　がノl十月珂貯蔵

後ぐも内壁かうそ幸三仇酎射ぐ、の教温厚一息て・、訣る。

ロブ断熱新！施して小机、Zキールサイロ、二おいて′

17　瑚妨蔵晩に盈敷象仲の影響と　げ労い糸望月ン

孝絶（＝ウk．rご覚摺盲絢与い羊碓′Rこす佃半年目亨／新帝

㍗1才玖紺j～ク・郎7ノ　刺夢をて・、月〔β．∫／乎　γ、誘j。



（5月）

姓）所蔵甲の　とりもうこしd呼吸イ日朝の考の穀盈上

易紅盈ヒ徽生物の増殖lシ伴う終温土早速宴t甚乾す

与こヒlこよりノ　軍額ずの象徴ガ経過上考盲鼻祖しう

う。

（りすうロ貯蔵中の賽常甘芽草薙の鹿熱め要項てい誘享

敷浪上易け∴外風浪′）∃射せりと、の表象条畔にごう

もの　てい177よくノ　その屠場　はサバ　ロ埠か　ヒ　うもう′こ　し

力線吸熱かよか、とうもろこしに村名し辛縦呈物や硝

砲によう発華がほとL r、7－、ある。
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第年尊　サ恒コ領有巨京、丁う僻和衷よ畑錐裔

4・／　商　号

毅過上考の一周ヒして　′　ヒ力もう　こ　しの丸々が高

い二と七第Z牽ぐ茄してこ。穿l膏で穿為、亨要の姫鱒

空しに。耳ナ打わう∴　サ恒つ内Z、、の　しうもうこしの＿「

腐食」は解明硬垂報経略tてj明寺っ　Z、＼う水分l二束ィ

ても′　二の丸松上軍乞利子起こす物手駒与組敷が隻Cl

ニ木が引きがわと写っ　て′　とう　もろこ　しの呼吸イ打覇

や徽覧欄の∵増殖電催過てそう観象て⊥あ∵各云∵て∴ちt二審

う尊ltか、丁　教適斬薯毛千㌦レ一二よう号†肇で・ろ資LTこ

とおり，サうlつ明壁のノ温泉薇勧1ま嘩祭材も魂こそ存

いヤ恒つぐ、lま非尊に久きく′　叶嵐逸′）∋射れ影響乍

登、丁うこと支如っ㌍ク　亨に皐娼姥一二二わいても折衝七

うもうこ　しの外気温′　日射め影響t’留、ケ厚い乾励サ

叶う　ロやlじ、かわの密二老兄孝碓」にして　β、㌻／ダ～わて・－あ

り′　人種身が経過象如し零いこLt知った。

第ユ身ぐ・述べ†ことかリ，輸入ヒうもヲニしの乎殉

叔牒一幕接す容拙′経過ヱ9・PC7、、第フ七。この雅亀ご、

れサ　ロロ　登電気塩㍉ま　HENDERSON与川のフ之封ドよ山雪



（56）

′む、ワ勇∴ヒ　甘さ。

巨†≠ニ　e
－C・T・M㌻

巨　だ、レ 沌：平衡碑常温牒（ノト教泉ネ）

T：絶珂通夜（Ok）

Mk　覿奄基準平衡傍水草（ガ。d・よ）

一一一一一（4－1）

乳易し（一補ちこしの斬ノ　C三八9タメ′〆）

軋数（ヒ埴ち＝しの揚句　孔＝／・9♂　フ

これUケ与∵刀．7′／という商い相弔通夜の状終lニお

い11亨′　4すう　ロ噂壁面Z、∴の強姦櫓下があ恒ま、’ノ　ー『

壁面用＼、Llまで申しに猪している軍港の雰磯風が・緒象

牙う可能席があ　う。上述の汀柊で、の留ヾき、け酌ヱ3、7℃

7、、あり′　教場軒暑・・各界安堵　綾をレ杉（茅う尊）⑬－1

絡ぐ1亨十分商敵すう　可能雅がある。

そらに級苑守の　もめ　からめ丸カの水菱諷路薯むっよ

る軋盾碑勧壕も相当入学、＼ヒ秀とられノ　二項こよま

相対湿度■上考や海綿司ガ折う線静か、秀丸ら卜、ぅこ

本尊ぐl宜この楓敵が易しく腐生レや申、ヒ孝とち

れうヤ付コ頂書ア（∧ッ十スイー一久・郡）1ニノつ、いて教練

も朽すい、′解像壕も瑚軋すうヒヒもに上官乙放線の橡、
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砧とノ　絹像孝の乳母的常雄も試ガ†L，

4・Z　葉絶後且およか・方払

う鼻緒姥l二一かいて　作へ、ソドZ　へ。一ス雷門・、の71く暑気の

溜紹軒射召薇瑚覚ましノ鼻頭祀ぐlまと力もうこし永

櫓甲からヘットスへ〇一ス野への九条泉角勘がおころ

と甥えた。暮孝で、1ま塘一二卑ガ祀たかりる水薬a拡散

にノついての　牽鯉t矯すい、硝書㈲武ヒ　め虻鞍モ朽万7吾。

乎・2・ノ　要、綻後置

凰4∴ト辛点∵有　震　う∵小破

像塩ビ観のもデルサバ　ロ

明lこ，あ　らかじめ九分も

鯛観　し仁ヒ巧もう　こし乞

寵頒レ　二二　とソ性趨躇（

費和科学ノ　qL一ら2）で低

諸藩下1亡おいた碑の′　サ

バ　ロ酋1、、の鰯洛′　氷、絹租

敷与親祭レ，罫桑線彩し

た。苦†ニ常：雄■、平の　サイ　ロ

「コ

ヽ

①

6　 ①

注射針 結露水受け
∠　　　 しナ

14
．とうもろこし、
7 登 洋 上 肇

図　4・1　モデルサイロの賓濫制御装置の概要と
温度測定点　（○は測温部）
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の呵壁面過（◎′◎′①）′馳追伸㌧観乱し㊧′⑤）七cc教亀討てぺ測

温LT二〇　刀お顔載、アの穀逸t一致一二確っ作動に電懲

敢打飼いノ　ス　ラう　グッ　フ　て・、智彦鯛乾した。

ヂ・2・2　寛厳象仲

立与常二線を倖t下髭に禾す。

日）丸竹　　丸ガ／4ゾ山t t痺巨＼丁しそ橘乳酸で・甘解

除考が少すり手下ためノ　歩喪潅ぐ，ゴ嫡屠t高くてろ

作動丸め35勇帆わ、の　ヒ　カ　もろ　こしと伺い下。

亘月卜乱う盈二　刺臥こかりうー冬期乎均泉主監二g．クモ∴ド

温泉レ隼。

〔ち）初期級温　　田か別名断つ刺象と木下乾温（泉

図亀）ゎ一最高旭　日之、ククリ　仁者星直した。

史液で十寝癖薇覇描線＿22時瑚上号乙の条拝毛細埼した

碑と′　号の後外気温tjOOcに思考法でせb頭のモデ

ルサ恒コ内壁の聴取を化‾t観象した。

4・三・j　番酵母の側臥

予備更級の紹凛より′　00C堺千木姓気温ぐ一昔更級

朝雄徴用壁面に烏電丸が私離し碓け′　軋級終十村外
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気泡tぅ0℃に昂過てせ丁二両，丸か、雛餌す　うこLがわ

小っ　T二。従って絹酪壇の剰え1才叶え過とう0。⊂lニ各軍

過て＿せト碩tt行零う　こいこ　した。雫七サう　ロ昇華啓

l二光離し作調象tと　巧もう　こ　し表層奇手lニ滴下でせ匂一

、、下狛二モデルサう　り　乞斜めに虜を　了修御砲モイまわ

って側壁画へ乱れろより　に・しノ図4・Il二束す側壁面の

腐鯵水温一Tlt度わ′　草屋4・4－二束す　よ恒こ漣新選で、

隠久し社　の孝も剰足し菅。

4・j　曳靡調条および甥黎

嘲4・2－富里靡甲のすいコ魯奇アのラ温風督凡そ泉LTこ

ものぐ、あう。

曳二線黄銅和平，とうもうこ　し泉層野馳軋偽印より　ざ

れ下の繁華卯⑤はほぼ一宜の趨充て東レ，それや∵車＼－

ノエロ～／4／℃ノ　ヱ占、7～2才、首との毅廓で、匁如し在がノ

在の予見壇lせ史二線鯛雄確約知命で00こ川手lt戎′した。

質屋牛・／ヒ4・2ほ′　乳酸解離約22時頭像のモヂIレ

サバロのえヰ壁かよ研削虔ぐめ摘草lニよう水頭功雅

綽｛暮しTLもィ、で・あう。サイ　ロえ市費7、、－ま氷やちか・っ

らら旺l二死乱し′側壁でlづほぼ吸水㌧疑線内壮健で、叔
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図4・2　モデルサイロ各部の温度変化

離していう。＿質量4・うと4・亭・Jま′　芝の線外礼遇モーヲβ一

℃lニ各考温さ】せてこ頭の且や壁ヒ側壁の光略て二、ある。

互でlレヤパ　ロt斜狛こ司　る　ニLltよリ　サパロ矢車

獲て、二の紬解クに招芝朋友億甲への璃下卑lま，ご・く　わオー

小で、打）′化け側壁面へ流れて側壁牒廿、触解し乍7k

Lとも（二壁面t仏直っ　て落下して像められ下。

以上かこ　とよl）′所蔵やt二兎欄の外気渡仏千万ど、

1弓・）内壁商過食がt露点、火千一二柏工手「有小吉で′　乾物乞
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写真4・1　モデルサイロのヘッドスペース部での水芸の状態

写真4・2　モデルサイロのヘッドスペース部での
氷語の状態
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写真4・3　モデルサイロのヘッドスペース部の氷が
’融解した状態

写真4・4　モデルサイロのヘッドスペース部
の結露量の測定
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離上した碑lニ覇じ込＿あ　られた堅諷1手′　磐易rt解像す

るこ　とか、わかる。また呵壁面趨像が・上昂すれば、ノ並

に壁面一二珂為し下水が、剛凋卑し醍甥泉偽印への誘千に

ょり　泉属印の丸竹乞塊かロざそう　可能性があう。そら

臣ま表層甲乙・、の徽監物媚相｛引きも＼こ　し′　密度的に

lま腐那日工よう品簡劣化／経過上卑ヒいう皐略言尊ぬ

く　と甥え　ら卜う∴

牽照の刺しして′　外通過死己で・各朗に腐敗で絃過

土軍い－っ　モネ紀が発絶して＼、与　が／　こ　れは¶1

ロ閏壁塊濱やへ、7ドスペース野t等乳敦盛兎が、露煎川

小二低下レて′紳象すう　L一新トて・、第．と碓融王少し。

孝七本史扱ぐ生じ現車顧そ産卵虜で・斬脅し七番乳

綿藤孝一亨ノ∫力2折ていあっモ∴モデー）ヤう　りのへ・ソ1、、、7ヾ

ノス考？穿砲一石珂して解藤塚示弗翠一に九きいの一意′　孝

l二電気フ与各円こよう銘鎗孝で、ほっくノ　ヒカもうこし　か

られ丸費え脇頚打ンようもの　か、食きれていうかりぞ・凍

る。これ丸善敢路敏一ニよう酵囁壕の外項・ニ′うつ‾、、てばノ

花額乙、㍉柊覇寸う。

4一・4　サ付つ頂奇手で、の銅像の新芽

思尊でほ乳観て、・凋ちト隠冬季教壇l工事レてフ之のユっの

旬頚乳t膿珂し辛∴
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4・乎・／一九凄泉の鹿綿にJノう鞘象題の新港

一′舷l二堅気がその儀見過頑以下lこ婚素手でれ行頭ノ

アに呑気の凝、綺乞■生じ九滴t凰う。ニ上がや者啓子、あり

その勤ま産卵前後の紹珂通夜のをt用いて法式で、表

わで小急ぎ）

〝LJ　＝＿U rXI　－ヌニ1） 一一一一一（4－2）

ただ・し　仇∫：鰍蕗壕（軸）　　ソこき負号（・噂）

え．：頭印覇の喀乱の絶対シ魯魚（kg／毎′）

欠乙：ニ阜年後の掌乱の姥珂超薫　く短句′）

し小レ（4－2）武モ嘲いて思4・弓∵十二示しに本更遷食気

隼Z・－の都像孝も祈鞠すう七仇′二久クヱク′7メ′クづ作ク）と零

リノ刺乳値′㌻ズ′〆（匂）よりか零ソ′トさい伯で・弄うこと

か・わかる。二人は督易1年の　喀象がユ闇の）室印に上って生じ

た細線孝で凍るカ＼巧で、ある。登了解の楓象1Jで■ま′　ヒタフも

ラこし友穐南から九段乱か、ヘットスペース郁（嘲41

の①）へ　落着【し丸 鼠が鶉勧している　と秀Lき1才琴

か歌　う。

兜に水鳥気強敬ドよ3

線腐食の軒頂につ、いて述

べう。

表4・1　実験条件

Ⅴ　　　　　　　Ⅹl Xヱ

（kg）　　（kg／kgリ　　　　飯g／kgJ）

9．24×10　　　　0．0325　　　　　　0．0025
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阜・乎・2、水薬礼服教．lニよこう番囁尊め新車

斥力P（均んリのす巧　口内で、1‡，ドルトンの功臣の

注射よ　り　諸式が萩t）宜っ　　し＼う。

P　＝　ア九　十　Pサ 一一一一一（4－3）

た仁■　L R：．登鼠の虜丘　巨存）

‰二本鼻孔の伐庭（lくれ㌔）

サ十口内塵面の水盈気圧も‰S（k症之）′　ヘッド、スノヾ

一ス幹の敷物泉魔甲の九条諷足t P小号‾（斬長一）t Lノ

分潔蘭留濱守㍉‖信11韓けノ絶和して　しくろ粧醇も∵甥考と

う。この牽碑屠葛西の某凄乱解物過亀支常診、こ　し作

灯っ　て薯過通風ヒすう　ヒノ　岳弟勾配、1フ史武の・しわり

産気洛徽漁法＿サ〔再小二比刺す．る乞い一う　STEFANの考

え方誓ヾ動乱でそう。
、　　　　　　　、

d‰

d A
二、C・7久・灯 一一一一一（4－4）

モ1ごレ　且：ヘッドスヾ一ス軒の高さ（仰J

C：息数（＆r左）

五：堅気認薙（■k恒）
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また連騰の式より　水盈熟め物物音Q〟（軸ん）1号ノ

d〟　S A・車′・ひ

ただし　A：藤一敢イう泉面積（仇ヱ）

7小：7k盈乳澄潅〔吻んリ

（4－4）式「モ（4－r）式lニ付入して／

Q〟
β・7㌦　J‰

C・7乱　dA

鼠体の状態式よ　り′

たこ
7久

M　久

R T

一一一一一（4－5）

一一一一一（4－6）

一一一一一（4－7）

た」でL M久：空説骨手蔓〔毎一読朋㌶）

だ：気体定数（軸木）うんん。k）．＿

T：薇針町絶珂週思｛水十

これ乞（4－占）武両ヾ‾大して哀弔すう（村像4孝酵）と′

A・M久・P l　．‘⊥∴■耽
D

R．T P－Pサ　∴γ　　一根
一一一一一（4－8）

ここて、、D（雪有）は氷鼻孔解散権数で、あり′　要式

で、泉わそ　トうっ

‰（R・丁）ユ

Mf・C・P
一一一一一（4－9）
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（4－才ノ式七線希条件（距Or、み＝竹′ゼ＝ノア・、みこ射

t伺いで解く　と′

Q〟　＝
AMq　〔　P

D
々・T r　ヱ 胤（

クー‰
一一一一一（4－10）

また′　この艦鞄が△えル）醜い阜縛の調海食勘（勃阜

〃叶え　＝　虔〟・4エ　　　　　　　　　　　　…山一（4－11）

ニトラの武将サイ　ロ壁面ヵ”藤だ、I了逢し‰高い某蚤象か

t tうもの　と凰宣て　いるが、ノ　壁面Z・、♂氷のガ乾け鹿

奮凡てもJ、 気力＼ら・水弓いレ来∴行頭・1汲泉への変イL

モすう。し手工ヾ、っ　て脅せ、宣乱した東の妖魔か東証ぐ

あれで’恥等の草枕の㌔㌦、後月硝藤は定牒光鰭と写入

射本右甘打ち水番’の場合lユーゴ勒および〔4－の式の

乱数Cのを化が千線そ＿小さが′　ヘッドスペース幹の

濱碩二に軒レてすう　口閏毅相恩殖二一が∵極▲殉ノK失そ心外で1

断裁断碑ヒサ巧lつ咽粗銅畝傍壕t勧泉すう　ヒほぼ一

軋ヒ軋りして　よいと濁王ら卜る。

穿諸兄lニおし、てl圭　へ、ソドスペース坪め明後向か

よ小、鼻骨坪の退席lま　0♂い又下　し与り′　ヒ　巧　もう　こレ

泉離？、ま孝小より惑いのZ、・／‰甘フ‰S　7、、ある。＝
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めと∴きめ7kを乱の鶉勧ガ鞄・－亨′　泉偽印か与へフドス

ペー　ス孝平への有絢ぐ玖急。

速lこ温暖化けヒ、て・とうもろ　こ　し泉偽者千の濱濱よ　ソ

ヘッドスパ一ス野か噴泉娩風が高くて　P廿等＜‰Sと弓

っ阜場合1才′　へ・バ・、スへ・一Z帝がり泉腐甲〈水煮乱

か’額斬レ，子音度的lニ　ヒわ　もろ　こ　しの吸う塵も堀くニヒlこ

与　る。

（4－ノ♂ノ武に泉4・Zl二示す新館卑咋モ代入レノ　私暑

気碑物凄Q〟も労務すると／a山＝∴久ノ釘…す（厚木

ヒ　γよ　る。

衰4・2　モ　　デ　ル　　サ　　イ　　ロ　　の　　実　験　条　件

A Ma、　　　　　　R T D　弼　　　P I Pvs Pvg

r．▲＿＿＿＿＿＿hi）（kg／坤01）（kg：＿＿平／些里・や＿▼＿」や＿　（mrhr）＿＿＿＿＿＿＿鱒′呵　血）（kg／皿皐）＿＿＿（1柑／笹子

7．859×10づ　28．79　　　　　847．9　　　286　　0．0396　1．033×1♂10×ldZ　40．788　152．280

登二終期欄中　二め鞠勧壕が離拷さ　れて＼、たと甥とら

小うめて・・′　この乱の埴lニ泉験碕碩（Aもニ2Z紅）と乗じ

て絡藤教壇すなわち郎像壕侃ヱセ軒筆写hlで．′前述

した生乳の鳳緒による四一2）式てJ橘観恒勇X一㌔軒ヒヒ顔し号創見
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施工5…‾う辱ヒ工、）吐似して＼＼号。Ltか、って′　穿

婚地、1おいてへ、リドスペース野の叶う　叫壁過が梅錦

lニ低い塙合一ま′　ヒ勺もろこし泉慮蕃Pから林教LF水

乳が離裔して＼、ることが頚簡約Jこ凄伸すミト下。

4・㌻　噴泉各地に封lTう綿留雀の釘壊

嘲4・うt二部薯のためのサ

十口の上目息も′　泉4・うlてン将

各地の気象各年t示した。

蓑4・3　各　地F　の－　気　象　条　件

‾「r

図4・3　サイロ寸法

位　　　　 恵 ヘツ’2ドスペT 大部　 ▼日平喝気温　　 日最高気温　　 日東低気温　　 月平均湿度 √り

の空気量　 （短）　　　　 （Oq　　　　 （Oc）　　　　 （Oq　　　　　 （％）

　 ∫の
釧 路 （1月） 153．6　　　　　　　　 一石．8　　　　　　　 －1．4　　　　　　 －12．9　　　　　　　 73

　 5サブ
岡 山 ．（7月） 153．6　　　　　　　　 25 ．8　　　　　　　 30．2　　　　　　　 22．3　　　　　　　 8 1

　 紺）

那　 覇‾（7 月）■ 153 ．6　T　　　　　　 27 ．9　　　　　　　 31．2　　　　　　 25 ．3　　　　　　　 82
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4・タ・／　夢諸兄て・、の、絹簡

単頭元、ニ机、てlまへ、ソドスペース辞め明壁盟象が

低く　′　呵壁画で－め就農乱臣‰51日を端に′いさ、、。し

カ＼しすう　rl噂♂「ヒうもう　こし毅過は高く′　泉鬼幹て、、

の　来 乱臣ア〝31ま九号い。して亡が、っ　て　‰号〉‰5ヒナメ

リノ′〔4－′ク欄に示イ7k桑乳紘敬か・おこっ　て＼、うと∵考

える。

、　　　　、

ヽ■＿　　　ヽ＿． て、、埼lt考えわは、なら与いの1J′　サ／lコ1号のヒ

勺もろ　こし泉属砕けへ、7主、スペース卵の虔象と猪微

すう　こ　とドよ　る経過低　下が訴る　こと　ぐあ　う。Yの三選

薄イ鎧）はノ　ヘッドスイノス野の曳風浪旛（臥）ヒ′鴇と

みガされを拍もうこし両でを温泉（∂ち）ヒl二咤揉レフ定式て、、軋わき

木る

t言で十dt

∂ヱ 之樟∴比芯十塙了｛）苛
一一一一一（4－12）

ここて、、有＝D3 一一一一一（4－13）

一一一一一（4－14）
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UrL q‥とりもうこしの温喪絃尊卑（づ狛

At：碑欄を・J巧（鼠r）

△ス：泉偽印カ＼ら　83号て一、の診髄（仰）

久：泉庵幹ぐ、の鰻討強烈詭遥孝（k亡霊久ト。。）

軒ヒうもうこしの無体尊卑（b霊・kr・・（〕

存お針～∂さ　のいいムー　よ、よか、tニtlニついては′　前

述（う・2・l）ヒ1可痕ぐ・あう。

い告　臥モ針路の1角の乎均気温一招Ocノ　∂Jで人達

碑のキク欄温ユら、？。C′Dヨ＝∋・77㌔り〆（〝剃勿：dt

；β、日頃′。X＝日加）ノ友＝尋（降懸心。。デ）として

91の麿碑酎しそ東あう　と嘲4・年のようドガう。

徹って（4－／巧打より鶉裔壕も求めるとき，表層幹の

脅貰う各が変化う　うドつ

れて衷偽印7k養乱多

軸も射しすうニヒに

げろ。ここ㍗は貯蔵

錦描碩ノク暗瑚各の　鎚

の平均tがあ′　そ　の

脾の鴇用いて銅像

（
U
O
）
　
贈
　
　
轟

0　　　　50　　　100　　　150　　　200

経過時間　mr）

図4・4　釧路でのとうもろこし表層部温度01の経略変化
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選のを化も右折に。泉4・卑に　の照度乞示す。番線

寛げ所蔵嫁20ク碑射、／、押ヱ厚に乱す5ゥ

表4。牛　水蒸気拡散による結露量の「計算結果

経過諮問
（k）

1・－10

11、　20

21、　30

31・－　40

41・－　50

51、　60

61・－　70

71・－　80

81・－　90

91、100

101、110

111・－120

121、130

131・－140

141・－150

151・－160

161、170

171、180

181、190

191、200

表層部での

水煮気圧Pvg

（kg適才）

301．8

274．6

228．4

201．2

176．7

152．3－

136．0

121．0

114．2

106．0

91．1

78．9

76．1

74．8

72．1

58．0

65．3

62．5

59．8

57．1

諾定量

（kg／10hr）

昇宥詰露呈

（kg）

0，217

0．197

0．161

0．139

0．119

0．100

0．086

0．074

0．069

0．062

0．049

0．039

0．036

0．035

0．033

0．031

0．027

0．025

0．023

0．020

0．217

0．414

0．576

0．714

0．833

0．933

1．019

1．093

1．162

1．224

1．273

1．312

1．348

1．383

1．416

1．447

1．474

1．499

1．522

1．542
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4・r・2　泉卵の伺ムZ、、の鰯観

象教条碑かよがとうもう　こ　し泉億孝Plニついでlまノ

ニ■ハようl∵考え　ろ㌦

①十日1コ明の督泉北絶）ま′′　4リ　Z、一式へ、作よう　t二人

潅時の　と　巧もう　こ　し水分／4ケ勇ル．占．毅温29、Pcのし

きノ　　（4－日ギ　′ニよると額珂過度犯・7〆て・・あう。

㊤　ヒ　巧もう　こ　しの解温1言り均の　田乎均風浪とほぼ

伺じであきので、ノ　蓼う尊め離農より貯蔵郎軍学の泉

庵卵のう急夜沌奪勤し弓い。

①費えて・・、ま壁面塊が上第七甘、鬼電Lや薄い状飴と

ナより′　嘱えぐ、乱射によ　り壁面過が上馬瑠う錫々ぐも′

芝の酪1垂‖まサパーコを）鋸こ比べ、て殖確立′上之＼、のぐ、ノ

ヘ・ソ　十　スペース幹の明壁面温泉の、ヨ変化1ま′　外軋温

か噴泉化せ牒erあう。

ヘッド久々ノ久野呵壁画か温風匁

イいニヒもナよう色艶尭鮭の変

化覿1日‖右　4・－　ヒ木耳

Lおl）て、、あう。圏4・Fに

暮すヒ令l）乳云周止日工「打

盟．3　23．7　　30．Z

湿　度　（Oc）

図4・5　岡山のサイロ内ヘッドスペース部の
空気状態変化範囲
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いて　も常澄、ユう・70⊂一以下の22．う。C一手ぐ払下レノ　や葛裔

て生　じるこ　と　が右かる。

こ　の状態ぐの一l召糸作りの　紹像・孝IJ′（4－2）村

lてよこモLヒ・ク、ユ毎ヒなま。

4イ・∋　那覇千・の絹晩

携え呑1ま聞かの璃食ヒ同線Z・、あま。

軒覇のあ教条指　し泉4・5廿は，蚤強気規が鴻壁面て・・

の留ま、以下に烙下　し弓いれて・、ノ　ー召4JGトン示すとおソ

璃魔1ま生じ弓し、。

23：7　25．3　　31．2

温　度　（へq

図4・6　　那覇のサイロ内ヘッドスペース部の
空気状態変化範囲

・弓・4　貯蔵甲の私坊夕餉ロ

（l）‰S　が一足で、擁惨状鰭が埼絶句う偽金

盤護兄rlま′（4－ノ∂）武lニ寮＼、で∵ヒ巧も　うこ　しの泉

庵幹の初朝敵泡91が商い招ビQ〟作月、そく　弓与がノ　8ヱ
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が高く　γようことここ　リ（P一恥）の伯－ま小さく零リノ

番乳的t÷け寵像壕Q〝1まプしそく　万う。サ丞　口内呟包

め鰯像lニよう氷鶴が巧像庵強度の上射こエリ融略し

乍鳴禽1才，1とりもろ　こ　し泉櫓を下へ藷干し物碑射rt7K、

介が夕翫口瑠ちニ　ヒ仁万与。凝脅し′よ　く　7彰′　八、ソト

スへ〇一ス甲一雪て・、鶉珂規亮の臥、旺鰭が飽くこヒl二より′

と構うこしか、吸過しノその水昂が硝蝿すうこLが孝んられうβ

蜃透叱ぐ沌所蔵l平の灸砲卵塊薇鳥目頭4・31二木すとお

り低下司る。簡単の下的蟹塊も御断絶鳩め孝介（′5、r

OC）ノ　を気を銅寸洩尭t9♂ズ　ヒすう光乾が紬碑之れて

いう「乙　耳も。．この聴取打ゴ　（4－日永　にようと′

と　うも　う　こ　しの7転借は　佗／劣れ占．ヒ行う．／・2・27い述

べ七よ恒てノ折衝解離崎の祖岱確タんb、からノりん再

ぐタ締〕斉をヒノ徹女物の新旭が協L一二弓リ′　ニ恒、●、

か雪がれヒ　与っ　て審嬉化で－も依生物硝殉じよう腐敗

峯弘が密笠するニしか、斉女ら木与。

p）ヤ付コ1月壁画の私食気兄に一　変を　し／のある錫合

ラ盈鴫妃で、11サうlコ内壁複が啓点、珠下等　で、低下しナよ

い気象条巧て・、車　線蒔け生じすい、。しかし疫瑠tま内

壁温確云仏千t二より細雪温度か高い貯鴨ヒ稚さ。
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二木が折衝朝欄、アくり温ノ乞上ると，ヒ力もう　こしが、

吸超し丸牒硝相そ引きみこ　す。

今那覇ぐ嘲4・与　の官員ガ終薇化tニおいて　′　珍鹿像

乱諸方、90Lの碑は胡賓嘘廃材〆て、、薪リノ　この水、敗か

研一毅郎堀中肇錐それているとする。ニめ堵令か水分

は（4－日式より　ノ針／ガ両，7、・あり′　微生物の増殖し

ヤ巧い北絡　て・’執るこ　とが車かう。

淘貌衝止町珂寛ヒし　て甘　食舷的・て－まヘッドスパ

ノス坪の九番乳がノ絶和し机、よ恒二滞l亡塊諷すうこ

とが瑠王ら｛与がノ　塗の頗気強lニイいて　－ま弟も肇で、

輝封づう。

4・占　碕　黎

徽呈均増殖の客層Z・、誘う畝傍頭翻モ引李鮭こ　すサ

1ロ埠の八・ソトスへ〇一ス印ぐめ細魚硯数をノ　塩ビ敗

れ乳頭モヂルサ／）口　い雪像10仰）｛掃いて契線的lこ把

施し隼　もラ「レヤう　口和ニヒ：もうこし予定碩しノ

泉穐幹過度モ　ノう、β〈握ノ℃ノ　外気温盲一掃℃とし千二ヒ

その閏壁面て、、の鮨免状取と観覚し下館鹿ノ　サイ、ユえ

甘後で・、両を魔による氷解が、→らち堰l二斉透し′　側壁
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て・、はけば、腹ガン払縄の貯賂て、、水運葛すう　こと　が小かっ辛。

生の後外気温言う00L′子ご、各軍温させて解像食の剰え

t宿机、ノ　ヒうもうこし象魔紳介ち祖農乱麻徽lニよ

る丸堺揉館の　来るこ　と　が蕗．折　られた。

これtも＝こして鼠孝的な前車も鱗界′　象増t鼻沼

地ヒ混線東Iニ命17て　それ等、、久ハ溺像をモ橡新し七。

冬め腐食は双の　とおりで、あう㌧

日）襲逐姥に割いて、i′所蔵腐ヰ笛後ヒうもう　ニレ友

偽印の簸泡が欣下　し戯け′　小」こともりい補儀壕も

番崎頃日こ減少てるが′　孝の孝一す友億甲カ＼らヘソy・ス

べ一久老子へ■の姐暑気解散武t射、て斬虜で、そう。

早場鴫兇t二束いてはノ　ー召最低諷嘘が囁＼え以下両氏

下司う気象条坪の碑l二郎轟か、生　じる。霧癖か、生じナよ

＼、錫借Z・、も′　和賓塩魚のカ＼写り昂い薙柊が薦子兎する。

ロつ許藤井鯨が碑絶てち　と札射す昭夕単軌ニケ淘せむし′

種村過度の高い氷、柊が拷絶頂ちと一級毯・シよ′　平衡水

分が璃醐する。二の　こ　いま縦も甥媚粗め厚現してう。
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索；贅　ヒ巧もうこし覇磯崎の鹿熱におよぼす

徹旦砺増殖の影響

r・／1唱　名

とうもう　こしのサ1ロ所蔵喝に　しぼい弟鑑こう発

熱の應惨いニ1与′、皆目こ教生地場柏こよ　密蕃ノ劣2

に穀物射泉の呼吸教′劣うに毘畝か吟吸熱ノ　凍4に

日射考lこよう井壁面からの乳仏濾与と・W孝すり人3。

葬4尊で、枝射し†ことおリノサ恒コのヘッドスペノ

ス卵で、、ま紛敵組象が払二㌦　穀物を庵甲lT落下して

晩過し′ルカ＼げの軋分も上昂ませう草餅吐かす命あう。

すらにヘッドスヤー久野の電気の相弔嘘鳳が高く存

ろこ　しl二　よ　り乎街来牙が増郁レ′　酪農約に解し生物増

殖電　鮎軋そせう確嫁乞里親すう　こL tかフ†亡。

これウヒうもうこレめ水分適用や軟生地魂楓は′

とうもろこしの呼吸イ和事や徽生物の巷像分解移項を

促乳とせ′　その露見ヒうもろこしと廃案さもも。敷

浪が、上卑すればてレ‖こ緻旦物の魂砲与促数学もろこ

しドイiろめて・、′　発熱は伽藍乳的・こ姐丑ことず、孝九ラ

hL∴密教Lt恒もランレlす′　凌芽′徽且物1こよる
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席軋おごか具有の堆鯨にけな。

本章で、浸すベ　ロ明の均姥的後象より　米伊増伊予そ

たし　にしうもう　こ　し　の乗懲組敷や左程、定数＿セ更渡的

およ灯チ曾孫的了解灯し′　すいて轍生物のつロ二一一　曽

穐卑しハ昭條て碑‡す司る　こし　て紘みてこせ

写右傾餌と勺もラこしセ友由縁超し（p冨修鯉）ノ　泉南着生微生

物の覚る智て節外し作製腰！彷甘いノ坤Ⅷ鯉lこよう磨教ヒ審処理

拍もろこしtニお、てる徽豊明朝かこよ　廉廉教　え蓬的なヒこ粟乞式軸巨。

ここて－、まう泉南薇菌いユヒ勺もろこし泉鹿に村為し　いう敗生物も

矩ち曾巧を　こと　ていあ　り　経射雪　告　各たす　粧宣杓は

射撃しすい、ものとする。丁ら　に協紅の郵左、亨′　唐紅

の薗lニ絶息七す、椎ギ寒文頭兄上　も省し　七つ、つユー者L

t穐薗狂ヒ下も隻薗計教法釦～館）によった，

手2　理　輸

ノ舷に農産物の呼吸渡しして伺、、ら小さのけ′　毅

丸兄畑′　碑l二でIレコース（〔拓1仇）l二よう　もめが主

体ぐあるて冊㌔　　葎軒申射打射りってCOlヒ帖〇

二分解そ卜　過径は　錘以上」こものぼう　紅の丸紅段

閥かう叶う　もめて・、，その招ヒL L、弓ィ、7が喝素一二よ
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っ　て触頭そ　れう。

これ適罷lま鼻祖化物の　おもナ打中断過発て－、あり′　顔委

棄の桶祭．こよ　り妨鼠的過′ネ蔓（腐乱喀級′　離日L及應・と

もいう）と旛え的適紹（番え碑吸ノ分解友舟と鬼いう）

7）匝）糾って虹う。lニネけちれ′　ゲル1一スの錫合はそれで入沢武子、

C目先0ら十も0之→6Hz〇十らし02十も74日0－咋軋メ）－…（5－1）

Cら日，ヱ0ら ユC2臣OH　十2〔0ェ十和IO3什寓カ　ー…（5－2）

ここ7、、は，サーう　口内て、、発禁こしたヒうもうこ　しか、硝丈

生瑚一弓弓染されていうことやノ　密教温存が異堵l二人

書いて　ヒ写どトより，（r－リ求め掃え約過程l二rう

発熱で、あうという孝丈オー立てて嫁射し丁亡。

厳敦に一言徽呈均離射碑の薮笹好餌繁と′乾酪包身

め頑吸熱が級合してし、うと携えられ雲がノ　いすトの

揚倉で・も導クリ仁紅＼ま（巨日武l亡もとでいていうの

で、′　本草γはLF〆）式lンお、すう及五、について夜崩し

隼。

タ・2・／　後足の尊八

木節乳では轄虜射易者1月lこ事、T急ヒうもうこし
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の密教現数！各線的一二とらえう十これIL′　川下の腺＆

乞卑上した：）

①断熱栗閣磐雰潤のと巧も　うこレの過渡上考が旦

じる印で1ま′　督嵐や水薬乱の流入，承れ、ま布く′　小

1断熱でhT二光鞄ぐ・あま。

◎潜葛西l二見碩亨小てこと巧もうこ　し功をげそや組

物泉穐舞上に残三八七愛妻日工より′　毅蛎＝汗∴含きれ

ぅ脾が酸化友紀与引経こして密教すう

◎鰭の鴨化丸缶11化学鼻先・温泉簡1二思す雪′　ユ強

度舟によももの　と頂　き。

㊨艶過の上層凰経に衝いて，毅甥と篭め伺醜め牽

放浪土考lH1埴司郎綺瑠遽一軒が巧いもの　とすう。

⑤敷物勿体の埠吸悉ヒ毅監物離れシよう巷後方解

熱、寺′　ともlニ牌の線化後免として甥ん′　ニ恒了し直

射し　巧い々

∫・フ・2　絡款悼夜応・式（勝か離妃私有武）

し、ま断食雰綿密溶明lこ′　ゲルコ／ス（Cも廿とロム）と

雑魚が老木で、丸　久′ム（紅梅）畑丁舟思して＼＼うと

寸う。値鼠⑦エリでlレコー又の酪軋丸応、一昔ユ疋泉舟
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ヒ孝え∴ゝので‾′（トリ針こおいZゲ′レコ　ースがX

（れ‰つりだげえ舟し辛碑♂CO乙の璃ガロ直夜，ま諸式

（トラ）ぐ・泉石三木る。（以下本尊ぐいり簡」ヒ1㌢∩レつ一スもてわ

dX

dt
三世ヱ〔久一Ⅹ）（ムーbX）　　　　－……（5－3）

こ　こて、、七は8号珂（仇r）′　協之け乙法泉永・定数、（玖了リ

ヒ喀甘、卜うもめて・、ノ鮭塊t〆えーこして剰えして工場ち

組物の紹珂過度（右）か遽数」これう珂了うニヒかゆこ上れ

ていう。　弓万石ち′　藤の線化え舟が施息㊤のとおり

に乱心ヒ司恒でノ　ユ凍え斥・軋数名ヱ11諸式に泉す

マレニウス（ARRHEN工US）打で、示　せ中しま。

ち之三　上舶PいりTぅフ 一一一一一（5－4）

ここlこ　ィ．k：宴離乳着丈

手管断裁呼の鵜の諸骨孝丈は′敬物の射五億確孝日

の見かけの教磐孝（kc率ヒ・小リt Pノ　鯛の粟烈思（

畑レつ一ス　千、は招夕…3ん挽止フ号音′　穀物初朗温

寛tTぅ⊥〔pI＜〕′　X Tニ17丸紅してニ碑の艶物そTsK（隼）

ヒ苛う　ヒフえ武て－、与え　られう。

X 三上
笥
（丁叛一丁sJ） 一一一一一（5－5）
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子平艶物の雛教壇射k助言ノ断熱溶解尊者の蕗薇も∨

し祈りと苛ちとノ　フ定式Z、、与えら木ま。

Q　ニ　笥・〉・X

（卜占ブギ支線の及正孝Xで赦舟すると′

da
AX 号・U

（仁り）式守招敢′1＼綺圃t入れて褒酌す　うと′

dQ

軋t 笥・V
dx
At

一一一一一（5－6）

一一一一一（5－7）

一一一一一（5－8）

一力野草窓渚音感何か射ふ温東上考はノ　イ晩の＠

ドも　しでいて　′

客 二極・紅V十ぬ・噂や）・佃弓砦（5－9）

仁だし　ん‥甑の比懲（kc率腔）

よ∴乾物の犯歴（ke斬3・pk）

笹：客気のレし絹〔匡症弓

匹：敢恥折半の軋組物存）

Ps：乾物の泉化を壕〔k症リ



（糾）

（㌻一g）′仔一ヲ）武Jリノ　d施せ消去　して戎ギ｛絹う。

止1　　′クん、dx
ニ〔芳雄〕えー んt

一一一一一（5－10）

ここて“Pは穀物の‾見かけの教窟壕〔払‰・㌦）Z・、′二丈

試て、、与え　らトう。

戸二読5・Pふ十村P5－PA）孝　一一一（5－11）

けィ∂）がドダー3）ギ　t常人して密魂す　うと′　鮭温。

絶境を毎号　求あう正式t絹まや

C′方

〆て
（久一X〕（ムーらⅩ）……（ト12）

二人は書手：け－4ノガよリブ定式　と　ナ鳥。

dn

ゐ亡

争
7ニ γ現Pr巧在）ra－Ⅹ）雄一も琴）（ト13）

本覇賽Z・、浮　上匡ノq　け見知ぞ・・′　脇のみが乳知の

塊合の混声脅刺子域カて＼、るのて、・′　断熱留覇者窟内

の舷泡の鷹塘薇化より′　上　fく′久で三だ牒うこヒIこ

した。　フえにその方ラ久ltっいて述べ、う。
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r・2・5　牽験を数十Kの車齢か患い）

いま初期級過せ2／，の襲万った過度右上1ノ　市上之l二

弦泉し′　歯偏t電通邑′　後備七低温邑（象ってTklク

も上之フ　ヒ解して色別すう，

尊てこ鱗村盲東壌レ乍ノ解の断熱穿易牌の碑のもJレ

数（仇）かよか、離桑のも）レ数（ム〕冊一食々笥しくノ薇の

乳東食（ヌ）乞初期碑瑠メエロ　の　とそ　Xエロとすれ

ば′薇適正寮よ両氏遽如遽歳碑遽学サけ－／ヲ）和二

よソニえの折目こ泉わまれう。

よTsAま　　訝
－　　－．　一一一

五七　　‾∫8

定石上之　　　計
－

躍　　‾　戸

辛郎P仁鱗⊥1）・久・診　（5－14）

・γ・4〆P（」ぐ万コヱ⇒・久・亮　（5－15）

ここぐ、捗三摘Jゴ／彦ノ　みヱこれユ／毎Lみい乙

け一座ノノ　行－ノウガよリ　KIつついて生理瑠与とノブ之

式t婚う。

＿易し（錠ヱ／み∠ノ

「極は一抹Jヱ）

一一一一一（5－16）

手下所蔵甲l÷反転、すう額のもーレ敗（久）け′　けリ
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試UJ及蘇すう酸素のもル教（ム）ォ寸て、、誘きのぞ、ン

初期の碑のもlレ／教は戎打てt、与えられる。

久＿　＝
二－　　　　　－

ら
⊥か 一一一一一（5－17）

フ之lこ　すの　ガあ有！ニーついて　述べ、去。

〔一／7ノギ盲（了－ノエフノ（ダー′リ．キ　ーこノ代入しそ蚤確わヒノ

dTs
止も

dTi

止t．

あ　うい1才

事項之（必用。2　－－…（5－18）

＝よ・郎P（一！彷）（ムーbX）2　－－－（5－19）

よ＝
房・γ

（＝（叩ブリ 一一一一一（5－20）

い音更凝固逓伝碑御車の経過が石丸　7、・誘うヒすれ

ば′　tXIま＋イr⊥／アノ肴乞碩介してフヱ左より求あられ

急。

これ　よ

二九

十
し●d

T
 
r
L
 
n
郎P仁仇）tふ一m－胤）す『

下
〔
・
t

r
1
人

t

顔P卜腑）匝－（もーnJ）そi之

d石　（5－21）

dt　（ト22）
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（㌻－22）封の毒血乍求め乍パ締宴も号とすうとノ　ダは

粟武て、、衷わすれ／ニ小よリ　ブて束＼劇5（㌃一2リガ壬

緩ま。

ダ＝よ・ん二審お
ヽ

ヽ　　ヽ ナニ
JP

針㍍

一一一一一（5－23）

一一一一一（5－24）

㌻・j　賓、教強運および貴さ鼓

す・5・／呵華厳顧要務

棄厳豪産の晩翠t感冒・Jに示す。常澄－せ2イ射、、一

事L L．′　一元t高温匠（室温）′　東方て低温（冷蔵

断て破産）と　した。夢蕩け同断律、上養子と了解ltJづ

宵て7㌻伽の斬烈粛（塵絶え48一lレ）t絃遷し′　嘲商い二

月中鋸からグラス巾／－レtをそっけて外泉ラ凰産の影

響t弓く　LTt。二の客壕の乳蕗確は′ク、ク2デ／〝∫ぞ・塊

杜ビュール観て、・あき。宥易か平、ヾ音戸ヒl雪軍師こけcc

祭電珂川手Z〃柵〆）与破産しノ　両名の通産が一散すう

よ弓＝こリ　レー毅郎オン・オフ作勧そセて′　審易姓愛

息、て′郎l）1、7匹孝艦密教体圧レクトロラフプリ、こ電流

与れ頂二　とItより，外節から断熱壮絶t條っ　辛。
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リレーターミナル

W A r B ごr ．＿　G

りe Q 塁重量∋　 立 －’

I

C －C 熱．乾対

HX）V

A．C ．

ステイデック

40 V

A ．C

帯状発無痛グラスウール
ダ
≡
『嗣

ヽ＿ 七 t I コ ン

発 泡

ス チ ロー ル ！l

l

（5・1－a）　実験装置

I　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　 ⊥　∴

k

．手

断 暑熱材 ／●J　Cm

、† ・

35 ＿5 亡Ⅱ

T

l

・断 熱 材

l

（5・1－も）　断熱密閉容器の断面図

図5・1　実　験　装　置　の　概　要

これら町塩乗を北パイ果嘉耕射れ敷浪と珂後・ニ温産能

飯斬（CH冊，閃0〔05－7）Z・、電線し笹。づ有終動ま摩

湯か呼べ、甲｛妊泉凛、Lして′　断熱状幣が餌｝lt促そ

れい＼急かt班賂すう作れこノ　内壁嵐′　叙葛やlニ＝む〔C

整骨宵t髄遷して謝恩LTt。

タ。う・2　煤瑞軒軒

喪救いま平準人民菜か1葡免れとうもうこしt暗い、

辛。覚書欄脚考の必命は′／j～53ヲ晶、の軋」封て●、鋼
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徴し辛。初期韓混じ1いて1i′　僑泡百・才タト泉、ニ蔵置

し′　玖混打1カ蔵芽町二紋思して毅主監が一虹一二与っ

たもの　モ　伺い乍。

∫・5■5　表面薇萄矩写旦

本研東で・将徽生物の璃麺の影響t知る　ニ　ヒカトかと

っゎ切的で㌦打を㌦介で、ノ　認牽強豪傑ナトl）ウ＜（N仇鋸）

そ湧いて拭革十†泉薗薇菌　L t乳線色（珠下級亀鑑　ヒ

略乾ううっと′　東面殺菌し机、徽旦明媚殉臣のこ通／リ

ー散漫し辛。採下にを画像薗矩硝該lニ′7、＼て舐絹する。

①詫削（こして州門〔奇斬ミかゆて、・肇拭斗モよく諸元、

㊤7打乳すう。

①ェオ1レアルつ一Iレフ♂ズ鴻ラ薇ttノ㌃夕日筍逐す。

㊨沃敢温泉離すトリ　ウ石／∂富津敦l二㌢～Jガ逐す。

⑤滅菌状で一丸洗すう。

①印象の7k＿介まで、窮後々せき。

鳥丸徽且粕淵殉遁≠ついては，洗浄綾里明に≠～

／クlヨ枚直してtもの　と聞いた。
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∫・5・ヂ　契鹸方シ久

図㌢ヱヒ受験のキ堰も束す。永覚から取れLT二と

うもう　ニレば′働じんやぞよう鞄物が混在してし＼う

わで仏恥骨で、の牽厚7、、折定常したもカモ促試し／こ

れt印象の7L々圧鋼製し千二。サン10リンついは軒家閻

挿直前l二時万い′　祖廟の御息女よが揉密封料の菌数＿

（っlつユー敗）て刺足した後ノ　東館にイ碁し　こ。密蔵

町了経過∧測定吉行弓し、′　殿泡が上濁　し存く万フた

経ち碑瑚匪凰しても一透して・、易さ密せ貯蔵終う　と　しノ

夜寒綾の祖命ノ　コロニー鮫の剰軋t行けフ下。

㌃う・チ　菌数剰泉漆

とうもうニレに甘易していろ儒教の融象は′櫻準

準え痩地t揮い＼て早晩魂各務で、椚よった。ヰ車重け〆

下のとおりで・系う。東南東はオートワレ／7、で、／2β

℃ノヱ0分密滅菌し持薬紹軋乞庫巨、七。

㊤域薪‖0才亨嫁解し′乾懲戒薗（郎ノ占化／う抑甥

社絶）後′　向控澹印させ乍ノクa㌶三周「ラスコヒ＼

帆威高水今棚えて／ク∂仇且　ヒ寸急。

㊤ノヾ十7・、レ／マ　客ぐ、よく確辞して泉南lこ対為し乍
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一一弓　 水分，コロニー数測定

図5・2　一連の実験手順
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協与拭和かう醒離し′　二の疲芝虎魚ヒすう。

①滅菌7k？謀の入った戟食管に◎の原液′最毛細え

贈坪すう。二木拭殿嗜内の痕一才ノβ修希玖女ヒなる。

さりに′　一　人ヵ＼ち／／最だ、け取れレノ　ブ威薗水9仇之ヒ確

碑寸急動作t綾過すこと巨ニエリノ／町　tんりメロ0。

ヒ素款それた濾｛鋼製する。

④適役？04へ仰のシャー　レに盾希教卒の液一血色て亡○

ペ、ソトで務解して注入才芸。

⑤オートクレーでで、滅菌LTこ新都との標準客気痺

池（取締′ル♂ク最中の成分ノ　再、り蹄13′ペ7びト

ン甘，観各エキスユタ打　舞えノ乃）盲三／ヤ⊥レ1

垢㌦＝つ老∴加～2㌃〃止入れノ希泉水ヒよく混合てらよ

ン‖二才線上て・、梱ガすう。／つ　の乳堆さ．ニついてう～

4酎序の卑私費と断食しノ　周布姐年のものt最低之

像＿作る。

①卑官が、凝溜LT二線′　凰召7帰洛亨と粗碗浸入に

よう汚染t預血すう丁二胡Iこ　シャー　レ｛「乙や＼さ　にして

恨過柏明Z、、如上　て′綽碑瑠猪巌司る。

①l枚の÷て一レ侭lニ　ラβ〟ヲ♂初夢の　コロニーが乳

われでいうシャーレ芝抒巨、てつlつシー教士数えノ　免
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嘘賦斬l冒あ七りの教に碑溜する。

げお梁願lこ伺い乍　シャー　レ′　フラスコ′　ピべ、ソト

穿け皐覇Iニ免烈滅菌しセもの7・・誘う。

r・う・占　喪、蟹条件

各色康直の初期条イキ与泉5日　に京す。写お候拭新

鮮の魔力＼げの烈蕩孝Pは之う0、0（匝敷ノ〝リノ　摩澄明

の初賓撒衷号射亨ク、ダjヱ占ズ′クー2（転巧乙弓～・、／を臭歴

をt＝　ついて蘭じ伯｛固い羊。

表5　01　各実験区の初期条件

免 責 冥 崇 寺 号
水　　　 分　　　 訝 買 雷 雲　 訝 芸 濃 屋 上 昇　 訝 買 コ ロ ニ ー 孜

く％ ， T ．b J　　　 （Oc ）　 速 度 lOc ／ b r l f葛 初 志 凝 1 g 当 り l

l

J 111

1

2 ．

3

4

1
】

㌦ ・ 1 3 ．7 ・　 0 ．寄　　　　　 ＿き⊥3 X lO 3

13 ．3

L 坤　 9 ．0　　 0 ．1　　　 ．1－．7 × l d －

衣

雷

区：

E　　 1 4 ．7　　　　 0 ．4 5　　　　　　　 2 ．9 × 1 0 3

1 4 ．9

L　　 l O ．3　　　 0 ．2　　　　　　　 2 ．9 X l O j

首　　 1 3 ．0　　　 0 ．3　　　　　 1 ．6 × 1 0 3

2 0 ．0

L　　 1 0 ＿8　 ． 0 ．2　　　　　　 2 ．5 × 1 0 3

甘　　　 2 9 ．0　　　 0 ．4　　　　　　　 3 ．7 × 1 0 7

2 9 ．1

L　　 1 3 ．2　　　 0 ．苫　　　　　 3 ．5 × 10 7

敬

生

物

等

殖

区

5

6

7

8

9

1 0

托　　　 9 ．4　　　 0 ．3　　　　　　 1 ．3 × 1 0 ヰ

25 ．9

L　　　 8 ．5　　　 0 ．：5　　　　　　 3 ．9 × 1 0 3

托　　 1 6 ．7　　　 0 ．4　　　　　　　 3 ．7 × 10 7

2 6 ＿6

L　 1 2 ．ケ　　 0 ．2　　　　　 3 ．5 × 10 6

托　　 16 ．7　　　 2 ．2　　　　　　 9 ．2 × 10 6

2 9 ．5

L　　 9 ．9 ・　 0 ．6　　　　　 6 ．．1 × 1 0 7

托　　 18 ．0　　　 0 ．7　　　　　　 3 ．6 × 1 0 7

3 1 ．5

L　 l l ．3　　 0 ．2　　　　　 6 ．7 〉くⅠが

托　　　 9 ．5　　　 0 ．6　　　　　 1 ．6 × 10 5

3 3 ．0

・L　　 S ●2　　 0 ．誌　　　　 1 ．6 × 10 5

ほ　　 14 ．6　　　 0 ．8　　　　　　 8 ．5 × 1 0 8

3 3 ．0

L　 l O ．3 L　　 n ．3　　　　　　 3 ．l X l ♂

諷lI：高　温　区　，科　し：低　温　区
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∫・亭　喪験廊農おき炉斉凌

ぐ・4・／　襲頚帰より東邦半量ユ

絹ら木上東銀調製および　に′ヅ′基ヱ　についての射

爆都農モ衷5・Zl＝青こす。ここ7、、貯蔵郎閥とlま貯蔵中

lニ鮫泡が上帝し行く　年う・亨て、、の碑欄／上昂私産ヒは

野蔵関都から覇蔵終う亨Z・、伺。この解諷上昇が頂っ七

かセ穀わ寸。コロニー増殖率て（乾凍え）はフ書式て、宜糸

衰5・2　実験および「計算結果

鮎 夏
冥讃

上 昇 野プ家 弟 7 2詩　　 平均 コ ロニ
悪屡 時間　 コ ロニー敬 一 重曹夕宣言≡

訂 ．貫　　 若　　 美

K　　　　　 Y　　 20 0C でのk l書 号 （℃ト　 はr） （冤 窃冨科Ig当 り）　 卜）

殺

宮

窪：

1

2

3

4

：… ・；二； ； 霊 4・巧 ×1すl

R 3．5 66 1・2・2×10】

L 2 ・5 67 4 ・l X 103 1 ・偶

は 4●2 67 1－8 X lO 】

L 2・6 59 5・3 ×10 3 用

汀 3●0 40 3 ・7 X lO 7

L ・ 1．5 18 4 ・S X 10 7 1・14

1577 9・9 4 ＿芯2 ×10 2ヽ 18．3

1503 7・9 3．102 ×10 23 16 ・4

14974 ・8 3．3亜 ×10 23 2l ・9

顎73 ・9 2．345 ×・10 5 36・l

敬 ．

仕

切

零

落

区

5

6

7

8

9

10

： ：二； ； ；：；：：：； 2・65 ×10 3 F

E 2 ．1 23 1・吉×10 8　 4．25 ・

L 3．2 33 1・5 X ld

R 6 ．6 31 2・－8 X 10 8

L 2 ．7 22 1・1×10 ， 2・4 0 X lO

： ；二； ≡ ． ；：；：：：； 6・95 X l ♂1

∵ ：： ；： ；：慧 3・55 ×10 1

H 2．7 39 8・5 X lO 8

L 3．5 33 4 ・3 X lO a l・2

つヽ154 19 ．4 9．102 X lα 130．8

14358 ．4 7・967 X lO ZZ 42・7

15676 ．8 1．はl X lO 25 70・5

15485．8 2・98 1 こく10 2ヽ ・34・1

160 19 ．1 7．390 ×10 25 137 ・3

18605 ．5 1・191 〉く10 ＝9 32 ．6

末日：高　温　区　　，オ斗　L：低　温　区
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し，受験呼の徽生物の離直の絶秀1泉わす。

で＝（鯉終摘コロニー勾／（初期コロニー殿上（5－25）

木綿敦ぐlま高温圧およ伊、仏ラ見直Iニお††う二日コ＝二・＋一一

璃経費tま射釣司し、、‘、薪っため　Z、・ノ　思え線gて・、のギク等

値t伺い享。泉ヲ・Z呼の養子lつついてlま′（F・4ノ和こ

東領　有∵服拭新鮮の温泉二よl）を如才急のZ、、ノ　20

℃平針丁う佃！示　した。

慣ら・うlニノ刺ヒして乳夜着考ヲ　にお17う牽剰趨ヒ

新郎亀t託す。これ針射息は史剰他力＼う　タ・ヱ・5の方

法㍗1㌦」ぐ乞求湖′二からモ　け一／9〕式に武人し7

斬壊し阜もれて・、来る。

新郎ハ経過か針庵

約度は牽瑚施　しよく

ノ取し　て＼ろ。弛れ

乳験直7、、も￥　本号、、虹

の牽測伯ヒ斬濱橘は

よく　ノ紋した。 図5・3　穀温変化の実測値と計算値の比較
（実験番号5，高温区）

縛萩中の鮫温上昇は′

ユ詑及良、乱数英之乍」辛目、乍（ト膵）育て・・よく友わ1小さ
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ことがわかま。Ltがってこの1zlま′毅諷上昇囁薇

の壇性t教わ耳を教て・、あると秀えらヰ＼う。．以下7、・は

こめ協乙ヒ軋岱ノ　コlコニ〆硝宛年と玖簡保について述

べ‾う。

∫・4・2　水分飢　とと　ュゎ腐イ奈

周；・∠‖二者史靡鼓の水府灯ヒ焔之（ユD。いこか1月打

射息ノ　場下げ）ヒ暗乾吊）の酎奈乞示し笹。卵

の思考一打笑厳番号与泉わす。

図5・4　水分Wと定；b関係

薇儀邑1ニ狛丁ろ過東上考は′　とうもうこしの呼吸
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教lニよをもれZ、、あうと孝とら小吉がノセガ卿か高水外

て・、あう鶉暦が大きい。九分〝ヒ量霊瑠偉は博で′

戎瑠教で、ゑわ乞れ′　攻守ぐとつ等三㌦

月（少）

セ1 ニ／、ヲアげ一卓、ユ7　圧rL／エゴ≦〝r％・山の≦2ヲ・〃

一一一一一（5－26）

微生物曽宛か二抑丁さばけ′裡嵐官のそれよソか

なり矢そく′　ぽこ路／～／3日7・、弄った。コロニー

離鼻率の九号い要凍直（賓紫朗田と回）のぽ¢）が

碑に′トていのJま′搬生物がタ綽達し瑠才、て密窟町こ終

嘗納骨か、葛碩そ小Ttがノ　あういlま増殉司るたかの壇

矧が芥足して増殖作画か、僻止し千二ヒ1ニユ・うも〆て、・

かる占／フヒ洛右直る。したがって勧郎つりユー穀か九号

くても啓蔵呼lニその場砲が卿えら入れば′　温夜は級

物由体の頑吸作画丁子トロニ上って上帝すう　と一斉えノ7八

も。告乍曳淡題号　ぎ～ノクのよ7日ニ′　九分が伺線度て、

も乾灘者号　の宥叫の砲かカ＼炉ノ夫そいニLや′ノ司

確億　の7　酎息でもコロニー硝壇をがか′招≠そい百

ぐは踪）砲も朱そいニヒリノ微生物再婚壇が斉牽

絶狛二にそく影響していると甥えら卜急。
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∫・乎・j　コロニータ相身てと　宏か’の剰余

l到T・百両敬呈明朝産直におけうコロニー媚組牟礼

ヒ2クだ緑・定数瑞；10㌦瑠偉ま示した。図七示すよう

に　ヒヒ繹）の御泉は指数顆で、泉わかれ′雄武のよ

震わ）＝すす・53㌢クノ7′（セ机姉壬雪ぎヲ呵（5＿27）

憎い平の泉瀞色の7k分数断ま2r・？≦灯≦5招7、、射ノ

温肇の紆威ヒうもうこい二鳥このよう存高久牒云も

糾すついク　しかし寛荷や釦爾来の諸人やノ　サイロ関

で＼ハ頭像等lこよりか与り外海クに扮ヒ労う可能腰が・祈

ること′　像ア摘Zいも璃絶する微生物も数年〈孝すら

恒いうことら甥ど、瑠＼ら，適齢貯蔵Z・・も徽生物が硝

100

図5・5　コロニー増殖率巧と広也関係

1000

コロニー増殖重　い）

10000
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租す　う可能蝿は十分（ニあ　う　と甥え　ら卜る。

写こて、、低来合のと　うもう　こして、む微笠物が璃殆了

小で′　菅●）は九分の鳥鮎ニlま悸ヒLビ、彩攣三十才、ノ

僻生均の硝柏孝凧、大きく　瑠与守る　と孝え木」ま・、ノ〔仁2ガ

武は低フk命城て・●も通牒Z、・そう　と黒、右小さ。

∫・乎・4　節養護薙〟の梨牽

け－β）式て丑ヒ堪えlニついて肇殉すう　と′

よ1
れt
＝　C・基之（ムーは）ユ　　…－…（5－28）

七七・・L Cニ希　い〔州。

ヒガリ／所動アの敢塩上射1客麓埠の所素襖虔丑l＝

も彩管される。今．虜う・い二

元すよ　うに軒熱感爾瘡盾件d

屋客碩t　レ〔仙り′賭希督閥の

藤根（い市坪うへ、ソトス八㌧え詐）

t Vれ〔小りノ　断裁胴の乳げ、享

年t9′　色気塩魚t五（叛）

ヒ苛うと′　磐虜明の酸鼻像佑

〔k伽謀）は　北村て・t与Lら木も。
図5・6　容器内の空間の状態
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∨ぅ＝i（V－∨久丹十V久巨

また碓素襖薙丑Iま

∬ニ再／レ

L tがっ　て

耳目（ト伊）ヂり′巨

224㈲

ヱ2、4㈲

一一一一一（5－29）

一一一一一（5－30）

一一一一一（5－31）

辛」でし佃ま客易者砲に対頂うへ・ソトスイース年功雪

間孝で、ノ戎武で、泉厳瑠う，

甘ご　ゾ久ル 一一一一一（5－32）

粧のとう範動まク≦ひく／て・、′骨か櫨が′卜7、、ほ

どへ、ソドス　ペースが小さい　こヒ　tをわし　ている。

いま　プニ久乎ノ／7五＝エアj P友ノめと手ノ子′　丑け戎式

ぐ与えら　木う。

∬＝甘9♂タメ′∂‾リ〟十∋・ヰ／丹／β 一一一一一（5－33）

周㌻・ワノ　r・ダ　巨二月ソトト芝－●小史歴者考1ヒ　㌻の　k′

再用いて′　竹のちがいlこよう経過上昇｛示し七。

仏軋柑て、、敬呈物が硝醸し巧い璃倫（闇r・7）一㌢
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68

時　　間　匝r）

80

図5・7　空間率Ⅴと毅濫変化の関係　（実験番号－1）

40 60

時　　間　mr）

図5・8　空間率Ⅴと忍濫変化の関係　（実験番号う）

骨＝07、、4日和こ　占0〔しか上卑し万卜がノ　仇か大き

く机と′　敷浪上考か速く弓うこ　と示いわかう。亨た
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縦生物の硝旭が虜しい錫合（嘲F・g）は′　〃＝　∂ぐ、

む4日瑠ぐ、／折〔上易し／伊が大きくづうと穀過の上

昂速亮がざらに久子くガリ′　サニβ・夕日ま最初の博

昭欄で、卵生に盈頂。こd　こいヨ例えばサイ　ロ頂

印で、相対通夜か希い雅乾や紺露I弓　水分がタ的叩

iてこ　ヒ∴やノ／≠言方机ム・め強い私信て・、も瑠砲すう棟生

物が舟泉甥う　ことよリノ　急激万経過上孝ヒ万う句陀

棺がIあうというこしt斤、していうつ　その一刺として

嘲与・巧に本研究七周い七年整l豪傑摩窓の上告、tt少

し覇乾して肇に牽泉t傍線したときめ後退上考そ泉

し辛。穀週は断裁覇露垂線かち　土眉し続け′郎4日

て、、甘ク〔上為してヲ〆Lに達し千。

（
U
O
）
　
璽
　
轟

●

小■●

●′●●一′一
●

一′●●｛一一一へ●●～一㌧

2　　　　　　3　　　　　　4 5　　　　　　6

j経過日数（日）

図5・9　空気の供給がある時の妻設濫上昇
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所蔵綺1亡密然し阜場合′　毅温t佃下せて乙う毎日的～・、

工∴マレ　ー　シっ　ンt窄巨万うこ　とか－あ　る。しかし一躯に

は工マレー：シ号∵／ドンよモ工々京町勧果lま免　ら卜畑、げか

一日・、万く／蕗l二項隻桑も接線瑠うことにより　嘲百・畑こ

木耳　ヒおり各数万温厚上卑官引手起こす可能梢が虫

て（与。し仁が、っ　て凝然t抑えう珂繁ヒ　して－♂）二エア

レー　シつ　ン／11呼止　苛べ・き7、、誘　う。

∫・タ　摘　草

稚溶解穿虜の、アlことうもうこ　しt好親し阜牒考の

鍛造上考｛剰足し′　之フ足泉奔乳数量1ヒ束ガ・つ。ニュ

ー硝柏軒ヒめ軌条モ雅号寸し鞍。そのき竜泉はフZの　とお

り　て“あう。

（D所蔵呼の敬う風上昂lま′　Zフ之及未・乱数焔z t伺い乍

1級化札束、ガで泉石孝二Lがぐ、そま。

ロ）役儀宜におけるとう　も　うこ　し相身吸勅封で、浮′

ZDOcで＼。乙フ煮え乾、泉敗麗之○）ヒ　水分灯匝j至呵〆ル・・）≦

2日）め剰狛ま′ニ之のノフ又喝毅てい泉石それう。

射可ご′5ヲ好一負Z7

（∋）徽生物廉直むしおいて　け喀吸熱lニよ　う碓埜よリ
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ていこ絃温上早が激しくノ　つロニノ増柏牟礼ヒ剋吋

か戸射狛ま′　フZの嫡数腐教で・泉わき小さ。（乍ヤーレ玖∂野

与管　汀㌻∂・　忍ユ0）ニラ子・557♂・′ワ／

細野鹿町ニ椴監物の硝柏が姦しく′　穿：賂l雪一二酸素

が、應給乞い飽ける和ま，て　いこ各激写絃温上革ヒつ

ま。
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第♭牽　産後、こ夜目ろ飽食約孝泉

ら・l　商　号

第5貴書Zて′　輸入ヒうもうこしが日産の護湧1こ

到為し′級瑚確を根サ1ロ所蔵それていう滞日こ発熱

すう親風の密生磯虜の各項与1二十7㌧、てノ　襲敦的およ

伊瑠璃銅に嫁朝し　てそ　た，

本尊て、、1ま′　斉教埠勝け汚糾泰寸う商圏キ与ちか・・lて魔

教にい下ろ等て・、め－㍗てコ　→仁子∴について絶命的tこ秀象レ

牛後′　鼻を約万発熱循止珂象ltついて送へ・う。

ら・2　水上　ノ分

解入ヒう　もろこしか、1∃本の湾動÷人漕した的ノその

来合の乎甥伯は作手〆肌♭、ぐあう。しかし　を2・トに

右耳ヒおり′　八、号したデー　の長日針子ユ仁丹㌦ふ・・

あー上　島水分のとうもろこしがサバロへ搬入乞揖官用と

他のもい二とt如った。某1勾蕎㌦ヘ　とう　もろ　こ　しは姐分の

艶蘭が′コ、ク～′44〆机も、L争えしてい与の、圭拍レ′　タイ虜

免れ場合は′　払4～ユ′／〆叫とばらっそか九号い。
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このことは生鬼塚鋸の収穫ヵ＼ち艶姥鋼製1こいたう　ま

での後備に薮鼻が・歌　うこ　と　と示していう。人身した

倉デー今て、、の水分ヒ敗退の和シは立の和暦粛確がろ

っ下。亨いこF雁軋れ離乳ヒ図2・4より′）ヨ本人姥

碑のヒう　もうこ　しわ密教は′　九分の高いこと　か・起属

して＼、う　こ　と　与か7　7こ廿

占・j　米、介魂州

サ1ロ鹿上前の　とうもろ　こ　しlま′　殊物観象か一行写

われ姐命姐を後藤（且帝／㌻〆高・）描下ハものか搬入

‡紅さ。登　れドもカ、が小らす、サ11コ何で、とう　もう　ー

し－潜隠す　楓象が、虜蟄すう。ニ恒ま穿乞香で・、かっ

乍しおり　′　とちもう　こしが高フ札付l二万5　こ　しドよう

ものと醸乳それる。こ　の水府嫡仰｛引　そ好こす甥姥

的線敏上し　て縛留互い　し旭珂ラ重度の商いガ能町肇五

らトう　ことt穿4孝で椎射し作。

サイロ所蔵喝の種射ン机、てtま′奇観ら岬耳㌦

ち月の帝石帝t二か、丁ラ商薇サ恒ユぐ郎魔の赦路がみた

こUt租考していろ。この東商L Lt切断Z・・笥強と

労〔ぞ∵ト与　へ・ソト、スペース雷今へ診老中を牒Lが入り止んだ
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ニヒモ挙げ＼て＼、る。夢魔l算ヒ力もうこ　し左傾幹かう

八・ソトス　ペー　ス常への7軋 気脇＼私に1いて度射し′

車線し後編より寒露姥で、も丸善乳路敵、つより絹鯵風

貌が摺維すうニヒ・t明らカ＼－こし′青嵐ら（冊Z帯親

鳥t案件1号約度乞綿た。零封この郎脅新訂小、、氷凄

諷健泰的鱗の長いの　十㌢∴敵Å∴しわもうこ　しの乾泡が

高いこ　しド　も起属して　いう　こ　とモ蘭4・47・、暮し　年。

占・4　敗∴凰

田丸lt入唐した輸入とうもう　こしの穀塩の象射ま

ヂ～形♂⊂Z、、宗一）′　孝明伯はユデブ℃て・、高い敷浪のもり

が勃払それてい　う　こ　と　t知っ　た。

この高い級温のとう　もうこ　しがサう。内て・、密封

されていると　そにノ　サ11コ外れ気私家搾　れ彩管乞

脅1丁う範嘲と　その滅泉の確薙与′　下車コ1雪の毅温め変

化1号剰すう数値針尊卑デーレナ、東胡た。そ再も象′

諷教条仲の影響l空、7号いき放免半径1まノ斬教材を

施　してい労いサ1ロ　千・lま　戎㌻〟　～ク、9g7　ていあった（良

き・汐）。サバ1コ呼・ヾ幹よりみて温度奪化のけい面魂lす弘

子面のヱg～お頭一穴盈している〇　二の帝づいま乳約に
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一昔　庭中控祁∴鞄とナ右て＼＼さも♂ぐあう。　こか韓埼て、、の鞄

咽の痺緩勲や粧生均増紬にイ半勺凄笹分解烈且　乾湿

上買　ヒし　て祓われ　。

頭克サ　イ　ロか君主二星、7車lJ細て、剰良さ｛て　し、ち二二日．

酌強弓†婆云章言質　よりl十日間野卑て－もサイ〔ユ中一＼一節

ていの霞最を絢が全で　甘いことJリ．節衛や♂　kうもうこし

の　窟怒沌′　とうもう丁し南保の吟亀車も＼√ひ笹眩均の

璃そきち二伴う誓しこようことけ卯巨かてい沸き。

気象発弾の繋）等盲を、†も絆分′郎目上サイlコ蟹借部分

はノ　節電ぐ＼け東面筒が、転化南よ　りも大き＼へ　こと　中

小カ＼リノ　mU工R日射？）ユりノ前里ら〔中門）叫ちか－射し面上

かモミ温分布寺Tl、コの代を温東ヒ　して計等し仁子刺

Y　里ナよっ　た。二木　は，泰論貴ぐ・月数睦か鴇もデ’ルき

拉膏根巨　巨＝解い七番果守二　よ　うか見てし、誘う。　象追奪

鮎の激し　くつう奇痛が吏＿画布て、、罫、も　こ　と、号′　茶鴨素

食小景；等＼二言ももれ　て、・誘　き。　また各冊管、ニス＼い乙、手

寺棒、二言　も表象賢昔　〆、茸て攣IJおらト7、、ノ　サ／t。ヤーC、

ト伺小つ　て　呵、ヾ聞耳に犬印さ　れて　いさ。　郡繁く二　おり

も喪温変転は銅管の節堤を知ェリ　も　′トざくノ　エル目貫

軍備碍縮約温か町家7、＼♂外気温の平均値・こ血いこヒ
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卜　占：う　よ

以上　の　ヒ　ム、リ，サ　ノいつ　みち貰湿イ主監も＼さひ気象呆拝

イ吋，竹′いつ　増給温か頒布　およびその桑折憫一二乳琴司

る喪＼各け′トさ　い。

ら・す　折衝碑の　発熱

十十ロ＝二枚目＼号も卜う方仁前一こ

てし＼きっ下りノ　いうで＼遽＼べ、仁と

叫吉蟄巧いし」丸薬気僻か巨

よひ凋為　し㌍酌豊明の増殖によ

ヒう　もうこし　か蕗丸竹

お′）水分璃郡か〉鼻亨最や

よう場合ヒ′　喀吸熱お

ソ発熱すうカ＼電務ま寸す

るlダ賢か一束うつ．丁　　に碑破棄　轍隻的グ納豆にノ草う　巷

箇′寸簡牽、。指南もザ′幕7、・ゑ　う。

、素∫章て＼＼ほ　断整濫喝容器｛伺いて　Yうもうこしの醍

退上昇で測定しク

モ酸化／反東武に　羊t）

之豆　fL　反古魚雷‡　負ヱ　そ　同い

酎棄坪仇青さ三塁上端そ鼓わ司こし

冒式割　下。

後束の錦東　　て・、ば折儀やd　乾熱雷乳恕モ　急場白須こ　と

ら　とて　い・う．♂－　て、、′　頭痛聖の割によう乾繁、し鰭丈射拘庚砲に

樽　嵐無1倍誠穀的｛華南　軋津　う奇もて、l足滝的l二号辛抱雪駄

ぐ銅かて横竜寸いて。モネ璃具ノ覧毒し†ことうもうこしの呼吸整かみによう
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登禦現象で一言ノヒうもうこ　しa水分仰（外山、）之詫最

良、息数名ごりヒの関根一㌦1可5・4に示し下し計り一二空間絶

ぐ表わ三両。　一方．研華中ド解拍均か・増殖して乾温上

眉t引手も、こて・せ→三愛∴撃一二玉rTうコロニー璃う碑

でLと之ニ2昆六・を教も三㌦覇権．言　耶・ゞぐ、示してこし寺門

鴇軋闇穀て、、衷心目し5ゥ　こかこと、盲的郎青め解豊

胸璃絹子伴う乳熱に才も鞍温上昇か・痺暁を餌㌦み。ト璃

合一よ　り激しいこ　そ賢覧的て最十丁、†て＼＼も。　堆妾の

紆藤平の酷遇上牒→欄甘言東野て＼パー勾′佃り′　奉呈蛎の

丸竹ノ徹生㌢恒　増姐か華監ノ　穀温オ繹埼蛮化等モ各

㌣根市してい弓か＼っ　た。　草瑞持　え岱′符紋等均のコ

nニー璃毒草ノ　諺遇の寒埼蜃化の曙除と頼れした韓

漫′　壁就中め登繁モ水分ナ裏打にr S寄与晋と柄呈勒曽

隠喝か苛～等に㊥離してノ　定号的データ　て絹もことか－

てし、号，穀過上名言徽伸して（臣瑚ギ′（ト弔）だ）ノ喪温

上唇遽恵ヒしてとし隠すうこと（こい　て常襲て予刺1

5奉読、、1相互下も　雪組柏が乳てきた。

‡いて畔蔵やヒ微生物の璃弦が為　しくノ　しサも虜

器呵七難貴か、依命や八一る場合■‥才ノ　断熱媒汎サ・楳千

木そ、へも　／ロて、、はを丸万鰐遇上司き∵写ることか′



（111）

（トユ曾）寅吉、、二ひ－〔トう3）式妄り　孝仁穿ざれノ　穐生物の

璃絶て引　き廷こし　仁サ　トコ　の節用勿　巨再結束一打描守合守る

フアレ一㌔つニ　′lコーチー　パン　葛か硯弓子吊繁持1才ノ

速効農ヒ　rよ　る　ことか、鯉牒　L kたつ

g弓　サ／1口軽姦＼碑。衆熱概碑

窮諸上眉は，とろ　もう　こし　の東方♂患いこと、て髪膚

して　いろこと　モ　寄之寺こ、青、し下。

サ　ロ画素靖の溌套斡桟厚　いらて、、選へ守」二㌫＼リ

ヒ　ン1もうこし　心木今そう翫口　させろ約7讐射チ乳象がサイ

1つ周で・産婆しノ　サ畑つ▼で灯和は町牽穂鶴で煤皇止ノ

鞄範祭れけ橙′ト　と和行！ふ）袈一分頭加　巨　よって　隻じ七

時埼整′　巷等骨鵜祭か鞄聖上風音・もから′　窮過土革

と与〔て碩われてこもこわ　し見え　た。

断＝り郭揉中畑束牒ノ　亨丁目7計石肇で本革久離不汐i二言う

亀崎東上肝′　頭痛顛五言1、t鵜竺甥硝砲的√雀軍令解熱

乍巧む虻∵射ろパ‖き∵か■拍予　づ∵つて＼、ら　し巧等絶ていき　ま。

枚って　サ八＼コ覇薇覇に愛車宣　ううt、＼のつ0、プぺ∴乙l亨′

摺b・ト、丁子瑠　五日て、、あリノ　天和すうとノ　キ♂　70フセ

スにけこ笑の　う「かい牽け、・ら右う。
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図6・1　サイロ貯蔵鰐の設生物増殖により発効
するまでのプロセス

乳発勲しているか否かは、入着
時の竃敏検定冨会の石質による。

黒瀬高水分とは、召物検定協会で
定める哀詩ここ上の時をいい、そ
れ以下は低水分ということにするt

プロ吼え①：藩札命で・寸て・守徽生絹の媚紬している

ヒ巧もうこしが入透し′　二木がサイロ搬

入密半言乱入し布錫合′窮茶粥粛連衡こ密

教憎さク
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でけ皿ス⑥：高水命のとうもラ　こ　しがサ申コtl強大

し′所蔵打二重吸熱机伊徽生糊の虜像

／か解熱（二より潜熱すう。

つ0、つ竹久②：低7k分ヒ力もうこしの貯蔵、打亡ノ　濱嘲

気の和珂過度か頂く弓∵富力、酪酸姐象l二よ

り九分硝伽tぞたし′呼吸牽かよか小破生

物の凄笹か解懲ltより潜教すう。

立仁が、っ　て密教寺領止吊にあの対策も′　そ小官、れ

ハγり　吼えド・首し　て壊し、ろべきて・・あ　う。

占・ア　凝教簡血弔軋

∂・ワイ　プ0ロせえの（鳥丸努㍗酵威綿ポ逢朝日ケ姥教）と

70ロせ久＠（高祖骨で酢酸や亘放熱、十外務合

こ人らの揚合′　後場で・の徽乳均璃租か判軋勅封鞄

で、かうめ　て、、′　落札分の　とわ　もろこ　し｛密威すろ場合

しして　手ヒ来て應覇守るこLにうう。

このよう7㌢セうもうこしは′　頑後作暦や徽生物増

穐t有子Lう有畑ニ′　サバ　b搬入覇l二乾埠㌣碓して

低水舟lこしておくへそZ・、あう。や糾えす・、剛（竹て磯威す5



（11上ヰ）

強食は′　高札分身周れサベ　ロlシ入れて艶過て諸藩温

く乾施し存がら′　Z、、卓う畑丁短期傾ぐ搬玖レ′流血

で1して　し　寺　う　へ、そ　て、、あ　ま。

占・ク・2　7㍉ロノ巳え①（撒水ガか一水月増加し七着教）

わ埼庵

（l）サ恒コ断熱、新路蓬／の弔姐

外郭ヒの教の叙入プ｛ガくすう隼めlこ′　呵教材を

厚くすう皐か、孝王ら｛うが′　審う費で・運べ隼よう一二

分榊へ度の断熱射て、、も明壁イ寸血の過度を軌t簡ぐニヒ

ほぐ・きりかっ　在。二木以上木屑■〔に了すうこし1才象覇

約、1も視界があうのぞ・、ノサいつ嗜碓漫営面での対乳

に再生　いhげ、万ら乃’し＼。

は）草月l〕赦し碑の施確漁

家沸す∧ロで屠蘇イう揚令，移す葬で塵斬し辛rヒ

おり後泉17・、そう七一リ催冷し甘い　ことが戒’蓼で・ある。

徹っ　てサ恒つ爪へ、7ドスペース和の堅碑t古さく　す

うようlニ頂野寺ぐ絃杓子赦人巧　さ戊’孝か、ある。しか

レ搬入時の級物の孝一ニよって、亨′　ヘットスペース甲
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肘人草くり　こともあ　の・、ノ　温みナよ方畝で吊射、。

臼）琢姥漫営庵での対象

①　ヒ　うもう　こし内周威風の楯像机、しけ春宵ラ象垣

の高く　行う二と手簡止すろ作動ノ　ヘ・7トスベ⊃′

ス抑｛確象牙う。輝久虜数と搾乳曙賭けJ・9て、、

夜封す　う。＿

㊤泡埠絶一二机＼てげ乎ナよ授灸聾が称こくい璃合l笑

外気温が低下しけじめ千綿にへ・7ドス　パ′ス野

町雪壁面に温風モ乾伸丁て′　氷養気温施与簡止

司ちかノ　怜通虜｛聞いて私財盲外へ臥す。

③卑浸他でも岡観てやあ奇やヾ／温風を彼杵丁る方か牒

外気液が、亀∴い〆、ぐ、′　エネ｝レダーづストの旬から

瑞Lつ　と姥礼落Itよこう′ヾきて、、あうp

のサバ　口内ぐの縦生物の夕曽砲は毛チタリ　ニケて‘そ

巧いのて・・ノ　ラ凰侵せンサt常澄して　と力もうニレ

7和魂中堅良め軸珂規確t噂1二晩視する。麺対演

詔が高く弔っ　てそたら敷生物が瑠移しやすく瑠

ることt認嫁するのて・、′　洩守か一二薇駄句べ、きて‘、

あう。

＠終にへ・7ドスヾ一ス甲ぐtか細密I二上り縦生絹紆
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機種Lです、J。ハZ・・ノ　塊薙せンサー事、よか一過旛且

ンサ′　拍教敦盈司う。手仁とうもうこしゑ周

畢ぐめ敢鹿か色や教生甥か易笠レT雄柊とテレ

ビソ7人ラ考ぐ髄．相で、そう　ン久子ht周密すさニ

ヒも布何て・、あ　う。

∂・　乳昭の　艶蟹怖JL解散への舶

絶好の密教餌嵐ヒLtl右　折萩中÷鷹香し平癒合

プア　レ／シ召γや、つ一ヲ一　㌢ケ　ンも宿存うこ　いこよ

り′　放浪イ久下とはかって＼＼う。しかしエア　レ′シ召

ン巨より毅塩両氏下しt館相称日暮搾ヒLr万く畠う　そ

の和泉沌期碕て・、子方い勺　等t d一ヲ〆　シす　ン1音調私人・

碗」臥－シ時間し柁寛が帝＼かりすぎ、′　とうもうこレ1二村

為しト敬呈明日訂・ら各くこいこも弓う。へ、シトスへ。

／ス斡〔瀦ネロや書、露七顆止すう乍諭〆工換気豆ノ　所蔵

呼、ニ搬机物か塊宛しけし㌦外車穴吻合－tlま′　駿東射史給

し徽生物硝柏t期息司ろこLに労るので、造勧度ヒ存

与。

し辛が、って密談甲工数娩七考温風車重孝介呼吸牒

輔より匁しくて′　明らか†こ微生物璃租lニようを功と‥
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あうと刹丸子上作晴は′　上遽＼し乍∴［ア　レーシうン雪

げ、ア止す　へ、亨で、玖る。この　こい茅努逐死tシおいそも

初期稚過が高いと孝ltはげノ｝ロlアーヾ、印の乾温かさが

打てくく　ノ催生卵か瀦宛LやすいのZ・、周魂の取吸い

が、l＼ヨノ黎て、・あ　る。

ここて・、合理的かっ牽軒的千一しカ＼も老塑t未だに砺

上目方法ヒして′　頒筑後遠め号互選と乾過敏裾が孝

ザら小る。捗下－÷　その方診て瀦調11£ィ、る。

g・9　腰邑壕の針耳

右9・／過度客観式揃

い各へ、′ドスペース努将Z・・W〔絢）の永煮えが密

生するときノ　ヘッドスへ。一Z申埠の　九条気晩か十

戒打て、、泉石之入るっ

W鱒二　a久r九一m）鵡　十∇抽　……（6－1）

†ニ†ご・L t：碑瑠‖有）　　　臥：稚魚魯〔小粥r）

侃：輌磐砲緻右虜凍（軋り　Ⅴ：ヘフトフペス甲瘡後（小つ

拓：外摘羅段珂混食（緑）
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たこ0　のし亨　の　ニ㌻0　しして衝く　L

距＝㌻ク十蓋い－e鳩湖たき　…一一（6－2）

ここて、、水鳥気が鶴ネりLTこ確の才筆泉lこよも過度成東も

求あろヒノ　碑増え＝0T、甘＝D　とおく　こ　しによリノ

町人1＝1㍍十票
e了笹ん）尤　　－…－（6－3）

この式から　ヘッドスペース牟性の蓉砲陀珂遽産れ

の終噂を札モボ新　も　ニ　ヒか、守、孝∴う。

g・9・2　度泉壕ヒ穿砲網珂諸兄れ剰余

ここぐ、は　召－う）武　岬の　町（㌻在r）二は凰鴫李色で、l富

第4年ぐ求め乍l筒の鮨藤塚（4弓∴2）t／与阜牽竣

隠．で1ま友4・4〆1番酵母t）机＼う。

U等簡単の有畑　遁鴫軋千・は用の締（象塔が乎絹叶

乳温良省略射　時か　農高臥温頭射れ／初号等Z、、の　r

喝瑠Z、、藩生してLヒ斉をヒノ　Wけ攻めよう1二万5．

Wニ肌1日OソF　　　　　　　…一一（6－4）

新路ぐのⅥ「再友4・4〆1最初の10碑碑l日東笠し辛阜

t守重し、各。
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書下恥ハイ射右　啓平均気温′I弓子均相弔池亮より覚

め扱4・5奇終）′　へ、7トス　ペース畢寮砲Ⅴ〔朴リl才虜4‘

5より　末弟う。友日　こ　れらの彬見せ荒す。

表6・1　ヘッドスペース部内の状態

地　 名 V　 h 3）　　 拓（g／m3）　 W （gノhr）

岡　 LU －132．1　　　　　 20．0　　　　　 39．9

釧　 路 132．1　　　　　　 2．63　　　　　　 21。7

い専〔いち）ギ甲乙・、仇二　駄々　万言頒乳虜教ぐlん）

t向いて′　倉兄の恥の終碑変化老来あさと摩廿Z／

いう　のよユ‖こ′よう。嘲人では　打　の腹、ニ血でく　のlて－

（
ち
＼
叫
）

4
　
　
3

（
■
戸
＼
叫
）

6　　　　　8　　　　10

時　間　mr）

2　　　　　4

図6・3　mと01の関係（釧路）

仇＝ク、∫Z、、封4時牒′　新陳オま孔ニJ乙、、封う碕碍t普

するこしが、右ヵ＼き。坦れ林下の換気個数て■、lま、へッ
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ドスペース窄潤乙いのき膏囁｛両上手、そ甘いことか㌦右か

う。

∂・ノク　経過乳視玖

舞う尊、与か、丁う数値朝頚で、ほ′　所蔵夢叩け　÷礼象

条任の弟智－÷よう経過餐軸が、射、ニヒ盲如フた∴　レ

乍かっ　て密蔵、平に温存もンサlニようもユタリング、てい

異常tこ高い醒過て愚夫p Lb頑、‥げ，しわもうこしの

喀鴫咋周かよ伊・徽生物増殖（ニ‡う泉教がかガリ塩持

しt L寺っ　ていう孝に存う。こトは鹿懲し作繭見て

監視していうこしシシ炉）ノ癒合雪隠繁簡上村貨いま

いLすい、。以下lニ筆痛め鉄泉司う絶温蚤親活写拡べ、

囲蔵牢の艶温上昇lま′　温海の碑酷勘司の鴫と徽ユ

摘斬亀頭で、lまその温風はえそく象りr上　下LLば庖

丁・ワヒ瑠9・打こ末恒あり　いあま。二の連射　乾物

の令碩旺賂仁より異存与が′　今磨濱琢碑に子寸すうヘ

ット・スヾノス弁客砲の色喝孝甘さ0′　すり石弓克碩

師での鴇いつついて携えろ　ことにすう。

穿与奪で、厳封し辛ヒおり′　呼吸値覇のキー＝よう虜
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教ヒ　微生物が増殖し杉弱れ画境イ予伺かよか・凄官命伺字

数l二′よi密教軋象の分離は可能で、哀　う。

寺Tt3・4・之で、茸へ、丁シように呼吸イ打司の叶の匪温上

弔え薇Sl　は次式ぐ、教わ三木う。

Sユニ　△t／ム£　（○シ有フ　　一一…（6－5）

微生物硝魂均の級毯上革温尭　N　は

〃ニ4㍍　力　　　仁勇r）　一一…（6－6）

ニえに〟／二村う　さ　ぎ之の比　ェはノ芸試て、、泉わ了卜う。

良三＝∧／ん．　　　　　　…一一一く6－7）

し辛がっ　て新教御崎、ギ可象塊上筍逮夜｛鞠頑もユ

乍1）ンT、していそ′　このエ軍連夜が紆頚覇描鴫の符ヱ

修、1逢しセ晦ま徽生物離逢トよう簸塊上卑7、、あうと

桝軋Zいそる。仁ととげ周F・7ヒ傾ぎ・身　のかニク寸捗り

勺敬鯛乳碩酎彗tシ釦1台乾遽上考塩魚は′　そ1上菅・減

かユニか／ノ　〃ニ♂・7　7－、針）だユニ　ワ　ヒつる。

哲哉呼の終瑠上考温泉かつ庸抜上仁万っ1日鳴信一富′

敬呈狗離射しよう色、教弓酪泡上率い車？了密度．しっ

も行使桟か、生じ丁ここヒl二万を。二の堵合一ま．詔貴へ

隠給t断〔作あーtiマレ一　シサンかよがlつ一う　一シ

qン′　捜瓦も中止し′速やかに朝律、しそ東急させて
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し子石　へ、そ　ぐ歌う。

卵を′　この　ように軒萄坪っ酪途上眉温度七常碕モ

ニタリ　ン7、、して′　屠怜写経温上岸温度特産してい弓

いかと巧かt利息ぐそる可剰システムそ圃確すうこ

打こよりノ　折鬼才の密教七丸だ一二両止7、、そる　ものと

孝とう。

g・／／荷　風

本論青め孝之尊から第F阜lこかて厳封した瑠泉

tとり専ヒめて′サイ　ロ密蔵締め微生物離直により

就教する等　Z、＼の7．ロ且しそ解晒した．写千号の兼敏

t簡上すろ対象そ椎射し　た。

絶食射り孝磨けこ之のとおり7、、弟う。・

（リサ1ロ所感時の承烈磯雄lま′　ヒ勺もろこしのフ軽

舟｛離日でtう瑚殉約線敷、がサいつ的て・、密生しノ　サ

付コ、平、し、幹は断熱状柊が伐たれ′碓失愁泡は郷u＼Z、、

あうと丼存まれ′　札命腐朝一二よって生じ、た呼吸教や

縦覧嫡射点じ碑石巷領分解熱か・紋温上昂ヒしてチ乳中

れたもめ　て、、あるク

筐）摩無音Z、、めて0増せZ h「ま／山高水車ぐ、耳で・t二徽
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生糊の離れでいるとうもうこしが入嬉し／二両、ヘ

サ／1ロ搬入、喝、こ浪人して　断裁櫛擢適確Jニ廃熱する

場合ノ（ii）高札竹の　とうもろこしがサバCH∵混入し′

鱈覇、ヤーニ呼吸烈右、よ灯グ孜生物の易簡分解牽けよ′ノ密

教すう楊⑧ノし嗣像丸命の　とうもラニしの窮森畑ニ璃

像嘗巨こ打水凋■町増加し′　その薇徽豊潤が魂婚して

詔懸、寸う藤倉のうっが単、で　与れる。

JJ 本研窺て・、礪ら久代巷本的豆腐葱鮪止弁牽けフヱめと

有J）て、、あ　る。

Ln官本に到為し七時のと　うもう　ししの刃し分かい高い

鳴け，車扱」盲明で徽呈物硝絶壬抑えるたれltノ　サイ

ロ制大審　二教唆矩絹して仏勅命に　してあ、くべ亨7、、あ

し針や丞口咽ぐの鰯藤簡止の珂感、‥J／へ・7トスペ

ノ久斡t頒乳する　ニヒが布勤で－あま。雅嵐に£イ）外

気の絶対瑠凛■ニ迫でく　侶二収牒与碑和才／嘲鳥hて十は

摺乱1旦居組（lん〕＝ク、∫　の碕朗4時円い、射′針路て・・け孔

ニ」の礪習う綺好け、あう。篠員何級孔かrそ人吉′ノ小

甘い　ときtニーま′　長覇瑚∧稚気て・・も和風の表われナい、
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こ　とが、あらの　ぐ、沈思慨へ、そ　ぐある廿

ぐう）微生物が新港した蕗の敗謁上耳温泉t机現r）／

噂吸熱の叶の敗退上昇軋盈t sz了粥r．）ヒ∵有うとち

だヱ〔ニ〟丞ヱフて向いた鋒温上昇五泉の結線法｛導入

寺号ことl二より／折奈留の票・激弓敷浪上考を泉巴に

顆」してうニ　ヒ　か、ぐきる♂

宙）微生物増殖噂オ髄烈簡止対象ヒ　してけノ　や敬乞

えγ、高木舟の　とうもうこしt搬入し辛埼合／弄うい

け密蔵呼の毅過が各激に上卑しl‥、、劫卜堵倉はノ　観

豪か服繚1斬った畑二エア　レシすンみよか－｝コーチ

ーシっン′授乳与と、吊や止して′　速やかに汲臥して

親風巨ま　わすへ・そ　7・、あう．
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第り孝　商　館

ヒ　う　毛′ラこ　しノカサづ　ロ野卑碕Iニおこう腐牽一二£′ノ

整う息が郎～館生で二も逐すう。こ47ヒ水サバ1コ呵一㍗と

うもろこしが腐敗しヤリノ脚線に明澄・瑚ユ∴畑経

略7、・粟生する終息のたれ　僻村ヤ敷潜め虎蹄と　して

一打、ち申しrよくなる。この節威喝の潜熱は′　とうもろ

こし毎日泰の卵風教およがとうもうこレに瑠為した微

生物の媚稚一二倖う巷官命解熱lこよるもめて・・糸一ろ巨砲

砂上いれて＼、る。こい呼吸イ勘判や甚簡弁解えを・亨′　と

恒うこしの九分が高い和才濱しく阻適されること

より′　サベロへの高祖命のとうもそこレの魔人やノ

耳目つ断威頑に九分t増加亨せき何らかの甥頑的親

電くの寵監芳ビ、か、そめ五万藤虜ヒ甥えられる。

しかレ免を亨て・、サう　ロ貯蔵昭の憂愁横磯は解頑で

れてからす、ノ　穀狗錦頂′　品筒音碓ノ廟終調整貨4線

勉lこ対して凡そ弓博学　ヒ写っ　て＼、る。し彰が、っ　Zと

ケもろこしのサバ　ロ財威頑の密教薇礎t解離しノ粟

教tえ脛、に簡止する対象t痺粛するサ零雁か・・出てそ

た，
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本宅有子は′　サ1ロ窮蔵でれて＼＼うとうもろこ　し（二

つ　いて　′

冊微生物硝弛め凍凰ヒつる高7k分ヒ綬硯の燦條モノ

8本入港碑かヂノウ　巨よ　り麿割的ド幽ら　カ、にす　ろ　こ

と．

（2）外気温／大儀房約万と・、サ付コ外卵の気象倉イ上いこ

より′　サう　口内の酷遇が七、、力線屠上昂するかt硬朝

守るこ　と．

（う丹1ロのへ、アドスペース坪Z・、の解像壕の軋孝的

朝巡演と′　禰珂ラ慶庵の商い准熊や解裔l二よう永和労

相の可能性も夜朝する　こ　と．

射高水分の　とうもろ　こしモ貯蔵した鴫′　画料イ勘圃

場らか、に教皇咽頭柏によ　る密教t更級トより鼻骨的

じ据封すう　こと．

しり以上の各研東で贈られ阜解凍よりノ　ヒうもろこ

しのサ付〕折衝喝の発懲磯雄を総桐打二解明レノ乗

教務正対婆も繚封すること．

乍草月持しして宿った呵軍の戴乳も亨ヒ胡七もの7・、第

本紛丈lまり孝から戒∵上勝l孝ヒ解り卑lゴそれぞ、、
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れ鞠鮪ヒ錦倫で・あー上岡寛の主客節介一才虜Z費から

歩も孝まて・、♂且っの牽て・㍉ある。

以下に務ユ費から・断二親孝と述べ、る。

木蘭丈の歩ヱ孝で、lま′　麻入とうもろこしがlヨ太へ

糾為し牛頭の穀温ヒ水分のヂノウそ鼠鼻個別に分類

して′経過し水分の剰余乞維新的一二成れ′　叔1㌦恒結

果も絹管。‖）日本列島時のとうもう　こしの経過・才

知～錘・OOCノ　アにオーま／／、ク～ユ〃％…・の姪周tニ針ノノ

高来甘め　とう　もウニLがサイロへ搬＼さ卜う可能性

か、あう。（吊　入手　したデータ　7ブヨ別けか丁る敬う凰ヒ

水分の瑚′目すク、／〆わ荷風水準で・立♂粕廓柳象（r三次亭

ク汀Jか、ある。（iii）泉牒目上　ら♂目し石　もろ　こ　しの水分は

β、∂～／孝、乎ガ帖と夢足して＼、るがノ　夕月圃庵の場合は

仏阜～ユ吊だ帖　とは、らっ　寺　がl大きい。OV）F歴史の

塵展よりノ　田本到為碑の鮭漁か、高いニヒは高恥骨∫二

£　ろ　もの　て、、暮　ろ　と　い　える。

弟う孝ぐは′穀物一軍失望サバ口内て・、功敗諸分布q

薇断て堆対した。東曙に促何これていろ大予言のサ

うUt対象に珂爽するこい了困難て、、沸きのて、、ノ　唐草

で、lま1フヱ五非息背教仏尊方経ガと巧慮後産硬条で、泉、
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直　した数相即鰯もデーレ与痢いて′　麒過分帝の　を触乞

求め七。ここ　7、・いう　之攻えいま水平方向Z、、譲り′　オ

気韻や日射作と、・め気象食指lニよう外壁温直の　を軌そ

サ十也のIプ日朝tニ小手っ　て常乱し千㌦　二の　象私費イ千が

内申の乾過変軌に七、、の打lニ影響すさか子鹿留レ′

Jズ了の瀦度と褐た。（D　那覇、こわいて　房子巧象ラ且

27gで／官長高気温如、♂℃の佃を伺いで′モンテカ

Jレlコ鼠tニエ　ソ恩那再二外気浪費断て軌確フて・ト十月

瑚貯蔵の研摩を縛り7巨細凰ノ　断熱材のぢいえ4　－

′レサ恒コ　麿体尊卑畝∂甥h・‥写り馴れ）の巧壁

面温亮は′外気温ヒ日射の彩管t牽けてノ　嶺日動て、、2／

～4化か費知かl譲るが、ノ　呵牽牒日工隠した璃合の噂牽

商温亮はほとんと、、安んし机、。〔吊針路（ンおい71才

招平均気温一よ化′　日食席数温一ノ、≠℃の樋｛揮い、て

山ヒ同線に17月瑚所載外賓兇乞う亨アノフ丁二滞旦′　軒

教頼め飽レてい烏，いえヰーIレサートロ（教仏連年叙0

枚客人ト。。ノ各号　∂仙い内壁面貌虜のlヨ奉れ甘外気

温と射口重厳の変豹そ京すが、ノ　オイかこよう気象象碑

の賞与管l捕ら　れ互いや　亨七貯蔵斬塀、辛解乳は和ぐ1雪

氷にイ久下し乙＼＼くがノ17　周期紆俄嫁ぐい隼壁かう
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約Z小1メ日射ぐの　毅温1才一紅て、、ある。（冊断熱材七砲

してい互いス4／lレサう　ロlニおいて′1ケ脅周所蔵

後に気象条イ辛の影野空曹′丁射、牽謹危孝後巨ヅFノ

巨彩管も針77い半径′R＝サ仰学年）はノ　野窮7、、／才玖汐ブ～

招97ノ　動診て、lけ∂・〃47・し易う。（吊断裁、アの　とう

もうこ　しめ呼吸仔周の材の絃三見∫考温泉ヒ毅生物の

線絶一二孝十絃温土塀温泉乞掟軽すうニヒ（ニJリノ　貯

蔵、平の急激存絃温上昇豆乳祝しうう。（∨）サづロ酵

薇甲の異常専務瓦の承教の尊属～、、誘う敷浪上射き′

外打払′　日射孝万と・、のえ私費碑によう　もd　て、、一手零く／

生の麻傍目まサイ　ロ内のとう　もう　こ　レの呼吸勲宙よが

とうもろこし臣指名し性徴旦物の媚姑tよう孝繋が

は　ヒ　Lと、∵「腐る。

第年孝で・牛　微生物増砲の針司で・あま水分夕翫ロそ

引孝がこす鰯惨碓象1フついて／条イ芋と鼻戎秘と諷後

免．ニ命叶で膿封レ隼。襲竣弛め埼点けサバn内のと

十もろこし泉應斡カ＼らへ・ソトスペース帝への某鼻泉

解離によう潔藤号′温軋牡の錫合はヘッドスペ一久

野性の私産久の鬼頭、弓う解像壕乍盈孝的－二村濱し′

沈下外商見t絹た。〔目撃電化、亡かいては′　貯蔵額
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掩後日もラこし象鷹野の敗退か、低下し履けノ　々

れィ二日♭互い喪腐食も後時的く減少万　力ヾ〕　の孝

ーづ泉用幹からへ・アドスベース野への札 見落敬丸＼と

射＼て骨盟で、そう。（吊温暖叱lておいて、ま／臼凝低

見過すヾ、へ・アドスペース卑称の堅気の像、首∴メ下｛二低下

すう気象東沖の柳二子舌常が生じる。離像が、生じか、

錫合7、、も′八フドスヘ0′ス斡性と、指揮再演直のか存

ソ高い井鯨が斉碓すう。GH）街藤東経が紫j泉する　と

物那打エフ虹分が離ロしノ郷珂透見の高いガ路が顔観

耳もLレよじ凰ltよソ孝衝九分かサ顔卯すう。こカ　ニヒーま

微生物凋袖功孝一凰L写　る．

第㌢孝Z－、甘　栗う孝において平八　ロ所蔵呼めを温

命布け外気過，月射′　と、の煮i管そぼとLと■■垂け祈／

サ十日甘ぐ目敏過⊥苛け見られJrいニヒノ　亨仁者4

貴で、潔蓼号によlJ軋ガ増加つめ可乾他か′あるというヱ嗜

宴を脅廿て′　とうもう　こし所蔵暗め密教観象′二分J

甘、す搬生物増殖め景子管モ確朝し七二濠牒亘は斬懲戒

閣新路日射＼′　ニ♂十呼へヒ巧もうこレ壬旦字威して扱

う風上卑t剰乾し仁ク餌窟孝和夏ヒうもろこしと泉両級萌

しt錫合ヒ徴生将が硝柏した喀命の2癖蓼て・、ある。
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剰乳棒寛よりヒ巧　もう　こし内の務か線化及末、て泉有

司試、ン狛†う2誘え缶定数名主そ盾凛歴二、、ヒJ二翻／

aP℃基準l二線思した鮎れ他と丸助言七はユロメー媚

宛字しか解像モ確弔し下。￥の尭農甘皮d　とみ′／て・・

よる。（i）貯蔵呼の敢途上牽けノ　ニ之の牌の酸化磨耗・

式ぐ表わすこ　Lが7、、亨うち

港二与泉2（仇－X）（必一BX）　　一一一（。

ここて、、，下：穀温／七二　時間ノ　笥：ゲノレユース・の■え

応・怒号ノ　戸：襲均の無音号ノ　久二顔の及良、阜ノJr：

容鋒呵酸鼻液泉ノ　X‥イ主食、の時間て…〆席の泉缶l壕・

LH）初覿つnニー毅が久きく　て　も野教、平に・考ゼ十頭目趨

甘利え　らトhlで′　敗退土早、まと　二十もうこ　し窃確の喀

吸熱のわによ　り引手起こ　ミ申しノ　ブβ℃7、、の；乙Jと点∴紅、息

数名1ヒ7区分げ（払ブ≦仰〔〆′机上・）≦ユ？、／ノの固イ和づ′某

の一法席数で・教わざれる。

食1三月ヲ祈　一4J7　　　　　　　　－－－いり

（iii）コロニー増殖率乳国史敢終う碕つ。＝ニー数）／（和

郎ロニー敵中ヾ、丸尊いとそのエフ更えた、息数射J′

呼吸骨射ニよう填1め伯よりがなソ大きいイ直せ示しノ

食言几〔♂・‘グr≦窄与汀ねノの瑠條lす淀め鶉数蘭紅ド
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名1ニラ≠tjj？♂ノク／

泉わそ　れう。

（iV）容易西か初期稚桑渡瀬射す′　産岩鼻頑に珂十5

へフドスパ〆スめ牽瑚年サて－、泉車で　｛′　この客席牢

伊か・丸きい　と亨は敷浪の上考え度が堆翠1二大尊く写

るク（V）密薪平の徽旦閑適殉軒易しくて／普瑚牽V

かtきい　とそllは′　すらに灸弓紋万寮追上濁ヒ写ワう

そ恒二審も針こ多目、てほ′　川上の覇爽顔見より′

発熱徴綴じ軌条する儲虜与rAら狛二乗教一二＼、たるま

て、、の1¢ロせスlLついて線合駒に潔泉　し乍。また憂思

約万発熱簡上村乾立っいて　も官良し隼。

緻合的ナよ孝牽けフえめ　とかリア・、ある。

（l）サうーっ密蔵酸め密教薇棟は′　高水分れとうもう

こしが搬入それろ功＼ノ　あるいlいk命乞硝弼亨やう物

碓約線象がサう⊂上西て・、凝呈しノ　サイ　ロ甲1ぐ野は断熱

強敵が、成辛れ寺組懲軋1音曲∫トて・、あう　と万7日thノ　姐

風凋力侶こよっ　て　生じ＼巨頭吸教かよが徽生物痢砲によ

る碁笹分解教が毅池上考として規われたもの7－、誘う。

（2）密教予て・、功一γヒ上巳久仁一は／Li）ト姥碕オヒうもう
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こしが高水分で、す2－－1二膵生物が、硝廻して二hリノ　サバ

口癖審新都直後l÷潜熱する錫合／葎）満水分か　とう

もろこしの貯蔵、アlニ縦且物か、婚施して密教する壊す

捕り仏水分の′とうもろこしの貯蔵甲仔細対謬薙／の高

い壮絶の脅綿雪、＼しけ塵藤トより姐命が、増加レノ　孝

の後徽且均が、硝殖して発熱司る揚々のうつ　が孝げら

れ－与。

碁本的ガ粟教砺上帝壕はこえの　とおリ　Zい誘る。

（トロヨ本に到為し　た碑の　とうもうこしの米ガか高い

塙履けノ　呼吸相聞や琴殻生物新星七準える「区切1こ′　サ

イロ搬入前に乾竣矩賭して極祖々匡して　おくべ、亭て、、

あ　る。

p）サ八　に日向で、の餌認取止め対像には′　ヘフ　ytスノヾ

一ス卑老雄泉することか、布勧7、tある。腰瓦により叶

敬の絶対趨複号止でく　わにlす零すよ喝欄lg′　岡山Z、、、け

強打負数軋（眈r）ニβ．J d諭考きき4摘欄て・、あり／針路7・、

け仇二l　の碑やうう碑欄で、あう。れかい等木より　′トざ＼、ヒ亨

lこけ′　長卿第の授乳で、も勧鼻の友われすい、ことがあ

うので、強食すべ、亨である。

〔う）微生物机碩旭LTL哨d敷浪上帝温夜空N（心拍rl
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喀嘩教のみの解趨上昇速度そSヱ（Orん）㌢†ろときノ

βヱ（＝ルカ之）で周いた費翫風上昂速度の甚薮畝て導入

するニ　ヒlニよ′仁　所蔵、考の倉敷万香芝追上考も未だに

簡止すう　ニ　ヒが子・そ　う。

吋や有t L車高軋身の　とう　も　うこしt級、入し阜塙

倉や餌東平の経過が急激に上卑し、苦し－わた塙盾の微

生物増殖l二よう確象徴止封姐ヒ　しいま′　サうーっ呵＜

れ観象の確鉾t断つ　ニヒ軒孝すら｛る。徹って　エ

アレ　ーンぅ　ンかよがり　－チーシつ　／／　度乱は呼止す

べ、きて、、あ　る。上遽■1よ〉1万封十賠」エリっ　仁　と　力も　うこ

しほ乳やかにす　。廿　利敵臥して混乱l二子わ寸へ、ぞ

で、あるや
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卑轄l

く射、重縁をテ＼朝木　上か　√γ、つ　つ＼－ぅ乙＼ン

●■★★　COIけOl川　LIN亡S　▲▲★●

亡．XrER！uL＿SAJ・1巳Lt

CALl．PLOTS川．∩′U．∩′ロ9〉

〔ALL PLOTH）．0′0．0′一3）

〔ALL　日日T
〔∧LL AxMESH

RnUこ0．89ら5（；ホ292

CALL．ヰLTC＾L．（SAliE，」1JROU）

〔ALL CONTいl
〔〈LL PLOT川．U／O．0′疇3）

CALL INIT

（∧LL AxJIESII

RnU三一0．87730二i145

CALL＿＿ALT〔AL（．SA：1PLj′ROU．）

CJlLL CoNTLH

CALL PLOTくり．口′0．0′9ウ9〉

STOP

END

Fl川〔丁エ0日　針いけLl（X′Y′ROu）

m用．止IME刃S工．む！⊥MはIは」＿P．⊥Sエ且18．Uユ工．ON．

PX芸0．1

PYq0．5

S王GXワ1．82

SエGY＝7．0

よ．1．ヱ二㌧（六二1＿ん．j）．．リ＿2ノ．＿（2．0土．S工．GL★Jヱ土（」＿．．ロコ凡OU卓上ZLL十ROU土u三＿1．4．．5）

亀　　★くY－29．5）／（SIGx■SIGY★日．0－Rr〉U★★2日一くYfZ9．5）■★2

品　／く～．0★SIGY‥Z★日．ロー叩〕HZ日

JF（Xl．LT．一月0．日）×1ユー汽0．0

与川PLl、土日．01283／SqRT（1●ローROU★一之）tEXP（Xl）

RETm川

日用

C

SURROUTLH〔・INl T

LOJl；・10亡り．亡0！用ユ」ノメロ′エロ′HX′Hエ／刃X上月羊＿▲MX′．nエノ．XW′＿Y．u

〔nMM0N／亡く】州HT／KH′H【IT（2日

〔OHMON／〔OMKxM／KXM
★▲■★

XO＝11．O

YHごり．0

日X＝0．．1

HY＝0．5

FIX岩1口？

NY貴糾
MX＝10．

IIY＝10

XIJ三2r川．D

YtJ＝～0口．口

★★■●

KHElO

DO ln l＝1′KH
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1n HEITH）ご∩．003◆FLOATH－1〉

lJRエTE（占．ム占【】日工′HEエーくり．エ軍1′KH）

“n FORr・川T（日暮　′H H HHT一㌧エコ′り◆◆一㌧15X′FlO．5）
★★■　▲

KXM＝1

P〔TURIJ

仁IJn

SUIH汗化けⅠ購．．AXM【SH
COHMON／CnT1DTl／XO′YO，HX′ItY／川′川Y／t・1X′MYrXW′YW

COJlHO日．′〔0たIC土工AX上〔ユR．■エECJA′Jt．X上C■＿HエLL

〔　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　■－【　　一‾一　　　一‾一　　　‾‾‾

XFCTRコXV／くHX・FLOAT（NX－1日

YFCT〔くYU／（l丹★FLOATくNY・・1日

HXF〔3IIX■XFCTR

HYFC3IIY■YFCTR

亡　一一一　　一■■　　－■一　　一■－　　■－■　　一‾一　　一‾‾　　‾‾‾

HCX＝l用★FLOqTくI川一日／FLOAT（MX－1）

HCY言HY★FLOAT（†けTl）／．FLり八丁．（MY¶日

日DX書目Cx★XFCTR

HDY三日〔Y★YFLTR

C　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一‾一　　一‾‾　　‾‾■

n

l

′

n

U

■

　

　

■

n
U
 
n
・

〓

　

巳

Y
ハ
　
リ
ー

D

 

h

り

Yト
′
1
3
J【

U
10∧

ソ

）一
ヽ
」
′
Y－
い′

｝
∧
■
い
くTOL．V

P

 

V

ハエ

L

 

Y

ハ

L
．
h
け

A一
し
●

ヽ
／

■
ノ
L′Jくh

U
O

■
一
「

くr
l

▼
・
・
l

D′
l
ヽ

丁
■
0LPLLA

一
J

nn▲
・

リ
ー

－
U●
一
Y－
U

10〔りlJTIIJU【

仁　　一一一

．Eq．∩〉　nXコ∩．11

X′DY′乙）

■一一　　　　一一■一　　　　一●■－■一　　　　一一一●　　　　一■一　　　　一一一　　　　一■l

PX＝口．n

nY＝口．n

DO Zq．ユニ1′‖X

CALL PLOT（PX′OY′3）

DY＝YIJ

IFくMoD（Ⅰ．Z）．Eq．8）わYコ∩．n

〔ALL PLOTくPX′OY′之）

DXlnX◆HDX

28　cmJTIIIUE
〔八日．PLOT（0．0′口．∩′31

〔　一一一　　　一一■　　　一一●　　　一一■

R【TURIJ

Uり）

〔　一一一

一■■■■　　　　　一一一■　　　　　一一■一●　　　　　■■一一

▲（0牲TLN

S．UB且qリエJll．L〔．QJlユLN

H TO HND STARTlNG PoHH　★轟

CMlMqN／COr川Lr／AL丁目2．1′12日

COト‖・用肌／い宮lKSlりKSW（121′12日

〔nMMON／〔nMKXM／KXM
〔OMM0IりCnMDTl／X†】′YO′HX′HY′NX′NY′MX／HY′XU′YU

．LO飢用凡Jt』軋LU＿⊥Xf．〔ユR′JヱCユ且′封X上〔．■H．tLC

〔OM110N／COT・ISRIl／lArJAptT′JT′KS／UAl′UAZ′KV′エREP

〔0日MOトりCOmHT／KIhHEJrく21）

亡0仰宮川／い）MZHV／HV
－■■－　　　　　　－■●●●　　　　　　■●■■一　　　　　　■○－＝－　　　　　　■■－■1　　　　　－－■■

削り〔石川／FLOAT（N†一日

HエLL三上UJEL鋸．．L　エエ」」
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00　50131′NX

DO　50J＝1′NY

Sq rSIJ（レJ）ヨロ

仁　　一－一　・一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　　一一一　　＿一一

〇01口　K三1′KH

K〔RP．≡O

KV＝K

HV＝I圧lT（rV）

〔　一一一

DO　20　KXtり′HX′KXM

V＝∧LT川‡′日－HV

ユF＿（V）Z′」′1

1　　　　rG言1

6（1TO　4

〔　▲　★　t

～　　　　KGコ～

GO TrI‘

〔　■　▲　◆

J KG苫う

ち　　　　CnトけエHUE

IF（KSU（KX′日．N【．KV）GO TO　～

エHALT（KX′2）一日V．LE．0．0〉　KGヱ2

5　　　　reNTIHUE

〔　－一一　　　一一一　　一一一　　　　　　　　一一一　　　一一一　　　一一一

D（130　KY；12′HY

V上ALTくくX′くY）－HV

エF往SU（＝′KY）．Eq．KV）GO†015
亡　　一一一

GO TO　くム′8′～1）′KG

r　　　　　◆◆　ALTくり′1＿）．Gユ．HV　■★

A JF（∨）7′7′ユ∩

7　　　　　　　〔mJTINl圧

Mll′Z

O TO（31′12）′M

〔　t　■　▲

11

32

33

：F川X．EO．IはI Gn T口　舌∩

I T＝1

rS3－1

GO TO，さユ

Iしく．障．EQHl GO TO　的
HHR【P．GE．2）GO TO　80
IT8－1

にSヲ1

XSUくり／JA）qO
JTE0

、り41号ALJ（川ハ＝り
IJAZEALTくlA′JA◆日

月し呈．ヲ旦よ．u＿三上L瓜口上kユJ

RTコ（UA2－HV）／くUA1－lIA2）

ALYfHYFH．（FL0八丁くJ∧）用丁）

に印Rll
印しLPL0丁（ALX′ALY′3I

CALL PLOT（ALl′ALY′～）

【ALL＿SEAR．亡且

ム0　　　　　　　　日川TIIjUF
KGコ2

GO TO　コ用

H ALT（KX′日．LT．ltV　▲●

JHV）コn′叩′〇

日叩J HIU．E

JREp＝O

Dq　7口．M31′之

IA＝KX

JA⊂KY

GO TO　く吊′35）′M
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C ll　★　■

●1ん

〔　●　◆　■

55

さら

エF（KX．【Q．NX〉　GO Tq　70

IT貞1

KSコ1

GO TO　3h

HくK＿！．Eq．」．）GO　工．0　70

IFくIR【P．GE．～）GO TO　7（l

lTゴー1

KS8－1

KSV（IA′JA）丘O

J Tq0

UAl≡争LLHA′JA）

U∧～＝ALT日日′JA－1）

ALXtHXF（★FLOATH八一1）

RTE（UA1－Hv）／（UA1－UAZ）

ALY）HYFC＊（FLOAT（JA一日－RT）

KERRll

（ALL＿PLクエ．く年＿しいALY′3）

〔ALL PL0丁くALX′ALY′2）

CALL S【AR〔H

7〔　　　　　　　〔nNTINUE

KGき1

GP TO　二IO

C　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

15　　　　　GO TO（18′17′うり）′くG

〔‥l d・★

1人　　　　　　くG＝Z

JFくKY．【Q．NY）GO TO lつ

エFくALTくく1′KY●日－HV．GT．〔．∩）くG雷1

射っ　てO　川

17 KG－11

1FくV．LT．0．0〉　KG王～

GO TO　ユ8
〔　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　【一一　　　■一一　　　一一一

乙1　　　　　　　エHV）23′24－2～

～Z KG六1

GP TO　25

（　★　●　■

2．3　　　　　　　KG三ヱ

研　TO　～5
〔】lJ・●

2ム　　　　　　　K633

25　　　　　　　描けHJりE
【　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

三O CO刃TJ HUE
C　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

20　　COHTユHUE

C　・・一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

日：（KERR．EQ．0）VR工T【くる′Zqn1）HV．．

20〔1　　FO射・lAT（1bH（〔ONTLN〉　HEIT　く′1P【9．2′15日）IS NOT roUNO．）

亡　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一●一　　　一一一　　　一一一

1〔〔nNTINu【

RETU事川

【Nり

I八S亡ARい1

SU8R．0．UユエNuEAJLC．Il

★●　TO DR川〔OhTOUR LエNE H

C鋸1MON／COM〈LT／ALT（121′12日
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〔0佃仲川り〔OMKSU／KSU（121′121）

〔OMMOIり亡く川叩Tl／XO′YO′HX′HY′NX／NY′MXバ1Y′XlJ′YW

CnMMOIり〔PM〔FT／XFCTR′YfCTR′HXFc′HYF〔

CO几M叩／エ0njR＿H／JAノ⊥Å■ユ工′．JユduJ＿UA1J．UA2′▼K．V■．エ月上P

COMMON／COMZHV／HV

C　・・一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一

LNE800

エREP鱒P

C　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　■一一　　　一一一　　　一一一

POlO LヲZALと1

日（KSIJHA／JA）．EOIKV）GO TO　99
王Av＝工A＋IT

・lFくTAV．し〔．0）Gq TO　98

IF（lAV．GT．NX）GO T．0　ウ8

JAV王JA◆JT

LLlJ＿A吐．LE．0）GO TO　98

IF（JAV．GT．NY）GO TO　98

VAl‡ALT（IAV′JAV）

エHVAl▼HV）1′1′Z

C　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

1　　　　　　　　　　　持EP＝HEP◆1

月J≡（UAl＿THV．）／（UA．1ニVA」．）

ALXヨHXFC書くFLOAT（ⅠÅ【1）

ALY3HYFC■（FLOArくJAl・．1）

）

　

）

）

　

ヽ

．

′

T
 
T

▼

▲

　

J

く

　

く

T
 
T

A
 
A

一

「

0

　

0

L
 
L

′
■
l
　
■
．
r

●
　
　
●

T
 
T

p
n
 
R

▲
▼
　
▲
T

CALL PLOT（ALX′ALYrZ）

エTVコIT

IT3－にS■JT

JT雷KS土工丁＿y

UAZコVAl

lF（IREP．GE．り　GO TO　98
GO TO lO

〔　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　一一一

Z lR〔Ptn

J．T＿早きざ，SJJ．T

JTVモーrS★工T

JAVlIAV◆王Tv

JAV3JAV◆JTV

V∧23ALT（IAV′JAV）

＝：くVA2－HV）1′3′4

亡　　一一一　　　一一一　　　一一一　　　■一＿　　　■＿一　　　一一＿　　　＿一一　　　一一一

3　　　　　　　　　　RT＃くVA1－HV）／くVAl一VAZ）

ALXヨ11XFC★（FLOAT（ZA◆IT－1）◆RT＊FLOAT（lTV））

ALYaHY C．（FLOAT（JA＋JTl・1）◆PT＊FLOAT（JTV））

CALLIJLOTくALl′ALY′2〉

KSVHA′JA）tくV

IさチエカナエT

JAaJA◆JT

t．川11VAI
UAZqVAZ

GO TO lo

亡　　一一一　　　一一一
－■■一　　　　　一…t■一　　　　　一一■→　　　　　一一一　　　　　■■－l

I TVl■rく嶋I T

R．T．空くUAZT＝V）／＿くUAZニV∧2）

＾LX7HXFC＊くFLOAT（lAりTl／－日◆RT・FLOAT（エT））

ALlAHエLLLく上LQAエ日用■」エ〉ヱJjJ月JJ上し8AエJ」エ）．）

〔ALL PLOT（ALX′ALY′2）

KSIJHA′JA）ユKV

ヱA貫IA＋lT十王TV

J＾dJA＋JT＋JT．V

王TtlITV

Jユ戸．JユV

l川1ユVAZ

C　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　一一■　　一一一　　一一【　　一一■

10　亡OIJTINlほ

亡　　一一一　　一一一　　一一一　　一一一　　■－●　　一一一　　●一一　　一一一

GO TO　79

C　★　★　★



（lqO）

9A KSlイくエA′JA）＝rV

99〔ONTエNUE

〔ALL PLOT（ALX′ALY′3）

R亡TUf川

ENO

SU8ROUTIH：ALTCAL（FUNC，ROU）

亡．0上！辻壁上【Pq♪エ」⊥エ0′エロtH凰′ムエ′ぷよヱ上は′．nズJ．吐ヱ′．Xl山エリ

CnMMON／CnM川LT／AL丁目21′121）

PnlOldl′IIX

X王Xn◆HX★FLnATfⅠ－1）

PO‥10．．J71′NY

YJYn◆HYり．LOA丁目一日

ul AL上目．たJ」三上UJi．Ll且⊥ヒ′且且Lu

RETURN

END



（1ql）

竹垣煮え、

くす1ロ潤の丸字穐乾泡戒痢t菜舛盲7。ロケラム＞

C　　　■▼●■　FlLE NAME　王　StL0】＝●■

Rと上し　K】，くβ1パA～－くAJ－JVA，NANTYU▼JSV－K〔＝〕01，く［IDO2●K〔ⅠDO

C【JHMロN／dLl／Tl H0011COI●TAOUTtlCC），TAIRHeCl，JVAく1（代目

CCMMON　ヒヒ▼βlr：T

CUMMLN IY▼lMtIU

DIMENSlON GtbLリI YUAUr日と），SIGADT（12）▼YUED丁目2hS】GbDl tlZI

CIM〔NS】CN LIMlHl之）▼丁ヒJIP（3bbtZ5），EAA（り，EbBt4hPAINTいり

CATA Lいり丁／三1▼～だ－31●jC－31，三0，31－31，30，3】，20，31／

UdTA TヒMP　／91とし■∩．しソ

しけ†′　EAA／ぐ．∠3●〔・．92▼　U．40●　0．25／

リム目し〔とと！／C．台と－　こ）．23－【1．2U●　0．85／

U′TA PAINT／と．HtSS41），15H（〟HlT〔CロLDR〔D）－

d　　　　　　　　】7rl（ALLMINIUM PAINT）一14H（DARK COLOREDI／

CHムぺAC†Ek書～℃■トり・叫と，KUMOqI●AM〔，LTENく1，LDCATN，PAINl－LCOLOR

DA†A H上汁三，KUMURl　／eHtKAI5∈Ⅰ），lbH（HARE OR KUM8RI）／

DAIA　′ME／lSHくくUMOR】UR AME）／
′ヽ

C　　　　■■■JMjメ三（24，45●72†…．†2be）◆1丁〇　SURUKUTO　●■●

C

ll）AY三O

IMAズ三もI

JMAX＝73

くA】＝43．L

KAと三℃．C4

人A三三43．〔、

HINこき．Cb

HこjUl王1～．う

THINl三こ．4E一三

THIN2＝7C．C〔一三

人THIN＝TH川～◆THいJ王事ぐ．Z

THIN3王ら．〔〉／ユ（（●U．O

C

CRCl≡eZl．U

CkLZ＝4．c

cRD三三Ck〔1

Al三ヽ£】／CkLl

AZ＝‘く♪之／CkLZ

Aと三へAヱ／C六〇三

CH＝HCUl

kl＝ト．？EU

hZ＝欄1十と．Llヰ（†HINl◆TH N2◆THIN31

ORA＝仲之－Rl）／乙．U

C

NC○LLk＝l

E′三〔βA（NCOLLkl

∈ヒーェEと、ヒINCLLUh）

LCOLUR＝PAINT日JC：コし日録I

Ol壬0．と

TANYと1三．C

TSTAぺT‡TANY

TM′大王24．C

lPこ（・

川1三10しハTHINl／KAいrHIN2／八Aと◆THIN3／ぺ43◆1．U／Hいり

入れ目‡1．Ll／（THINl／KAl◆IHIN2／KA2◆THIN3／KA3）

大Klと＝HIN

l1人＝74～jUヒ三

日X＝74～JUd！

lZ大言74～3【＝15

KSTCP三川U

C

C

IFt rHIN～．G†．xIHINI GU TU　24

REAU（5－とCULI LuCA1N

之llCU FUべ′1ATtA1う）

REAUは，り　PSIl．PS12，KElOOl，KEIDO2
READtうl●）lY．IM，lD

ISlA叛1三ID

と4JC＝】SIAkl

日暮日日＝1ヌ＝二LCAHいり／4．日“）．∈9．1YI LlMlT（～）王～9

PSl芸lPSll◆PSl～／もぐ．ぐい三．1415927／180．O

PSlPSl＝tP．Sll◆P512／bU．U）

K〔1〇日王t人ヒlDul◆KEⅠDD～／bO．0）



（1q2）

1F（IM．∈U．lI NJ AY＝ID

IF（lM．Eむ．lI GU TU　23

NDAY三ID

DU　之とⅠ＝1－iM－】

2と　　NDAY＝N〇AY◆し川1丁目1

23　　C口NTINUと

lHNCAY．ふと．255）｝R王TE（6，3（こうC〉

305C FUkM♪TtlHl／／，とCX－，＝●　NDAYく355　DE NAIKARA KEISAN DとKINAl　●‥－）

Ⅰト（NOAY．GE．三ささ）ST⊂P

CALL SCL上J tNDβY，DlPSIIくEIDO●SNRISEISUNSETIEX）

NANTYU＝（SNkISE十SUNSヒTI／2．〔l

C

C

IF tTHINZ．Gl．入THIN）GO TO ZS

R∈ム○【5，▼）PAVE，PSIG

吊りT亡くも，り　Pハ・巨，PSIG

DC　～C l＝1－1～

qEADf5－り　YUADT日日－SIGAO日日，YU90丁目），きIGaOT日日
hRllE＝），りYUADHl）▼SlGADT日日，YUヒDT（Ⅰ）－SIGSD r日）

20　　ccNT上NU〔

25　　ccN†lNUE

YUAニYU郎〕日日M）

Sl（JA王SIGムD†＝いり

YU巳＝YU羞DT＝いり

さ．】Gとi＝S工GヒDl仁いり

UMl八三く2．0亭YUA－YUqI

RAMCkN言0．12bと

Kl‡RAMCRN

CGCこ〕RN＝0．484

RCCCRN＝748．0と

〇ccRN＝qAMCkN／lCGCロRN■HUCCRN）

OSl三も．2831与／FLOATtJMAズー1】

Dk＝tRl／2．〔り／FLOATtIMAX－lI

l CCNTINUヒ

lFfiD．GT．LHH†くIMII GO TO ll

TIMEPES．C

IFHD．【3．7．Uk．1〔）．E3．20．OR．lD．【C．301†IMEP王1．O

IF HD．Eg．el STOP

ll】…O

C♪LL SCLARtNDAY▼U，PSIiKEIDO，SNRIS【，SUNS〔T－【XI

NANTYU＝（SNRIS〔◆SUNSETI／2．0

1　　　　ccINTINUE

ll】ミ1】王◆1

7　　　CコNllNU〔

CALL NCRぺNStYUA●SIGA－11X●UAV〔）

CALL NORRN三．tYUピーSエGB▼12X－UMAX）

IFt tUMAX－UAVE）．LE．0．U）　GD T01

1F（Ⅰロ♪Y．亡くJ．OI UAVE＝YUA

IFHPβY．EC．GI UMAX＝YUb

CALL GAIKItPSIIKEIDO，UAVE．UMAX，G－UMIN，SNRlSE－SUNSET，NDAY，iIllTEMP）
lFt HH．〔U．】I GO rU　3
4日RT三TFMP（NDAY，llFIス（TANYい1日

1FHIFIXtTANY）◆11．G〔．～5I AlRT三TEMPHNOAY◆lI，lI

CALL†ENKlHIX，lTENKI，P－PAVヒ▼PSIG）

lF（ITENKI．〔3．1I LT〔NKlごHARE

IFlITENKi．〔Q．之）し†ENKIニKUMORI

IFtITENKI．〔C．31LIENKlごAME

lFtlUAY．NE．C）Gロ　TO　～

IF＝欄．Eは．Z）TCGkN与27．4

1FtIM．【0．もI TCURN三2も．9

DU　3331A三1，lMAX◆1

．D0　333　JA三1，JMAX◆l

lHlA，JAI＝TCU尺N

TAOUT（JAJ＝1ccRN

333　CONTlNUヒ

†C＝FTl tl▼】I

D0　5　J＝2－JMAス

Tl t】▼JI盲TC

S COIJTINUE

C



（1115）

C

C

C

C

C

之　CロNTINUE

hRITEくら，jCCCI

URITEtb●jUOSI LOC♪TN，PSlPSllKEIDOID

URITEtt一三C4〔I）IY，lM．lDfSNRlSE，SUNSET－NANTYUfLTENKIIP

MHT亡くb1301（HI Rl，PZ－DHA－Kl，KAl，HOUT－XKT

叫べlTE18－3CZU）lMAX．JMAX一丁IMEP，TM∧X●DT，DRIOSⅠ

MHTEtb▼ヱ仁王いIJAMCRN●CGCORNIROCORN，OCORN

きCOU F0位MAHlHl／／／／lLス▼，ThO DIMENSエロNAL SIMULATION OF ll

a ITEMPEトくATU射E・［HSTRleUTION IN SILu　　▼／／／〉

3ccう　FロRMA丁目H（！，ZCス▼ILロC♪TION…I－A15－5X－IPSlt三㌧Fb．之I■　tD〔G）II5人I

A　一八【IDロ王，lF7．2Il（UEG）I15X，lDELTA　日日己I，戸8．5，▼　tRAD）l）

301C FORMA丁目HClI2“l，ネ1…，lFl（J．5－1川1－，5X－lRZ‡l一戸10．5，l（MIl一

、15X，，DRA王，．Fle．三一一　日1I－／／lH．20X，●ぺ1三，，FlO．5，，（KCAL／＝1．HR．CH－，

ようXl－KAl三㌧FIG．う，I（ぺCAL／rM．HR．CHI－5X－lHOUT…▼一戸10．5●

占I　くくCAL／＝1．＊～．H叛．CH，／／ZlX，IxKT＝■，FH）．5，，（KCAL／川HZ．HR．CHT）

30ZO FDRMA丁目H【），2UX，－lMAX三，●Ⅰ3－I　くり▼－5人▼－JMAX王，－13▼，卜II－

d三XI，TIM〔P＝，，FlO．SII（HI－●5X，，TMAX＝I，FlO．5●－（HRIリ／

dlHlこじX●lDT＝IIFIC．了，▼　‖吊りl－5人ーIuR三㌧戸10．5▼I（MI▼－

占う入－■DSI三㌧FIU．5－1（qADI▼1

3e三O FCRMHIIHU，ZUズー，kAMCRNニー，FlO．5▼－　川CALハM．HR．CH－，

占うXl，CGC【〕RN三㌧FIU．5，－　くくCAL／（KG．CH，，5X－IRUC〔】RN＝I，FlO．う，

dIIKG／M■暮さ），／／21X，IDCCRNこ†，FlP．7●I tM■王～／Hトと）▼）

3e40　FURMA†11日し．～0ズ114－■．▼●1～，I．1－12，t．▼，三X－▼SNRlSE＝▼，Fも．之，l tHR）I，

＾3メ1ISUNS≡†三㌧Fも。2．I（HR）P，3X，▼NANTYU＝1，F6．2●●（HRI●，3X．●TENKI＝I，

さ　Alb▼■　　P三㌧F7．り

Tl tl●J）＝1C

K三e

TIM〔1王C．C

Tl廿EZ王0．c

cβLL P耗INH†ANY，＝1AXIJMAX－TC●IP，TH王N之，EA－PAINT）

lP王iP

l（〕CONTエNU【

DO　‾b J三と，JMAメ

も　丁目1，J）ご‾rC

TIME】＝TIMヒ1◆DT

†lMヒ之＝TIhEと◆Dl

TANY＝TANY＋T王M〔l

TIMEl三し．0

DU　らし－U Jニ；－JMAX

JJJニJ

JJJMA六三JMAX

CALL SUNtJJJ．JJJMAX，くEl［）G▼EX－SNRISE．SUNSETINANlYU．1ANYIJSv▼

A D－PSl－P，KSIUP）

作用STUP．Eq．nI ST〔】P

IMAXXXニlMAズーl

JMAスバ八三JMA六一l

LTニIFIメ（†βNYI◆l

IF（LT．GE．25I GO TO llll

IFtLr．EC．24）TEMPtNDAY－LT◆1）土TEMPtNDAY◆1．1）

lF日EMP（NDAY－LT）．GE．rEMP（NDAY．LT◆l H AIRT＝TEMP（NOAY，LT◆1）

d　　◆日．C－＝仙Y◆FLCATtlFIX（TANYH）＋tTEMP（NDAY，LT）－TEMP＝ヾUAY－LT◆】H

IF tT MP NDAY，LrI．LT．TEMP（NDAYTLT◆lHAIRT＝TEMPtNOAY．LT）＋tTANY－FLOAl

d HFHHT′NYIIh（TEMIJ（NDAY，LT◆1卜TEMP（NDAY，LTH

G【〕TU lll2

1111AIぺ1＝1ヒMPINDAY◆1，1）

1112　CUNllNU〔

D〔j bZU JJく三～lJM♪X

bとU lAl只＝JKI＝AIRT

kTEJVAtJ）◆JSV

U　三AHT

JSVニJSV

lO三IAOUl tJI

lFHHl卜J2．し1．。Uほ－3）Gロ　丁ロ1114

1FHDAY．EQ．U．AND．（TANY－OT－DT／2・0）・LE・†ST川T）GO TOl113



（1叫）

AXHl三KA2／THfN2

XM2＝RAMCRN／DR

Pl‡AZ●DT／1HIN2■●2

P～＝DCORN■DT／Dkキ■2

よく三メMl／Pl◆XM～／P～

丁目IMAメIJI＝2．0／かいトtXMl■TAUUT（JI◆XM2◆THIMAX－1－J）

◆tXK／2．0－（XMl◆XM2）いTl HMAX－J H

UM＝THIMAX，JI

XKTXく■r三KA2／rHINこ

KK八人ぺ八三0

11131FHDAY．〔Q．0．AND．（TANY－DT－DT／2．0）．LE．TSrART）ズぺTXKT亡メKTl

lF（lDAY．E0．C．AND．tTANY－OT－OT／2．01．LE．TSTART）UM三TCORN

IFHDAY．E3．0．AND．（TANY－DT－DT／之．0）．LE．TSTART）KKKKKKZ99999

1F（KくくKKh．Ep．C）G〔l TO ll15

11tlMAX－J）王TCOkN

GO　10　1115

1】14　CDN†lNU〔

UM＝丁エーIMAX－1，J）

X八丁ス八丁三年AMCRN／DR

KKKK八八三0

1FHUAY．己二．C．dND．lTANY－DT－DT／2．0）．LE．rSTARTI　ズぺTXKT＝XKTl

lF‖つAY．ヒコ．O．AND．HANY－uT－DT／2．0）．LE．TSTART）UM＝TCCRN

H㍉HDAY．EこJ．U．AND．（TANY－DT－DT／2．CI．LE．lSTARTI KKKKKK王99999

1Fいいu拍パ爪．とこ．〇）GU IU ll15

TI HMA人▼J）壬TCUべN

ll15　王FくUM．GT．rOI XKIXKlミス八丁スく丁書く－1．0〉

CJILL HYCtlEN（UA，トT，UM，TU，XKTX＾T，CH．AIRT－JSV　●K之，EA．EBJ

＿IFIK乙．Gl．SCI STtjP

lAOUTくJIこTU

IFtTHIN～．LT．C．CIE－31丁目lMA入，JI±TC

5〔L CGNlINU〔

b三c cUNT王NU〔

DTUCkN三DT■OCCRN

ll＝lM4人－l

D〔j lCUL Illll三2－Il

lilMAズー11111◆l

JMAスXYミJM♪入◆l

THl，JMA入XYl三日11●Z〉

TI tl，1）三丁目Ⅰ‥川軋り

DG lLUI J＝～－JMAX

lスY王1◆l

lXメ＝1－1

JXY三J◆l

JXX＝J－l

TlH，J）三TltエーJ）◆　DTDCkN事＝TltIXメ，J）一之．いりHIJいTIHXYIJ H／DR■■2◆

4日111人Y．J）－11日，J H／FLUATH－lI／OR＊82◆tTHl，JXYhZ．O■Tt H▼Jl＋

ATIlI－」スXHノ105．hD只事FLOATtⅠ一1日暮♯2）

lF（T＝1－JJ．GT．1UU．U．OR．Tl日，Jl．LT．－40．0）tJRITEtb，・rl TIHIJ h
d　王▼J－】Y，エM▼lD，TANYIUMlTU

ICCI COJJT王NUE

IC－CU CDNTINUE

JP王（JMAX－lI／q

Jこ・三JP◆～

TC＝TI tl，21

TCl…lC◆　DTDCHN書く（Tl

d◆rI12－JP■きい弓．U●1C）

TC2＝†C◆　UTOCHN■tlTI

A◆Tl tZ，JQ◆JP■2）一4．C●

TC三t TCl◆lC三）／2．む

lF tlT王ME2◆DT／leU．OI

】P＝王P

いり＝TANY◆DT／100．0）．

t2－と）◆1112，JI）■1いTIl2，JP■2）

）／UR■書2．0

（～－JQ）◆TI（2－JQ◆JPhTIl之IJQ◆JP●之）

1C＝ノDR●●2．0

．GE．TIMEPI GO T0　133う

GE．TMAXI GU TO　30

G〔J I01U

】335　CONllNU〔

CALL PIlINT日ANY一日吊り㍉JMAX－TC，lP．THIN2，〔AIP月日ulI

TIM〔Z＝C．U

HHHTANY◆Ul／lUO．U）．GE．TMAメ）GU TD　31

GO Tロ10

jC CALL PHINHI’ANY，lM∧ズ▼JM′よ，TCllPlrH＝J～●EA●PAINTI

31　Ct〕NllNU〔

IUAY＝10AY◆1



（1q5）

IU＝ID◆1

NUβY＝hDAY◆1

1ANY＝し．r

GO　13　1

11　5丁ロP

ヒND

SUbkLUTINE SL一N（J▼JMLメIKEIDOIE入ISNRISE．SUNSETINANTYUlTIME，JSVr

島　　　　　　　　　　　　　D●PSl－P●KSTCP）

C JVAくJ）　　EvALUAHON UF JVAくJ）

C

C JVA ENこHOくUMEN NO CH0人UTASTU NISSHYAtKCAL／M●・r2．HR）

C JO H〔jKU三ム1NISSHYAべY〇lくCAL／M▼●～．HR）

⊂　　　　　　　P lAlKI NO T〔jUKARISTU　；　R

C PSI mG　；　D SEKlI　，　T
C MUKt NC　＾βくUDQ　，　　H TAYCUくDUDO　，　A

C　　　　　　　†ANY K〔ISAN SURU JIKOぺU fMINI

R∈AL Jこ　●JVA　－NANTYU．JSV一人【IDロ

DIM∈NSION　βLPHA（lUCJ

C8MML】N／bLl／Il（lC0－1CUhTAOUT1100hTA日日100）▼JVAt100I

CUMMUN〔喜一AlRT

COMMDN IY11M J D

C

Plと三．14159三島50◆U

JO＝11も7．O

R三0．9と3b

lANY王11ME◆＝HはlL）0－13さ．DI／15．0）一Eメ

TANY：くEISAN SUkU TAIYO JIKOKU tHOUR）

ALPHAfJI三FLDATfJ一之1●2．0■PI／FLロATIJMAX－lJ

IF（TANY．LT．SNIH Sヒ）GO TO　443

JF（TANY．Gl．SUNS【r）G〔〕70　443

GO TC l275

443　JV′（Jl＝C．O

JSV＝ll．C

RETUkN

1375　CONTINU〔

1三TANY暮lさ．L■PI／leO．C－PI

ALPHAZ＝TANY◆Hi．U

SINH三SINtPSlいSiNtD〉◆CCS＝⊃SlいC【】SID）暮COS日日

lF（SINH．LE．C．QI GO TQ　443

H三上ミ1ト■tSINH）

C〔ISA‡fS王NくHhSHHPL＝－SINtDH／tCロS（HI●COStPSI目

上；ACDS（C〔】5AI

lFlTANY．し1．NANIYU）A三一A

JVAtJI；tJG●P暮事tl．U／SINHHCqStH）■COSり－ALPHAtJ HI／R●●2．O

JSV三0．5■JC●SINH，11．C－P◆■（1．0／SINHJI／日．0－1．4オALOGくP日暮0．5

1FtJVA（JI．GT．10LC．01一拍JTEfも－り　JVA（JI－J▼TANY▼TIPSⅠ●D●SINH●H

IFIJV♪tJI．61．10UO．CI KSTOP＝C

IF（JVAtJI．Gr．1〔lUU．U）RETURN

lドくTANY．GE．U．ぐ．ANO．1ANY．LE．も．OI GO TO lll

ユ之～IF tTANY．GT．b．O．AND．rANY．L〔．12．日J GO†0112

123lFlTJ－NY．G1．1と．U．ANL）．lANY．LE．lE．0）Gb TD113

1～41FtTANY．GT．lF・．0．月NU．1ANY．LE．24．OJ GO IU l14

125】F UVβtJI．し1．【l．LI JVA（JI三U．U

k〔TURN

lll　♪LPH∧lEALPHJ▲ト‖－PI／2．【I

ALPHAと＝ALPH′lJI◆Pl／之●U

lF HlLPHLtJ）．GE．O．C．AND．ALPHA（J）．LE．ALPHAl）JVAtJJ＝O．O

lFlムLPH上し日．GE．ALPHAZ．AND．ALPlHHJI．LE．2．0●PI＝VAtJJ；0．O

GU1－0　1とと

llZ ALPHJ・1；上しPIlA（J）－Pl／～．tl

ALPH∧2＝ALPH′lJI－、！．しけPl／～．C

IF tALPHAtJ）．♭【．ALPHAZ．AND．＾LPHAtJI．LE．ALPHAl＝VAtJ）＝U．U

GU10　123

113　ALPH／、1＝fLPHA tJ〉◆う．U▼Pl／～．O

ALPHAZ三上LPHAIJ）◆Pl／～．11

工F日生LPHAtJI．bE．ALPHA～．ANU．ALPHAtJI．LE．ALPHA】I JVAくJI三日．O

GO l〔1124

114　ALPHAl；ムLPHAU）一PI／～．O

ALPHAZ三ALPHAtJl◆Pl／2．0

1F tALPHAtJI．GE．P．P．AND．ALPHAtJl．し【．ALPHAl〉　JVAIJ）王0．0

1F tALPHA tJ）．G〔．βLPHAZ．AND．ALPHA（J）．LE．2．0●PlI JVAfJ）＝0．O

GU lここ　125

EN〔）



（1句6）

C

C

C HYOM〔N UNDO ND hElSAN

suBRLUTINE HYuHENtUhk一一UM●TO，XKT－CH●AIR一，SSV▼K．EA－EB）

k【AL JSV

JS∨＝SさV

Eヒ＝U．92

FIE＝ぐ．5

FIAこし．S

Al＝し．三1

日l＝0．cc7b

D＝4．と3∈－e

Fl言1亡）．C

IAA＝AIR r◆273．1b

K＝O

TC＝∪♪◆tぺ丁－JSVいEと／CH

S Tロ〇＝TC◆～7さ．lb

TDこく一ヒム▼D●（rCに■■4）◆EA●FIA■0書目AA●●4いりl◆el●SQRTtFlH

d◆EA暮Eと■F工E＋C）＊（TAA■■4）◆Eb■RT＋XKT事UM◆CH★UA）／（XKT＋CH1

人丁三AdS（TC－TC）

＝：（XT－U．～13IjI4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
4　1ここTU

K＝K◆l

lFl八．GT．SCII GO T0　1C

G〇　丁こ　5

3　Te＝TC

RETU芦N

lOlJぺITEIb－】CUI K

lOL F8RMA rり／lTRIAL A～O EkベロR GA Y【〕KUNAl H K三㌧14）

RE1URN

三ND

C
「

C UUT PUl NO PRIhT

さUとkCU†lN三　戸RINH TANY J MAズーJMAズーTCJ P，THIN之，EA，PAINTI

DIMENSl〔〕N l人目00〉

CCMMCN／dL】／TJ t10じ－1COh TACUTt10PI，TA日日100）－JVAtlUU）

C〔】MMON Eヒ，βlRT

CUMM〇八】Y，lM．1D

CHAJ▲CTEH▼之r PAlNT

REAL J VA

hR王1Elも●～2bL）

22も〔・　FC長MAT（lHl，】OXI

IP＝lP◆1

OG　2ZbS l；之IIMAメ

2Zb5　1人くⅠ）三l

LL＝Z

lllC LLL‡LL◆4書11

1FlLLL．Gヒ．さしI LLL王lMAヌ

1ANY＝1ANY

TC三†C

kRITヒtb一三bbさIlY▼lM－10，TANY，TC－THIN2，EA．E8－PAINT

三色も5　FUkMAHlH／／lt、入－Ⅰ4，I．I，12，I．I，lZ▼I．I，

よ　　　　　　　　　／lUメ▼I JIKUKU　▼，F5．2，I tHOUR）I一

人5人－tCENTヒh TFMPEkATUkE三　㌧F7．2▼－（＝C）I－7メー■THIN2＝▼▼Fb．31■（M）ll

dZX－●EAニー，Fう．～，ZX－1ヒb三㌧戸5．2一之X，A17I

lFt LLL．G亡。IMAX）GO T【」1】30

｝q工TEtb，之330）日人目）．1三LL－LLL■4）

23ヱUトLRMA†り14X－1～（■　日‡l，12－1）IH

DO llZU J三三一JMAメ●Z

h－klTElbl3b／）1〉　J●日日1－Jhl＝LL●LLL，H

jbb了　FUkMAltl入，IllH－1－13▼，Ill∋X112F8．2）

】1∠L C〔jNllトJUヒ

LL三LLL◆4

bu lU lllL

113〔■　吊りTEtもl亡24日　tlXtl）■Ⅰ＝LL－IMAX）

ZJ4しトOHMAH／llズー1∠（▼　日三㌧12，▼I II●

AI l′UUl　　　／lkI JVA▼）

DU llとC J三三●JMAメ一三

k代目とIt）IIbtと日，（TlH，J）11＝LL，lMAX）一TAOUTtJ）．AIRT－JVAIJ）

38bと　FOkMAl H1，l†日日一㌧13，lII一三六，】5F8．2）

1】らU Cl〕NTINUE

kEIURN

〔N！）



（1上17）

C

C

C

C

C

ELCCK DATA

R…AL JVA

CLIMMGN／eL1／1日1cc－】CO），TAOUTH00hTAIRく100I▼JV小目00I

DAl‘Tl／lLLLC■ZU．C／．rAOUl／100■20．0／－TAIR／10【J■20．tI／－JVA／100●0．0／

〔NO

SUbRL】UTINE RANHIXlV〉
11六三ilメ■4号と～ピ125

VミFLCAT111ス）／2147453も4色．U

k〔TUkN

EトJD

さUbべUUllNE SULARくNUAY，リーPSI●KElLIロ，SNRlミ【－SUNSET●EXI

鏑EAL KEICU

Pl＝三．ユ41と9～b7

UM〔GA＝2．し一Pl暮FLOA†tNUAY）／35も●O

C八三C．ヱbZZ】三三一三三．∠47b三▼CO5・（CMEGA◆e．153231【り

よ　　ーし．三三亡と～Cさ事ccさく～．t－■OM〔GA◆C．Ze7C9881

占　　　－C．1252b■b■CこISl三●C■OMEGA◆C．らZUlZ93）

D王Dx←Pl／18「．O

EXニーC．U（jU27とb4e9◆C．】2～71ユう■COS（ロM∈GA◆1．49831L＝

Å　　　　－0．165457竺■CUS（2．0■OM〔GA－1．28154も）

4　　　　－e．CU525333C■CUS13．U●OMEGA．1．1571UeI

TIl〔1‡ACCSt一1．〔■TAN用I■TANtPSI H

†lMヒ～＝－】．C★TIM〔l

SN六15と＝日とC．し●くrlME2◆PIl）／（15．0■PI）

SUNSET三日と0．0▲（lIMEl◆PI H／く15．U●PI）

SNRiSE‡SNklゝ〔－くKとID〔卜125．01／15．0－【X

SUNSET‡SLINさヒ1▲－いく〔iOU－135．くり／15．C－ヒX

RETURN

EhD

su的OUTINE GAlくHPSlIくヒlDOIUAVEIUtlAX▼G，UMIN．SNRISE－SUNSET－NDAY．

占111▼ltMP）

UIMENSl乙】N G（三い▼丁ヒMPt3bbl25I

ぺと♪L NβNTYU

INlEGEk T，DT

DlニI

N▲NlYU王（SトJk】Sと◆SUNSET）／？．C

Tべ＝FLUAlt1FIXtSNIりSE◆C．5－1●C＝

八】三iFHHTR）

N三】

1Ml三FLG♪THFIメtNANIYU◆0．5◆2．0日

K2三IFHH1MT）

丁王FLLATくN）♯UT

CUNTINUヒ

∪】＝＝JMAメ◆UMlト日／2．0

UAAこくUMAX－UMINI／2．O

G111王Ul－∪ふいC〔JS13．141うち27霊tトTk）／tTMr一TRI）

N＝N◆l

r三FLUAl（NいUl

lFll．Lと．TMlI Gu lO　3

KCAY言NUAY◆】

CALL SCLAR（くDAY，D▼PSIIK【HJC▼SNRISEISUNSET，EXI

ThとニFLCATHFlXISNRISE◆0．5－1●UH

hf．NTYUニISNRIS三◆SUNSEl）／2．【）

1ド2ご1RZ◆之4．L

A†王し圧VE▼24．し＼

flニUl書くTM1－1R）

Aとニ∧1－Al

U2壬A2／tlH2－1Ml）

UMIN＝～．い■∪2－UMAズ



（1巧8）

4　　G＝】王Uと→lUMAX－UZ）●CCS‘3・1415927→lT一TMTIHTRZ一TMTH

llL－

11

ZU

ICL・

lLJ

C

C

IC

N王N◆1

1＝FLOA丁目り書DT

IFく丁．LE．1ぺ～）GO T〔〕4

く三三lFIX tlh；I

lHlll．Ed．lI G〔】TO】CO
PO ll　八三KZlK3

1王K

IFtく．GT．2日　Gロ　丁〇　日C

TヒMPtNDAY，lIニGくK〉

lFIK．LE．2り　G臼　TUll

l＝く－と4

1［MPtNDAY◆lJ＝三G日日

〇ONTINUE

DU　2LIl三1▼Zヰ

G日日巨イEhPい化けY●ⅠI

k〔lUkN

CUNTINUE

U〔il〔′　八＝hlIぺ～

l三K

TヒMP＝JDAY，日＝GくKl

kETUkN

END

SUとkCuHN∈1ENKI HlX－l●P－PAVE▼PSIGI

CALL NOJべNS（PAVE，PSIG JlX▼P）

日日P．G1．0．ヨ】～．DR．P．LT．0．100）GO†010

IF（P．GE．0．71bC．AND．P．LE．0．819UI I三l

lFtP．GE．し．4（ヨ～　．βND．P．し†．C．77bOI l王Z

lF付．Gヒ．C．】（－UU．AND．P．LT．C．4C32）Ⅰ＝3

C

P＝P

C

RETu只N

ENU

／暮

／／しくEこ）．SYSLld Uじ　USN三三†Sl．FJRTLId，UfSP三SHR

／／　　　　　　　　　　UD DSh＝SYSl．S～し－DISPとSH昭

／／GU．FTC三F（ノUl　〇日　●

KUSHlPU

4Z．L　59．C　144．し　～4．0

1ゝコ1　2　1

し．714　0．Cbも9

－b．2　1．サ　ー】．4　1．5

－6．4　1．と　－1．21．と

一之．3　1．11．～　U．ビ

．ロ　ト．8　7．と　1．し

7．11．111．J l．；

】し．与　1．114．と　1．2

1三．3　】．4　】己．8　1．4

17．9　1．4　21．と　1．5

15．2　1．1】9．3　】．1

～．7　C．ヒ　14．7　〔．と

き．4　1．】　と．ヨ　1．】

一～．9　1．も　1．4　～．U

／●

／／



（ユq9）

対韓う、

く三成最良・定紋　名，f五劇3　7J、つゲ、ラム＞

…H FlLE N川E三八UUKI．CNTL．FDRT77　日嶋日日

DIMENSIeN IEMPt50〉

C【〕MMON ALPHA，邑〔†A，6，K▼QJSI

DCUELE PRとC151UN GAMMA●ALPHA●SAMPLE－FCT

RE♪L MCH▼1CL

REAし　く■KZ

EXTERNAL FCl

READ（5，10H SAMPLE
ICI FCRMAIりEl
いり1ヒtb，2日）SAMPL〔

201　FCkMA丁目H／／－ I－A8▼／／）

READ（5▼りMCh

k〔AD15，りMCL
｝R11亡くも，2UZけCHtMCL

20Z FURMA†llH／／，MCH；I▼F7●3▼I MCしこI，F7・3I

R∈AD　く5，りlSIH

REA〇（5●り　TSlL

hEAD（5，り　とETA

RヒAUt5－◆）

kヒADt5，■）

kEADt5－◆）
‥
【

＝
吋
　
L
h
 
Y

21。ご昌真二浩三ly31Sミ；霊嵩黒t TSエし＝・，F7．3．，YH三・．F7・3－・YL：・・
◆戸7．3）

射りTヒ（bIZZQは〔TAIe▼巳

22ドFCRMATtlH／／，己ETA三一一∈12・5▼▼　〇三一，El～・5，I B三㌧El之●5）

1Slh＝TSlH◆乙72●1b

TS上し三TSlL◆273．】b

lC

KK三C

I K八三KK◆l

UO121三1－5C

】Z T〔MPtl）＝－1．O

Nニe

DC le I三1，5C

READ15●り　TEMPtlI

日日TEMPH）．LE．0．CI GO TO　51
rEMPH）＝TEMPH）十と73．1b

N三N◆l

CこJNTINUE

C

511日くく．Eと．ZI GO TO l〔tUb

RヒADt三▼り　ATIME

REA〇くら，り　ATEMP

A三と／古．U

ATとMP＝A†EMP◆273．1e・

XL王TEMP日日

TSl言†EMP（1〉

メU＝ATEMP

EPS…L．C

K＝ALOGtYL／YHI／日．U／TSIH－1．U／TSIL）

C

ALPHA≡1．じ

C

CdLL A〇CとtXL，XU－FCT－0．01▼U．Ul，15．511，YYY．EPS，NUM8，lCUN）

いり†Etb，】OL4）
…りT亡くも－iL＝Utl）lCON－YYY●EPS

こUCU FUぺMAl11H／－ICUN＝－，Ⅰ5－1　くYYY三一，E12．5－1　EPS…，，EIZ．5，－）－I

l針目CロN．EU．30ULUI STOP

GAMMA＝YYY／tO／lb．U暮色【lAI〉／ATIMヒ

く2夏GムMMA林とメPt－1．0■く／XUI

ALPHA＝Q●GJIMMA／（も．■ヒ己†A）

針目冊†書，■　ALPHA＝■，♪LPHA

ICU4　F（jkMATtlH／／／／／，5X，l　■H PREOICTIUN START　■■＋l）

hRlTEtも，100～）SβMPLE－K－GAMMA▼BlA▼K2▼ALPHA

lCUZ FDRMATtlH／ムヒーI K＝l●FlO．3－I GAMMA三㌧≡12．51●　　8三㌧〔12．う▼

d I A三㌧〔12．5／4X－l Ki三㌧Ele．3▼I ALPHA王IIElZ．5）

C

IUL沌　　　CONllNUE

C



（150）

C

C

C

C

C

射り†∈15●】（lU二日

Dロ　20Ⅰ三1▼N

rSl‡TEMPく1）

XL＝TSl

XU＝TE、1PくⅠI

EPS＝C．C

CALL A白CといL．XU●FCT．O．Cl，0．01．151511，Y，EPS▼NUM8－ICON）

KZ＝G♪MMA●巨メP（－1．ヰK／入Ul

メ∪＝XU一之73．1b

lCU3　FDRMAl tlH／－▼　ICDNt，SX，■丁目情tHOURII－bX－l xu t＝cI●l●

4　　　　　　7x－IhZI，ビス，●GAMMAl－4X－lALPHA■I

h■RITEtbTlt・【日I ICロN，Y一人U，EPS－K2，GAMMA▼βLPHA

ICUl FCRMATtlH，】5．2F15．5－3人，E12．三，F7．1，〔10．3▼ElO．3）

IF HC【」N．Ee．30いつし〉　｝klTEくら，lLL：5）
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D各
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名Z

旦

表面希

禾語の反応・号

募署内垂直泰洩夏

草杓の　ヒヒ熱

韓一顧イ条教

範絢のラ温点イえ壬尊

大鴇常数・（三日も7）

Z：k長島・定数1

へ・ソト、ぇへしZの高さ

明し　　声音罷号

N　　　僻も守”嘗弓逼頭の醍泡上昇温度

軋　　　根気lヨ教L

Q　　　賓呈熱母

a久　　二柊表せ

笥　　　グルコースの局長整骨

R　　　叶え常　軋

Rl′Rlト圧対すうSl京、紬一言との比

十　　分菅・I椅手、監て、＼れ　孝行柏の分新羅融

S－′SZ　表象射牛五㌧細症碩繁にけ鮫温堵軋良
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㌃」
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糊彼を吻合／日本産阜夜足協をおごか、日本鋼管（親）

、ア　切立永見ノ　木増兵毅の溺れtエペ－から御礼やLJ二で

暮す。寺上乗駿ヒ訂洛碑で。ゲラ∠、の閣礎lニ専一亡、助

力亨小作新妻勉乙ノ高閲五塊ノ　甲解像とノ　叫薫えの

鶴丸に朝風も象L等右

左碑文のデータ馨碓零らひ・！ニ数値号†算毛ヂ′レlニよ

る碓葡解和まノ娩後入攣咳術′摘黎抄線色ンクーの

A〔OS－♭　ぉよ伊、FACOM㌣仁200　か倉、電子部風格tニよっ

†二二Lt託してノ　閣挽射かこ和風t鼓し寺右


